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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──ほれ和かず弥や、こうするのだ。

　──何を悩なやんでいる。難しいことはない。

　──なあに、一度やってしまえば慣れるものだ。




　慣れることなどなかった。

　罪悪感は澱おりのように溜たまるばかりで、消えることはなかった。

　床とこに就つくといつも、赤子の泣き声と先代の低い声が聞こえてくる。

　目を閉じても、逃にげ場などなかった。

　殺した者に殺される。そんな悪夢で目が覚める。

　睡すい眠みん薬やくばかりが増えていった。




　──お前も当主になるのだろう？

　──今までの当主は、みなこうしてきた。

　──何百年も、こうしてきたのだ。




　真ま霜しもの当主となるべき者。その役割。

　それは冬ふゆ姫ひめのときも変わらなかった。

　私の娘むすめ、真霜冬姫。霧きり姫ひめが産んだ、私の娘。

　忘れるはずもない。霧姫によく似た、うつくしい娘だった。

　霧姫によく似た、私の娘。

　その息子むすこのことも、忘れたことはなかった。

　あの日、殺すはずだった、真霜の男児。

　冬姫とともに逃げた、死を待つ赤子。

　あれは、私を殺しにきた。

　全すべてを知って、復ふく讐しゆうにきた。

　そうとしか、思えなかった。

　だから、殺さなければならなかった。

　それは、当主の役割でもあったのだ。

　真霜の男児は、殺さなければならない。

　赤子が大きくなったところで、何か変わるはずもない。

　殺さなければ殺されるのだ。何も悩むことはない。

　そして殺すのなら、あの場所でなければならなかった。




　──真霜の男児は鬼おにの子だ。

　──鬼を殺すに罪などないわ。




　真霜の当主であるならば、時とき彦ひこも殺すべきだったのだろう。

　ただ、あれは私の子だ。私によく似た、私の子だ。

　当主である前に、父親として。殺すことなどできなかった。

　真霜の男児は、その持つ力が強すぎる。

　制せい御ぎよの利きかない能力は、容易に誰だれかを傷つける。

　だから、誰も傷つけないよう、誰にも知られぬように、地ち下か牢ろうに入れた。

　勝手に近づいた者が死んだのは、事故でしかない。

　藤ふじ倉くら冬とう麻まの父、華か坂さか瀬ぜ一かず麻ま。

　あれが死んだのは、本人が軽率だっただけのことだ。

　私は、何も悪くない。何も私に責任はない。

　それでも復讐に来るのなら、殺してしまうよりほかはない。

　殺さなければ殺される。悩むようなことでもない。




　──これは、真霜の宿命なのだ。

　──当主はそうして真霜を守る。

　──そうして真霜は続いてきたのだ。




　真霜の男児は、死なねばならぬ。

　そうすることが、当主の役割。

　殺さなければ殺される。殺した者に殺される。

　確かに私は時彦を救った。ただそれは、親なら当然のことだ。

　そのせいで失敗したのか？　宿命に背そむいたことが罪なのか？

　もう、何も分からない。

　私は、何も悪くない。何も私に責任はない。
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　地下牢の鍵かぎが開かれる。

　あたりが静かなせいか、その音はやけに大きく聞こえる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ藤倉くん。大丈夫」

　子どもを寝ねかしつけるような優やさしい声。支えるように、背中に触ふれる手に、ただただ安心する。冷え切った体に、長なが峰みねさんのぬくもりがゆっくりと伝わっていく。

　差し伸のべられた手に縋すがるだけ。誰かのことを頼たよるだけ。そんなことでいいはずはないけれど──今はただ、ようやく母親を見つけた迷子のように、優しさに甘えてしまっている。そのあたたかさに身を任せてしまっている。そんなことでいいはずなんて、ないのに。なんとかしなきゃ、いけないのに。

　なんとか？　何を？

　頭の中で聞こえてくるのは、まるで別人のように冷れい淡たんな自分の声。

　だって見ただろう？　いまさら何をする？　何をしたって変わらないのに？　何もできないのが分かってるのに？　やっぱり何もできなかったと後こう悔かいするだけなのに？　誰も助けることなんてできないのに？

　10年前も、そうだっただろう？　何もできないまま、母さんが──

　どくん、と心臓が大きく跳はねる。頭が熱い。胸のあたりが苦しくなる。後悔と諦あきらめの混ざった感情が、足取りを重くする。

「藤倉くん」

　それでも、長峰さんの声が、光の射さすほうへと導いてくれる。

　地下牢から、外へ。一歩、また一歩足を進める。湿しつ度どの高い、地下独特の重い空気が、少しずつ紛まぎれて軽くなる。

「ゆっくりでいいよ。大丈夫だから」

　大丈夫だから。大丈夫。繰くり返される言葉は、魔ま法ほうのように思えてくる。

　今まで薄うす暗ぐらい地下に居たせいだろう。外の光がまぶしく感じられる。

　目が慣れると、あたりが真っ白なことに気づく。視界に広がる一面の雪が──不意に、記き憶おくにあるそれと重なる。

　雪に紛れてしまいそうな白い肌はだと、そこにじわりとにじむ暗い赤。嫌いやでも血の匂においを思い出してしまう。

　たとえばそれが夢だった、なんて都合のいいことはないだろう。あれは現実だ。認めるしかない。こんなにも覚えている。感触だって残ってる。忘れられる、はずがない。

「ちょっと、対応が雑だよね」

　言いながら、長峰さんは、自分の左目の眼帯に軽く触れる。もう癖くせになっているんだろう。見慣れたその仕草に、少しずつ心が落ち着いてくる。

　御み城しろ学園第十二期《トップ３》長峰亮りよう平へい。学園に居るときとまるで変わらないその様子。いつもの口調で、いつもの仕草で、それからいつもの声こわ色いろで。

　これまでの日常はいつものように確かにあって変わらない。信じられないような哀かなしい出来事があったとしても、日常は変わることなく続いていく。

　その中で何ができるのか。いったい自分は──どうしたいのか。

　このまま逃げてしまえば。そんな考えが頭をよぎる。

　御城学園まで帰れば、いつもどおりの日常が戻もどってくる。長峰さんが車で来られたのなら、車で戻ることも可能だろう。逃げられないことはない。逃げてしまえば、こんな事件のことなんて、考えなくても済む。

「藤倉くんのことを本当に監かん禁きんしたいのなら、あの鍵の位置はおかしいよね」

　特にこちらの回答を待つ様子もなく、長峰さんは淡たん々たんと語る。気を紛らす、といったことかもしれない。状じよう況きようの確かく認にん。そんな雰ふん囲い気きだ。

　確かに長峰さんの言うとおり、鍵は長い棒でもあれば届く位置にあった。壁かべのところにつけられた金具に、無造作にかけられているだけだった。だからこそ自分の腕うでを切ってしまえばいいという発想にもなったのだけど──それはひとまずともかくとして。

　本当に監禁したいのなら、確かに充じゆう分ぶんな対応とは言えないように思える。

「少なくとも牢のすぐ傍そばに鍵は置かない。第三者の助けがあれば簡単に出られてしまうからね。非常事態で時彦も動どう揺ようしているのか、それとも──」

　長峰さんはそこでいったん言葉を止めてから、

「藤倉くんを地下牢に入れたのは、何か別の目的があるのか」

「……別の、目的」

　声がうまく出せたことに安あん堵どする。同じ想おもいなのか、長峰さんも小さく微笑ほほえんでくれる。大丈夫だから。大丈夫。そんなふうに、伝えるように。

　少し考えてみる。だいぶ頭も働くようになっている。時彦さんが俺のことを地下牢に入れた目的はいったい何なのか？

　普ふ通つうに考えれば、時彦さんが、俺のことを犯人だと、少なくとも疑わしい人物だと思ってるからで──と、そこで思い出す。あのときの、時彦さんの言葉だ。

『しばらくそこに入ってろ。悪いようにはしない』

　そこにあるのは、犯人を監禁する、といった意図──だっただろうか。

「前に藤倉くんには言ったことがあったよね。『不自然な行動なり言動には、何らかの意図が込こめられている。』覚えてるかな？」

　覚えている。あのとき。クリスマスのときのことだ。事件を解決してくれるのは、いつだって長峰さんだった。

「つまりはそういうことだよ。さて、真霜時彦の意図はどこにあるのか？」

　長峰さんのすぐ後ろを、離はなれないようについて歩く。

　吐はく息が白い。雪は止やんでいるけれど、外の空気はまだまだ冷たい。

「まずひとつ。真霜時彦は、藤倉くんが地下牢から脱だつ出しゆつしても構わないと考えていた、あるいは脱出することを望んでいた」

「……どういう、ことですか？」

　周りは静かで、雪を踏ふむ音がよく聞こえる。遠くでは、名前の知らない鳥の声。普ふ段だんと違ちがう場所に居ることを改めて実感する。

「あくまでも想像だよ。たとえばの話。状況から考えて、一番怪あやしい人間を地下に閉じ込めた。この場合は、第一発見者の藤倉くんだね。ただその人間は何らかの方法で脱出して──そのときに、新たな殺人事件が起こる。疑われていた人間にとって、ちょうど不在証明の無い時間帯だ。となれば疑わしい人間が更さらに疑わしい状況に置かれる。真犯人からすれば、都合のいい贖罪の山羊スケープゴートのできあがりだね」

　贖罪の山羊スケープゴート。身代わり。生いけ贄にえ。

　この場合の真犯人は──時彦さん、ということになるんだろうか。ただこれは長峰さんの言うとおり、あくまでも想像でしかない。思考実験のひとつ。そういうものでしかない。

「もちろん、更に事件が起こるのは避さけたいけどね」

　長峰さんはそんなふうに言ってから、

「じゃあ別の可能性。牢屋であることに意味は無く──地下であることに意味があった。こんな考えはどうかな？」

「……地下、ですか」

　どういうことだろうか。意味がよく分からない。

「たとえばの話だよ。たとえば地下に居ることで、例の力が使えないとしたら？　例の能力だよ、藤倉くん。真霜の血に起因する、奇き跡せきの異能。他人の傷を治す能力。藤倉くんの場合は、温度を上げる能力、といったほうがいいのかな？」

　確かに、地下牢に居たとき、例の力は使えなかった。うまく集中できなかったせいかとも思っていたけれど──地下に居ること、あるいはあの地下牢に、真霜の能力を抑おさえるような何かがあるとすれば。

　この解かい釈しやくでいくなら、時彦さんの意図は──俺の能力が暴走しないように、ということになる。暴走して、誰だれかを傷つけないように。あるいは自じ暴ぼう自じ棄きになって、自分の体を傷つけないように。もっと言えば、命にかかわるようなことをしないように。

　長峰さんは、こちらの様子を確認してから、言葉を続ける。

「真霜の異能。想像ではあるけれど、おそらくは自分の生命力を分け与あたえるものなんだろうね。その対象が無機物であれば、温度が上がる。基本はきっと同じだよ。そしてその能力が巨きよ大だいであれば、暴走するリスクも高い」

　少なくとも、時彦さんのことは悪い人じゃないと思ってる。八や千ち代よちゃんも時彦さんのことは、兄として信しん頼らいしていた。そんな人が、悪い人なはずがない。

　となれば、時彦さんが、俺の能力の暴走を抑えるために地ち下か牢ろうに入れた、という解釈はしっくりくる。しばらくそこに入ってろ、という意味も、気持ちが落ち着くまで、ということなのかもしれない。

　ただ、ひっかかるところはあって──

「あの、長峰さん」

　足を止める。それに合わせるように、長峰さんも立ち止まる。

　いったい何をしようとするのか、なんて長峰さんは聞いたりしない。ただ、静かに待っていてくれる。向けられている信頼は、きっとこれまでに過ごした時間によるものだ。

　不意に、放課後の屋上を思い出す。御城学園Ｓ棟とう屋上。くだらない会話と、ハーモニカの音と、夕暮れの赤。自分の家みたいな、大切な場所。

　目を閉じる。ひとつ息を吐く。大丈夫。動揺はない。

　気持ちを集中する。自分の体温が指先に移動するイメージ。真霜の能力。奇跡の異能。触れたものの温度を上げる能力。いつもなら、これで発動する──はずなのに。

「あの、やっぱり」

　説明を待たずに、長峰さんは小さく頷うなずく。予想していたこと、なのかもしれない。

「能力が使えない。そういうことだね」

「……理由は、分かんないですけど」

　なるほど、と長峰さんはもう一度頷いて、

「地下で使えなかったことを引きずっているのか、それともまだ感情の動揺が残っているのか。理由はいくらでも考えられるけれど──ひとまずは現状だけを把は握あくしておこう。今の藤倉くんは、例の能力が使えない」

　長峰さんの言葉に頷いて応こたえる。

　どこか動揺した雰囲気があったのか、長峰さんは優しく微笑んで、

「もちろん、それで何がある訳でも無いよ。気にしなくていい」
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　再び歩き出す。しばらくすると、屋や敷しきの勝手口にたどり着く。

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよも遠えん慮りよも無く、まるで長年住み慣れた自分の家のように入っていく長峰さんはやはりいつもどおりの長峰さんで、どこから取り出したのかいつの間にか口にサンドイッチを運んでいる。

「藤倉くんも食べるかな？」

　さすがに、今はちょっと食しよく欲よくがない。吐いたせいで、胃の中が空なのは感覚で分かるけれど、まるで食欲がわいてこない。そういう意味では、まだ動揺が残っているとも言えるのかもしれない。

　すみません、と少し頭を下げて、

「やっぱり、今はちょ──んん!?」

　長峰さんに、無理やり、口にサンドイッチを詰つめ込まれる。

「タマゴサンドは苦手だったかな？」

「ひは、ほふひう──」
















　そういう意味じゃなくて、と言うに言えない状況。ぐいぐい押し込まれる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ藤倉くん」

　にこ、と長峰さんは微笑んで、「ちゃんと、飲み物も用意してるから」

　そういう意味でもないけれど──もう観念するしかない。口を動かす。渡わたされたジュースで、サンドイッチを流し込む。

　長峰さんは満足げな様子で、

「食べ物は重要だよ。何か食べておいたほうが、気持ちも落ち着くから。これから、脳を使う作業があるならなおさらだね」

　食べられるなら大丈夫。そんなふうに付け加えて、長峰さんはまた歩き出す。

　屋敷の中は暖だん房ぼうが効いていて、冷え切った体がゆっくりとあたたまってくる。今なら例の能力が──とも思うけれど、やはり発動しそうにない。立ち止まって集中してみても、きっと無理だろう。言葉にするのは難しいけれど、そもそもそんな能力なんてなかった、と思えるような感覚がある。誰かに能力ごと奪うばわれた。何かが抜ぬけ落ちた。そんなふうに思える。

「長峰さん、聞いてもいいですか？」

　声をかける。少し、自分の気持ちに余よ裕ゆうが出てきているのが分かる。室内に入れたことが大きいんだろう。人間ってやつは単純だ。その環かん境きようで、感情は簡単に左右される。ひょっとしたら、さっき食べたサンドイッチのせいかもしれないけれど。

「どうして、ここに居るって分かったんですか？」

　どうしてここに。真霜の家に。

　例えば夜に、長峰さんが御城学園に電話したとしても──真霜家に行く、なんて情報は誰にも伝えていない以上、分かりようがない。もちろん与えられた情報のいくつかから行動を予想することは不可能ではなく、長峰さんならそれが可能な気もするけれど。

「車で出たことは分かったからね。車種も確かく認にんした」

　長峰さんは事もなげに、「それなら行き先を判断することはそう難しいことじゃないよ」

　そういうもの──なんだろうか。ただ、長峰さんが自信たっぷりに語ると、それはそういうものかもしれないと思えてしまう。

「柿かき崎ざき真まことのことは覚えてる？」

　それほど思い出したい人ではないけれど、

「……えっと、都みやこの婚こん約やく者の」

「そう、ヤクザ屋さんだね。ハイブリッドなインテリヤクザ。あそこの家は情報の収集と解かい析せきのスピードが桁けた外はずれでね。だからこそ巫み城しろの家がここまで大きくなれたことはあるんだろうけど──それはともかくとして。車種とナンバーを伝えれば、ある程度その車がどこにいるかは分かるんだよ。便利だよね」

　……いつの間に、そんなに仲良く。

　そんな想おもいが顔に出ていたのか、長峰さんが反応して、

「ああ、柿崎真に、ということじゃないよ。柿崎のスタッフからね。まあ柿崎真から直接聞いてもよかったんだけど──」

　それから、苦笑いを浮うかべて、「ちょっと、彼は話が長いからね」

　そうしているうちに、ひとつの部屋の前に辿たどり着く。

「藤倉くん、ここだね？」

「それは──そう、ですけど」

　昨日から今日にかけて、寝ねるのに使っていた部屋。

　どうしてそれが長峰さんに分かるのか。そして、どうして迷うことなく辿り着くことができるのか。そもそも今の状じよう況きようをどこまで知っているのか。疑問はいろいろ尽つきないけれど──尋たずねるより早く、長峰さんは障子戸を開けて部屋に入っていく。慎しん重ちようにという考えは、今のところは無いらしい。

　長峰さんは、ひととおり部屋の中を眺ながめてから、

「起きたときのままかな？」

「変わってないと──思います」

　布ふ団とんは乱れたままで、血や土の跡あとがついているのが分かる。庭の側にある大きな窓のあたり、畳たたみの上にも土は残っていて、誰かがこの部屋に、外から入ってきたことをうかがわせる。

　少し違ちがいがあるとすれば、

「起きたときは、窓は開いてましたけど……それくらい、ですかね」

「寝る前に藤倉くんが開けたのかな？」

「閉まってました。鍵かぎまでは──ちょっと確認してないですけど」

「まあ、この寒さなら、普ふ通つうは窓を開けて寝たりはしないよね」

　長峰さんが何を調べようとしているかはよく分からないけれど、それでも。もし何かをしようとしているのなら、もちろん協力するつもりだ。

「藤倉くん、ひとつずつ確認してみるけど──いいかな？」

　こくり、と小さく頷く。

　長峰さんが言うなら、悪いはずがない。解決に向かう名めい探たん偵てい。そんな雰ふん囲い気きがある。長峰さんなら大丈夫だ。ぜんぶ長峰さんに任せていればいい。長峰さんなら──きっと、なんとかしてくれる。こっちが何か考えなくても。何も悩なやまなくても。何もしなくても、きっと。

「倒たおれている雪ゆき姫ひめをいちばん初めに見つけたのが藤倉くん、ということだよね」

　言いながら、長峰さんはゆっくりと窓のあたりに近づいて、「ああ、あのあたりかな。大きな木があるね。足あし跡あとはもう分からないかな。藤倉くんが起きたときのことが分かればいいんだけど」

　あのときは──どう、だっただろうか。忘れてしまいたいことだとしても、ここは自分の記き憶おくに頼たよるしかない。

　自信はないですけど。そんな前置きで、

「ここから、あそこの木のあたりまで。ちょうどひとつ道ができてたような感じでした。誰かが通って、その上から雪がまた積もったような……」

　窓まど際ぎわの畳。土で汚よごれているあたりを長峰さんは指差して、

「これも起きたときから？」

　ひとつ頷いてから、

「起きたときは、部屋の中にも雪があって──」

　言いながら、ふと気づく。

　いわゆる犯人が居たとして。雪姫さんを抱だきかかえて木のふもとまで運んだとして。積もっていた雪の状況を考えれば──犯人は、この部屋を通って逃にげたんじゃないだろうか。

　だからこそ、畳の上に土が残っていたのかもしれない。犯人は、雪姫さんを木のふもとに寝かせた後、この部屋を通って屋敷の中に入った。

　ただ、この考えで問題があるのは──この部屋で寝ていた俺が、起きない保証はどこにも無い、ということだ。リスクはかなり高い。別のルートを使った方が無難なようにも思える。なぜここから逃げたのか。何か意味があるんだろうか。

　考えてみて、少し、何かがひっかかる。起きない、保証？　昨日の夜は、確か──

　なるほど、と長峰さんは言ってから、

「ただその情報を知っているのは藤倉くんだけだからね。まあ状況からすれば、藤倉くんが怪あやしい、ということになるのも仕方ないのかな」

「そんなことは──」

「そう判断されても仕方ないんだよ。別に藤倉くんが悪い訳じゃない。藤倉くんから見れば、いくつか不可思議なことはあったかもしれないけど──それは他ほかの人間には分からないからね。そのときの雪の状況や足跡ももう分からない。当然だね。時彦にしても、他の誰だれかにしても、もう現場は確認しただろうから」

　そこまで言ってから、長峰さんはひとつ息を吐いて、

「さて、客観的な事実の積み重ねはこうだよ。雪姫が何者かに襲おそわれた。その事件は藤倉冬麻がこの屋敷に来てから起こった」

　そこは言うとおりで、反論できることは何もない。

「そしてどうやら藤倉冬麻という人間は、雪姫にとって生き別れの弟らしい。そんな因いん縁ねんのある人間が第一発見者になっている。疑うに足る要素は揃そろってるね」

　長峰さんが言うのなら──おそらくそうなんだろう。

　ただ、ここの状況だけだと、その程度までしか分からない、ということでもある。疑うに足る要素は揃っている。要するに、状況から疑わしい人物が特定される、ということでしかない。

　長峰さんは、とんとん、と自分の眼帯あたりに触ふれながら、

「さてここまでの状況が確認できたとして──藤倉くんはどうしたい？」

　どう──したいのか。

　長峰さんの声は優やさしい。責めている訳じゃない、なんてことはもちろん分かっている。ただそれでも、手のひらに、じわりと汗あせがにじんでくる。無意識に、長峰さんから目を逸そらしてしまう。ふぅ、とひとつ息が漏もれる。鼓こ動どうが早いのが分かる。

　どうしたいのか。これからどうすべきなのか。

　それは、ちゃんと、さっきまでも考えたことで──

　そうか？　本当にそうなのか？　自分自身に問いかける。

　──違う。考えてなんかない。逃げてばかりだった。自分で決めたくなかった。何も考えたくなかった。

　長峰さんが居ればなんとかなると、任せていれば救われると、そればかり考えていた。優しさに甘えることばかりを考えていた。自分の行動を他人ひと任まかせにして、流されてばかりだった。

　それはひょっとしたら、今までも、そうだったのかもしれない。都や春はる太たや泉いずみちゃんに、甘えていただけなのかもしれない。甘えるばかりで、自分では何もしていなかったのかもしれない。

　顔を上げる。まっすぐに前を向く。

「まず、八千代ちゃんを連れて帰ります」

　決意を込こめて、はっきりと言う。

　責任は取らなきゃいけない。ここに来るのを決めたのは誰だ？　他でもない自分だ。自分の想いで始まったことだ。自分の行動に、八千代ちゃんを巻き込んでしまった。八千代ちゃんを御城学園に連れて帰る。まずはそこからだ。そこははっきりしている。まずはそこから──始めよう。

「他にもあるかな？」

　そんな長峰さんの言葉に、頷うなずいて応こたえる。

　雪姫さんに──姉さんに会えた時間は、とても幸せで大切なものだった。もっともっと話したいことがあった。まだ言ってないこともあった。

「真相を、どうして、雪姫さんが、」

　一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまる。それでも、「──ああなったのか、知りたいと思います」逃げずに、向き合おうと思う。

　これは自分の、藤倉冬麻の問題だ。行き場の無い感情をどうするのか。整理のつかない哀かなしさをどうするのか。自分で決めて、前に進めるために、現実を知らなきゃいけない。それが──単なる自分の、わがままだとしても。

　覚かく悟ごは決めた。もう、あとは動くだけだ。

　しっかりと顔を上げる。まっすぐに、前を見る。

「ただ、自分の感情よりは、長峰さんの体を優先します。だから、何かあったら早めに教えてください。そのときはすぐに帰りましょう。八千代ちゃんと、菊きく野のさんも連れて」

　一いつ緒しよに御城学園に。みんなが居る、Ｓ棟とうに。

　もちろん、と長峰さんは微笑ほほえんで、

「そもそも無理ができるようなタイプでも無いからね。大だい丈じよう夫ぶだよ。安心するといい。それじゃあ、事件の真相を調べるとして、必要なのはとにかく情報かな。誰か、この屋や敷しきの中で味方になってくれる人が居るといいんだけど」

　それから、ふぅ、とひとつ息を吐いてから、

「たとえば──ちょっと、そこで立ち聞きしてる人に訊きいてもいいのかもしれない」

　味方じゃないだろうけどね。

　言いながら、長峰さんは、障子戸のほうに向き直る。
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「たまたま通りがかっただけですわ」

　くすくす、と楽しげな声が聞こえてきて、「ご無ぶ沙さ汰たですわ。口が悪いのは変わりませんわね」

　メイド服の女性があらわれて、にこ、と微笑む。

　ふわりとした髪かみは、彼女の動きに合わせて優ゆう雅がに揺ゆれている。周囲が純和風なせいか、眼鏡をかけた洋風のメイドさんは異質な雰囲気で、その存在が際立って感じられる。

　長峰さんはすぐに反応して、

「口が悪いのはお互たがいさまでしょう。御み厨くりやフミノさん？」

「わたくしは噓うそが不得手なだけですわ。あしからず」

　御厨フミノさん。ここ真霜家のメイドさんのはずだが──どういう訳か長峰さんとも顔見知りらしい。

　長峰さんは、一歩前に出ると、少し威い圧あつ的な声こわ色いろで、

「あの御厨フミノが依い頼らい人を守れなかったんですか？　らしくないですね」

　守れなかった。これはおそらく雪姫さんのことなんだろう。そうは見えないけれど、フミノさんはボディガード役だったということだろうか。

　ただ、フミノさんはまったく気にする様子も無く、

「まったく大失態ですわ。契けい約やく中なら、ですけれど」

　涼すずしげに言葉を続ける。「珍めずらしく必死ですわね。長峰亮平『らしくない』。まるで子どもを守る母親のようですわ。健けな気げで心打たれますが──自己犠ぎ牲せいが許されるのは撤てつ退たい戦ぐらいのもの。まったく悪手ですわ」

「それはどうですかね。やってみないと分かりませんよ？」

　どこか張り詰めた雰囲気の長峰さんとは対照的に、フミノさんは笑みを絶やさないままで、

「わたくしのことをどう思っているかは知りませんが、貴方あなたがそちら──」

　ちらり、とフミノさんは視線を向けてきて、

「藤倉冬麻を守る必要はありませんわ」

　長峰さんは、割って入るように、

「要するに、敵対するつもりはない、ということでいいですか？」

「ただ単純に、自分の強さの程度レベルを知っている、というだけですわ。あの藤倉冬麻を相手に回すには少々準備が足りません。進んで分の悪い賭かけに乗るのは御厨『らしくない』でしょう？　藤倉冬麻なら、阿あ久く沢ざわや葛くず原はらを向こうにまわしても遅おくれを取ることはありませんわ」

　フミノさんはそう応えてから、

「もっとも、藤倉冬麻がここでの事件の犯人だとしても、わたくしにはもう関係の無いこと。無む償しよう労働は己おのれの価値を下げるだけ。興味もありませんわ」

　どこか突つき放したような雰ふん囲い気きで続ける。ここでの仕事は単なる仕事でそれ以上でも以下でもない。そういう主張が感じられる。

「要するに、貴方と真霜との契約は切られていた、ということですね？」

「ええ。昨日の夜に。突とつ然ぜんにですわ」

　フミノさんはそう言ってから、「わたくしのお仕事は労働基準法の適用範はん囲い外がいですから、不当解かい雇こだと訴うつたえることもできませんわ。残念ながら」

　まるで残念そうな様子もなく、どこか愉ゆ快かいそうに続ける。

　長峰さんも続けて、

「じゃあ、昨日の夜以降のことは──」

「ええ、こちらも残念ながら、ですわ。日々是罠仕掛デイトラツパーの御厨フミノとはいえ、契約範囲外のことに網あみをかける趣しゆ味みはありませんから。となれば当然に知り得ることはできませんわ。あしからず」

「……デイトラッパー、ですか」

「ええ、素す敵てきでしょう？」

「絶対防御イージスから改名を？」

「可愛かわいい姪めいっ子からいただいたのですわ」

　フミノさんは嬉うれしそうに目を細めて、「そういえば、そちらはもう名乗っていないのですか？　放課後の策士クーゲルシユライバーの長峰亮平。あらあら、記き憶おくが確かなら、なかなか素敵ですわ」

「……言ってたのは阿久沢だけですけどね」

　長峰さんは苦笑いを浮うかべる。

「あら、よく似合ってますわ」

「ボールペンが、ですか？」

「ひょろひょろ感がそっくりですわ」

　会話の内容はよく分からないが──二人の仲があまりよくないことはよく分かる。たとえて言うなら、お互い笑顔のままで、しっかりと銃じゆう口こうは相手に向けている。そんな雰囲気。

「確かく認にんですが、フミノさんは──」

　長峰さんは、一度言葉を止めてから、「契約が切られた以上、雪姫が殺されたときの状じよう況きようは、何も知らない、ということですね？」

　雪姫が殺された。改めて言葉にされると、その現実は重い。もちろん、目を逸らす訳にもいかない。その現実に、しっかり向き合わなきゃいけない。

「……あら？　雪姫が、ですか？　あらあら？」

　フミノさんは目をぱちぱちさせる。それから、二度三度、自分の言葉を確認してから、

「ああ、なるほど。分かりました。勘かん違ちがいですわ。すれ違いですわ。錯さく誤ご錯さつ覚かくペテンに誤解。そういうことですわ。あしからず」

　よくあることですわ、とフミノさんは微笑んで、

「わたくしの依頼者は真霜和弥ですわ。依頼内容は、真霜家現当主・真霜和弥の身の安全を守ること。そういう契約ですわ。ですから、雪姫のことはそもそもお仕事の範囲外ですわ。わたくし、仕様書外の対応はいたしかねます」

　雪姫のことを尋たずねられても困りますわ。そんなふうに続ける。

「なるほど。守る相手が違ったと」

「貴方の発想が短たん絡らくだった、ということですわ」

　にっこり。やはりフミノさんは笑みを絶やさない。

「守る相手が『真霜の巫女みこ』である真霜雪姫ではなく、なぜ真霜和弥だったのかは──」

「そんな事情は知りませんわ。わたくしはただ、契約どおりに仕事をこなすだけですわ」

　契約どおり。フミノさんはそこを強調してから、「それでもあえて、守るべき対象が『真霜の巫女』である真霜雪姫ではなかったことを想像してみるのであれば、金の卵を産むニワトリを殺すような愚おろか者はいないだろう、という判断かもしれませんわ」

　金の卵を産むニワトリ。それが雪姫さん、ということだろう。

　真霜の異能。他人の病気や怪け我がを触ふれるだけで治す能力。それは真霜家にとって、お金や権力を得られるものだったのだろう。政財界に絶大な影えい響きよう力を有する真霜家。そんなふうに聞いたことがある。童話でニワトリがどうなったのか。それはあまり考えたくはないけれど。

　……あれ？　待てよ。

「あの、長峰さん」

　気付いたことがあって口を挟はさむ。「フミノさんの言うとおりなら──」

　フミノさんにとっての依頼者は真霜和弥さんだった。

　つまり、和弥さんを守るのがフミノさんの仕事だった。

　そして、フミノさんは、いちばん初めにこう言っていた。

　──まったく大失態ですわ。契約中なら、ですけれど。

　依頼人を守れなかったんですか？　長峰さんはそう訊いた。そのことについて、フミノさんは、こう答えた。契約中ならば失態だった。

　それが要するに、どういうことかといえば──

「真霜家現当主、真霜和弥が殺されたのですわ」

　フミノさんは淡たん々たんと述べる。「正確に言うのであれば、死んだ、というほうがいいのかもしれませんわ。事故の可能性もあるのでしょうし」

　一いつ瞬しゆん、部屋が静かになる。

　事実──なのだろう。フミノさんが噓を言っているようには思えない。

　真霜和弥さん。真霜家の現当主で、時彦さんと八千代ちゃんにとっては義理の父親にあたる人だ。

　昨日の会話を思い出す。短い時間だったけれど、和弥さんが八千代ちゃんのことを大切に思っていることは充じゆう分ぶんに伝わるものだった。

　まず、長峰さんが口を開く。

「確認ですが、真霜家の現当主が」

「死んだ、ということですわ」

　情報が伝聞だからだろうか、まるで現実感がない。死んだ。殺された。そんな言葉だけが上うわ滑すべりして頭の中に入ってこない。

　雪姫さんの事件と関係があるんだろうか。いま八千代ちゃんは、どうしてるんだろうか。

　まるで感情が揺れない自分は──どこかおかしいんだろうか。

「事故の可能性もある、ということですね？」

「可能性は否定しませんわ」

「いったい、いつ──」

　続けて尋ねる長峰さんに、

「座りません？　せっかくの和室なのに、もったいないですわ」

　言いながら、フミノさんは丁てい寧ねいに膝ひざを折る。話が長くなる、ということだろうか。ただ、長峰さんはフミノさんの言葉に従う気配は無い。何か警けい戒かいしている。そんなふうに見える。

　やれやれ、といった様子で、フミノさんは自分の眼鏡を拭ふきながら、

「いまは情報が必要なのでしょう？　それなら相応のリスクは許容すべきですわ。安全な場所に居ながら要求だけは一人前。それはさすがに通りませんわ。働かないのに金だけせびるダメ男と変わりませんわ」

　それから続けて、

「落としどころと妥だ協きよう点は常に頭の片かた隅すみに置いておくべきでしょう？　長峰亮平なら、それも分かったうえでのこととは思いますが──まあ念のため」

　少し間があって、しぶしぶ、といった様子で長峰さんも腰こしをおろす。

　教えてもらう立場である以上、こちらに会話の主導権はない。それはもちろん、長峰さんも分かっている。分かっているうえで、フミノさんのことを警戒している。

　絶対防御イージスの御厨フミノ。目を細めて微笑ほほえむ様子は和なごやかではあるけれど──見た目どおりの人ではない、ということなのだろう。

「お疲つかれですわね、長峰亮平。抱だきしめてあげましょうか？」

「遠えん慮りよしときますよ。命は惜おしいですから」

「わたくしの胸で死ぬのなら本望でしょう？」

「そんな望みはありませんね」

「あらあら、昔はあんなに乱暴に──」

「無む駄だ話ばなしはやめましょう。時間がもったいない」

　ふふ、と笑うと、フミノさんは、そのようですわね、と呟つぶやいてから、

「端たん的てきに言えば撲ぼく殺さつですわ。大きな石か何かで頭を割られた。そういったことですわ」

　頭を割られた。それはきっと、雪姫さん──姉さんのときと同じだ。

　やはりフミノさんの口調は、たいした出来事ではない、といった雰囲気で、

「事故であるのなら、少々打ちどころが悪かった、ということになるのでしょうね。残念なことですわ」

「事故の可能性もある、というのは？」

「先さき程ほども言ったとおり、可能性は否定しない、というだけのことですわ。事件か事故か他殺か自殺か。わたくしにとっては断定する意味もありません。警察が勝手に好きなように決めてしまえばいいことですわ。二人死んだ。それだけですわ」

　フミノさんは滑なめらかに言葉を続ける。

「ただ、もし事故だとしても、真霜和弥の体を誰だれかが屋や敷しきの中まで移動させた、ということはあるようですわ」

「……どういうことですか？」

　少し部屋が寒く感じられる。どこからか、風が吹ふき込んでいるのかもしれない。

「真霜和弥が発見されたのは屋敷の中、当主の部屋。ただし凶きよう器きはなく、体は土で汚よごれていた。おそらくは外で何かがあって、誰かが中まで運んだのだろう。以上ですわ」

　そこまで言ってから、仄そく聞ぶんですけれど、とフミノさんは付け加える。これはあくまでも聞いた話で、自分で確認した訳ではない、ということだ。

「いつのことかは分かりますか？」

　長峰さんの言葉に、んー、とフミノさんは少し困った様子を見せる。

「真霜雪姫の事件よりは後、ということはあるでしょうけど。そこまでは聞いていませんわ。あしからず」

　まずはここまで。すべてを理解できる訳ではないけれど──それでも、自分なりに整理してみる。

　真霜和弥さんは、何者かに殺された。頭を割られていた。雪姫さんのときと同じ、と言ってもいいだろう。この短時間のうちに、同じことが続けて、偶ぐう然ぜんに起こることがあるだろうか？

　それは正直考えにくい。動機は分からないけれど、誰か犯人が居る。そうとしか考えられない。そして長峰さんの言っていたとおり、誰が一番怪あやしいかといえば──おそらくは、藤倉冬麻が、ということになるんだろう。状況からすれば仕方がない。これまでは、何も起きていなかったんだから。

　これまでは何も起きていなかった。そのことが心を重くする。自分が犯人ではないことは自分が一番よく分かっている。ただそれでも、責任を感じてしまう。現実の重さに苦しくなる。ここ真霜家でうまく回っていた歯車が──どこかで何故なぜか狂くるってしまった。その原因がどこにあるのか。誰のせいなのか。それは誰の目にもきっと明らかなことだ。

　長峰さんは、何か考えている様子で、

「フミノさんとの契けい約やくが切られたのは、昨日の夜でしたよね」

「ええ、そのとおりですわ」

　先程述べたとおりですわ、とフミノさんは付け加える。

「真霜和弥から直接？」

「ですわ。口頭でも当然に契約の解除は有効に成立するものですわ。ただ、顧こ客きやくの利便性を考えれば、そろそろネットでの解約に対応すべきかもしれませんわね」

　くすくす、と愉ゆ快かいそうにフミノさんは微笑む。

「となれば、真霜和弥が最後に会ったのは」

「わたくしかもしれませんし、わたくしでは無いかもしれませんわ。あしからず」

　何かを隠かくしている、という様子は無い。単純に知らないということなんだろう。

　長峰さんは、なるほど、と頷うなずいて、

「ちなみに、フミノさんが昨日のうちに帰らなかったのは、何か──」

「雪ですわ」

　端的にフミノさんは答える。「歩いて帰れないこともありませんでしたけど。ダルかっただけですわ」続ける理由もある意味端的ではある。

「それなら、ここを出るのに、特に障害はないということでいいですね？」

　そうですねえ、とフミノさんは少し考えた様子で、

「今は市いち川かわ八や雲くもが網あみを張っているぶん、少々面めん倒どうかもしれませんが──乗り越こえられない障害とは思いませんわ。少なくとも、わたくしにとってはどうということもありません」

「市川八雲？」

　その名前に長峰さんがひっかかる。市川八雲。こっちに来てから聞いた名前では無いように思う。少なくとも、顔を合わせた記き憶おくはない。

「ここの料理人ですわ」

　フミノさんが答えて、「結けつ婚こんして市川の姓せいを名乗っているようですが、旧きゆう姓せいは巫み剣つるぎ。仕事師巫剣の最高傑作マスターピース、巫剣八雲。17年前に起こった逃とう走そう劇の主役のひとり、と言ったほうが分かりやすいかもしれませんわ」

　巫剣という名前には記憶がある。廊ろう下かで会った東とう子こさん。時彦さんの婚こん約やく者。顔中が包帯に巻かれていたあの人が、──確か巫剣だったはずだ。八千代ちゃんも、小さなころは巫剣の家に居た、と聞いたことがある。

「もし真っ向からやり合うのであれば、わたくしといえど勝てる見込みはありませんわ。ただ、逃にげるだけなら──それほど難しい相手ではありません。長峰亮平でも、それほど難しくはないでしょう。確実に逃げて帰りたい、ということであれば、わたくしにご用命いただければすぐに対応いたしますわ」

　そこまで言ってから、にこ、とフミノさんは微笑んで、

「ただ、貴方あなたがたとしては、真霜雪姫の事件を解決したい、ということがあるのですわね。藤倉冬麻？」

　あえてこっちに問いかけてくる。

　その意図は分からないけれど──どうするかはもう決めている。逃げないことはもう決めた。だからこそ、今ここに居る。

　まっすぐに前を向いてから、

「そう思ってます。何が起こったのか、知らなきゃいけないって思います」

　なるほど、とフミノさんは頷く。

　それから、ゆっくりと、何かを確かめるように、

「それは、長峰亮平に何かあっても、ですか？」

　言葉に詰つまる。長峰さんに、何かあっても？　何も答が思いつかない。

　だって、そんなこと、あるはずは──

　ふふ、とフミノさんは楽しげに、

「薄うすっぺらい覚かく悟ごなんて、便所紙にもなりませんわ。反吐へどが出ますわ。なるほど、無能な働き者は処しよ刑けいするしかないというのは名言ですわね」

　その言葉に、長峰さんが立ち上がる。その両足がかすかに震ふるえている。両手に汗あせがにじんでいる。何か感情を抑おさえている。そんなふうにも見える。

「行こう藤倉くん。この人にこれ以上の情報は無いよ」

「長峰亮平もそうですわ」

　フミノさんの声はよく通るもので、

「覚悟が足りませんわ。まったく見込みが甘すぎますわ。準備も無ければ情報も無い。そのことをしっかりと理解すべきですわ。兵へい站たんの重要性はご存知でしょう？　いくら戦術や戦略が優ゆう秀しゆうでも、並んでいるのが動けない案山子かかしでは意味がありませんわ。簡単に言ってしまいましょうか？　貴方がまともに動けるのはあと──」

「ご忠告ありがとうございます」

　長峰さんは、フミノさんの言葉を遮さえぎるように声を張る。

　それから、薄く微笑んで、

「お察しのとおりですよ。だから、もう行きます。フミノさんに、もうこれ以上情報が無いのは事実ですよね？」

「お察しのとおり、ですわ」

　言葉遊びをするように、楽しげにフミノさんは答える。終始、その笑顔は崩くずれない。

　フミノさんには、何か、底が知れない雰ふん囲い気きがある。いい人なのかどうなのか。そのあたりもよく分からない。

「それじゃあ、行こうか藤倉くん。フミノさん、情報には感謝します。ありがとうございました」

　ありがとうございました。長峰さんの後に言葉を続ける。

　去り際ぎわに、「最後にひとつだけ」とフミノさんが声をかける。長峰さんは振ふり返らない。フミノさんもフミノさんで、特に長峰さんのほうを見ることもない。まるで独り言のように、その言葉は紡つむがれる。

「守るべきものが出来たことを、弱くなった言い訳に使うようなことはやめてくださいね？　これは──かつての恋こい人びとからのお願いですわ」
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　向かう場所は決めているのだろう。まるで頭の中に地図でもあるかのように、長峰さんは迷いなく進んでいく。この大きな屋敷を歩くことも、さほど問題にはならないらしい。

「あの、長峰さん」

　少し後ろから声をかける。「フミノさんとは、知り合いだったんですか？」

　御城学園で会った女性、九く樹き宮みや雫しずくさんの言葉を思い出す。

　──女の子には気をつけるように。そう、伝えてください。

　今考えてみると、フミノさんのことを言っていたようにも思える。ただ、長峰さんがここに来ることは誰も予想できないことで、単なる偶然かもしれないけれど──あの不思議な雰囲気は、偶然を必然と思わせるような、独特なものだった。

「ちょっとした縁えんがあってね。昔のことだけど」

「恋人だった、とか、そういう──」

「それは無いよ」

　長峰さんは即そく答とうして、「会話の中で、妙みような二つ名を言ってたのは覚えてる？」

「あ、デイトラッパーとか、そういう……」

　そうそう。頷きながら、長峰さんは苦笑いを浮うかべる。

「そういう世界観が好きな人だからね、その延長線上で言ってるだけだよ。それらしい台詞せりふをそれらしい雰囲気で言うけど、たいした中身はないかな。まあ、悪い人ではないけれど──藤倉くんはあまり関かかわらないほうがいいよ。お金ばかり取られるからね」

「……どういうことですか？」

「仕事熱心なぶん、お金にはご執しゆう心しんでね。何か頼たのめば法外な金額を要求してくる。もちろん、ちゃんと仕事はやってくれるけど、費用対効果は微び妙みようかな。よっぽど緊きん急きゆうの重要な案件で、他ほかの誰にも頼めないような状じよう況きようがあるのなら、あの人に頼たよるのも悪くはないんだろうけど──今の僕らには必要のないことかな」

　情報はもらったから、それで充じゆう分ぶんだよ。最後にそう付け加える。

　続けて真霜和弥さんの事件のことを──とは思うけれど、うまく考えがまとまらない。何を言えばいいのか。何を聞けばいいのか。そこもまだよく分からない。長峰さんは、何か分かっているんだろうか。

　二度ほど角を曲がったところで、メイド服の小さな背中が目に入る。おそらくカエデちゃんだろう。カエデちゃんなら、時彦さんや八千代ちゃんの居る場所も分かるかもしれない。

　声をかけようとしたところで、長峰さんが数歩先に出る。それから長峰さんは、小さなカエデちゃんの進行方向をふさぐようにして、

「きみは、ここの屋や敷しきの人間だね？」

「え？　あ……」

　カエデちゃんの表情には、放心したような、虚うつろな雰囲気がある。無理もない。立て続けに起こった出来事に、まだ気持ちの整理がついていないんだろう。活いき活きとしていた昨日までとは、まるで別人のように思える。

「ここに来てからは長い？」

「え、あの……」

　にじゅう、くらい……と小さな声が漏もれる。20年くらい、ということだろうか。カエデちゃんの見た目からすれば、それはなかなか考えにくい。会話がかみ合ってないのかもしれない。

「真霜の直系には男が生まれない。その話を聞いたことは？」

「それは、えっと……」

「そもそも男児を懐かい妊にんすることはない、ということなのか、何らかの理由で死産になってしまう、ということなのか、そのあたりのことは知らないかな」

「え、あの、それは……」

　言いながら、カエデちゃんは少し後ろに下がる。知らない人間が突とつ然ぜんに現れて、怯おびえているのかもしれない。長峰さんのやり方も、どこか強引なようにも思える。

　二人の間に割って入って、

「あの、長峰さん。カエデちゃんもまだ混乱して──」

「あ、藤倉、サマ……」

　いま気付いた。カエデちゃんはそんな様子でちらりと視線を上げる。その眼めには力がない。見ていて心配になってくる。

　小さなカエデちゃんと視線を合わせるように、姿勢を少し低くして、

「カエデちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？　つらいなら、部屋で休んだほうがいいと思う。もちろん、休んだだけで気持ちの整理ができるかは分からないけど、それでも」

　カエデちゃんはただぼんやりとこっちを見ている。見ているけれど──まるで人形のように、眼の焦しよう点てんは定まっていない。さっき言ったことも、カエデちゃんには届いていないのかもしれない。

「あの、長峰さん」

　ちらりと見上げると、長峰さんも頷うなずいてくれる。情報はいくらでもあったほうがいい。それは事実ではあるけれど──誰だれかを傷つけてまで必要なものじゃないはずだ。

「ごめんねカエデちゃん」

　向き直って、頭を下げる。

　自分が来たせいで。自分がここに来なければ。急にそんな想おもいがあふれてきて、なかなか頭が上げられなくなる。胸のあたりが痛くなる。真霜の家のことを大切に思っていたカエデちゃんに──何を言えばいいのか分からない。

　それでも、ゆっくりと頭を上げる。

「カエデちゃん、昨日はいろいろありがとね」

　かすかにカエデちゃんの体が震えるのが分かる。怖こわがられている。そんなふうに思えてしまう。

　犯人だと疑われているのかもしれない。ただそれでも仕方ない。状況からすればどうしようもない。誰が怪あやしいのかなんて分かり切っていることだ。否定するのは簡単だけど、自分が何も関係ないなんて──言えるはずもない。

「部屋も綺き麗れいだったし、お風ふ呂ろもよかったし、料理もおいしかったし、薬ももらって風邪かぜもひかなかったし、カエデちゃんが居て、いろいろ助かった。本当に。いいところだって思った。来て良かったって、心から思った」

　何か元気づけられることが言えたらいいのに──現実はいつだってこんなふうだ。考えはうまくまとまらなくて、思いついたことは単なる事実の羅ら列れつで、何も想いが伝えられない。

「ごめんね、カエデちゃん」

　もう一度、深く頭を下げる。言葉で伝えられないぶん、せめて行動で伝わるように。長く、頭を下げる。

「それじゃあ、もう行くから」

　素っ気ない言葉で、前を向く。ちらり、と長峰さんに視線を向けて、振り返らずに進んで行く。立ち止まらずに、進むしかない。

　カエデちゃんの声は聞こえてこない。動いている気配もない。カエデちゃんにとっては、もうしばらく、時間が必要なのかもしれない。

「ねえ、藤倉くん」

　少し歩いたところで、長峰さんが声をかける。

「昨日の夜は、薬を飲んで寝ねたのかな？」

「そう、ですね。風邪の予防ってことで」

「藤倉くんの希望？」

「いや、そういう訳じゃないですけど」

　別に必要はなかったけれど、断れる雰囲気じゃなかったことが大きい。昨日の夜の風邪薬。何か、長峰さんにとってひっかかるところがあったんだろうか。

「さっきの人は指示されただけだろうから──誰からなんだろうね。心当たりはある？」

　誰からか、なんてことは特に考えもしなかった。風邪薬をくれる、というのはどこか過保護な感じはする。となると雪姫さんだろうか。カエデちゃんが自分の判断で、ということもあり得ると思うけれど。

「ピンと来ないかな？」

　とんとん、と長峰さんは自分の眼帯に触ふれる。考え事をしているときに、よくやる仕草だ。「じゃあ、風邪薬じゃなくて、睡すい眠みん薬やくだとしたら？　何か思い出すようなことは無い？」

　睡眠薬、という言葉にひっかかる。あれは、確か──

「和弥さん。真霜和弥さんの睡眠薬が増えてるって聞きました」

「それは誰から？」

「ここのお医者さんです。牧まき村むら環たまきさん。確か、ストレスがどうとか言ってたような……」

「そこまでで充分だよ」

　長峰さんは微笑ほほえんで、「そうなると、睡眠薬はこの家に常備されてた訳だ。少なくとも、当主の真霜和弥、そして医師の牧村環はそれを扱あつかえる立場にあった。もちろんこの家にある以上、誰かが持ち出すことは可能だね。可能性は誰にでもある。ただ重要なのは、この屋敷のメイドを媒ばい介かいにしているということだね」

　言い終えてから、一度足を止める。

「僕はね、藤倉くんが飲まされたのは睡眠薬だと思う。指示を出したのは、この家の当主、真霜和弥だろうね」

「それは──」

　どういうことなのか、よく分からない。この屋敷で起こっていることと長峰さんの言っていること。その二つがうまく重なってこない。

「御厨フミノとの契けい約やくを突然打ち切ったのも、おそらく同じ流れだよ。真霜和弥は、夜中に何らかの行動を起こす予定があった。そしてその目的を達成するためには、藤倉くんには眠ねむっていてもらう必要があった」

　もちろんただの推論だけどね。長峰さんはそう付け加える。

「でも、長峰さん」

　何故なぜか言葉が少し出しづらい。ふぅ、とひとつ息を吐いて気持ちを落ち着ける。

「和弥さんは、死んだって、さっき──」

「そうだね。そのとおり。真霜和弥が死んだことは事実なんだろう。ただ、まずは真霜和弥の不自然な行動を調べてみよう。きっと、そこが始まりだよ」

　そう言って、長峰さんはもう一度歩き始める。
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「ここからは、少し慎しん重ちように動こうか」

　長峰さんは声をひそめて、「突つきあたりの部屋に真霜時彦が居る。それから、もう一人。女性の声だけど、八千代じゃないね。なんとなく声は似てるけど」

「……どうして場所が分かるんですか？」

　いまさらながらに聞いてみる。結局ここまで、一度も迷うことなくたどり着いている。

　あれ、と長峰さんは意外そうな様子で、

「藤倉くんには言ったことがなかったかな。僕は体が弱いぶん、外界からの刺し激げきに敏びん感かんでね。小さな声でも、だいたいの場所は割り出せる」

　そういえば、と思い出す。少しのことでも痛みが走る。そんなふうに言っていた。それは、今でもそうなんだろうか。

「真霜時彦は普ふ通つうに会話しているみたいだから、特に困らないよ。ちなみにさっきの場所、藤倉くんが寝ていた部屋は──」

　そこまで言って、少し言葉を止めてから、「血の匂においがしたからね」と続ける。

　長峰さんなりに気を遣つかっているんだろう。血の匂い。もちろん思い出したくはないけれど──いま必要なのは、現実と向き合うことだ。

「大丈夫ですよ、長峰さん」

　行きましょう。行って、確かめましょう。

　言葉にはしないけれど、長峰さんは頷いてくれる。長峰さんが居るなら、きっと大丈夫。そこは間ま違ちがいなく信じられる。

　部屋のすぐ傍そばで足を止める。障子越ごしに、二人の会話が聞こえてくる。一人は確かに時彦さん。もう一人は──牧村環さん。ここの屋敷のお医者さんだ。

「……どうも、ブレーキに細工があったらしい」

　これは時彦さんの声。どこかその声には沈しずんだ雰ふん囲い気きがある。

「どういうことさ？　あの運転手の子に恨うらみがある人が居たってことかい？」

「まあ菊野にっていうよりも──藤倉冬麻に、だろうな」

　何か嫌いやな予感がする。それを察しているのか、とんとん、と長峰さんが背中を撫なでてくれる。ただそれでも、気持ちのざわつきはおさまらない。

　続けて話しているのは、時彦さんで、

「車は落ちて炎えん上じよう。即そく死しかどうかはわからんが──まあそういうことだ」

「遺体は？　埋うめた？」

「車に積んでるよ。ちょうど毛布があったからな。まあ、いまさらお前が見てもどうしようもないだろ」

「だろうね。本人かどうかは、時彦が見れば分かるだろうし」

「本人だ。間違いない」

「そこまで焼けてはなかったってことかい？」

「いいや。火傷やけどは全身に回ってる。他ほかのやつが見ても誰だか分からないような──そんな状じよう況きようだ」

　吐き捨てるような時彦さんの声。菊野さんが死んだ──ということ、なのだろう。長峰さんが、体を支えてくれる。それでも、気持ちの悪さがおさまらない。

　これも、きっと──自分の、せいだ。そんな言葉が、頭の中でぐるぐる回る。指先がしびれてくるのが分かる。自分の弱さに腹が立つ。動かなきゃいけないのに。落ち込んでる暇ひまなんて、ないのに。

「時彦は、誰だと思ってんの？」

「……どれのことだ？」

「なるほど、そりゃそうだ。いろいろあったからね。ブレーキに細工のことさ」

「……それが分かれば苦労しないな」

「当主だと思ってんでしょ？」

「どうだろうな。否定はしないが──もともと細工されてた可能性もある。巫城の車だからな」

「そりゃあなおさらあり得ないさ。ドンパチやってんなら車の整備も気をつけてんでしょ」

「何が言いたい？」

　時彦さんの声のあと、少し時間があってから、

「あんたが何考えてるのかは知らないけどさ。そんなに必死になって守るような家かね。この家の、真霜の罪をあんたまで背負う必要なんて無い。時代錯さく誤ごにも程ほどがあるってもんだよ。あんたも──真霜和弥もね」

　あいつには、もう言っても仕方ないけどさ。

　ぽつり、と寂さみしげな声が漏もれてから。ゆっくりと障子戸が開く。

　咄とつ嗟さに脇わきに隠かくれる。どうやらうまく気づかれなかったらしい。環さんが行ってしまったのを確かめると、

「そこに居るんだろ？　藤倉冬麻」

　時彦さんから、声をかけられる。

　長峰さんに視線を送ると、大だい丈じよう夫ぶだよ、といったふうに頷うなずいている。会話をしても問題ない、ということなんだろう。ふぅ、とひとつ息を吐いて気持ちを落ち着ける。

「時彦さん、菊野さんは──」

「さっきの聞いてただろ。そういうことだ」

　これ以上語るつもりはない。そんな雰囲気がある。在学中は《トップ３》と《パートナー》だった二人だ。菊野さんのことを誰だれよりも悲しんでいるのは、時彦さんなのかもしれない。

「少しは落ち着いたか、藤倉冬麻」

　時彦さんは、障子戸は開けないままで話しかける。その声は優やさしい。こっちを気き遣づかっているのが伝わってくる。

「八千代が出したのか？」

　時彦さんは、まだ長峰さんの存在を知らないらしい。視線を送ると、長峰さんは首を振ふる。知らせるべきじゃない、ということだ。

「……そこは、ノーコメントで」

　そうか、と時彦さんの返答はあっさりしたもので、

「まあ誰だっていい。別に俺は、お前のことを犯人だと思ってる訳じゃないからな」

「……どういう、ことですか？」

「少しおとなしくしていてもらいたかった。そういうことだ。あそこに入れておけば大丈夫だからな」

　時彦さんはそう言ってから、「これは真霜の問題だ。ずっと続いてきた、この家の問題が出てきただけのことだ。お前は悪くない。だから──早くここから出ていくといい。こんなところに、お前は居るべきじゃない」

　その声は悲しげで、何か思いつめているように聞こえる。

　この家の問題。真霜の問題。時彦さんは、何か分かっているんだろうか。

「今日中に分家の連中がやってくる。それまでに、ここから出ていけ」

　ここから出ていくことは可能。そういうことだろう。でも、それなら──

「……八千代ちゃんは？」

　しばらく、何か考えた様子があってから、

「八千代はここに残る。それが──あいつの意思だ」

　その言葉には、どこか、つらそうな雰囲気がある。時彦さんがそれを望んでいない。そんなふうにも聞こえる。

　八千代ちゃんの意思。時彦さんが言うのなら、それは事実なのかもしれない。

　ただ、それでも。

「確かめても、かまいませんか？」

「……やめとけ。つらくなるだけだ。お前も、八千代もな」

　静かな声で時彦さんは続ける。「これはこの家の問題だ。八千代も、それは理解してる。だから、ここに残ると言っている」

　繰くり返される言葉。この家の問題。

　お前は部外者だと、暗に言っているのだろう。ただそれは──この俺を、藤倉冬麻を部外者だと位置付けたい。そんなふうにも聞こえる。真霜の血統。そこに関かかわるべきではないと、そう言っているようにも聞こえる。ここで起こったことを、時彦さんや八千代ちゃんだけで片付けようとしている。そんなふうに思えてしまう。

「おそらくは──八千代に巫女みこをやらせることになる。あいつに能力はないが、俺がフォローできる。それで何も問題はない。それで、今までと何も変わらない」

　真霜の巫女。人の病気や怪け我がを治す力。奇き跡せきの異能。それがあるからこそ、真霜の家は政財界に大きな影えい響きよう力を持っている。だからこそ、誰かが巫女にならなければならない。この家のために。真霜の家のために。

「八千代ちゃんを、犠ぎ牲せいにするってことですか」

　言うべきじゃないのかもしれない。それでも、言葉は無意識に発せられる。

　八千代ちゃんには幸せになって欲しい。それは──雪姫さんの願いでもあった。時彦さんの願いでもあるはずだ。そう信じていた。

　これまでは、雪姫さんが犠牲になっていたんだろう。真霜の家のために。この家を守るために。雪姫さんだって、別の幸せがあったかもしれないのに。

「お前から見れば、そうだろうな」

　時彦さんの回答は冷たい。「本家があって分家がある。分家に連なる家もある。その多くは、本家の権けん威いがあるからこそ成り立っている。そのすべてに家族があって生活がある。歴史があって現実がある。本家が潰つぶれて終わりにはならない。そういうことだ」

「それは──」

　そうなんだろう。理り屈くつは分かる。分かるけど、だからといって──

　踏ふみ出そうとするところを、長峰さんが止める。

　ここまでにしよう、ということなのだろう。長峰さんは小さく首を振って、もう行こう、というふうに踵きびすを返す。

　ここはきっと、長峰さんに従うべきなんだろう。分家の連中が来る。時彦さんはそう言っていた。それまでになんとかしよう、ということなのかもしれない。八千代ちゃんを置いていく、なんて判断は、長峰さんにも無いはずだ。

「すみません時彦さん、もう行きます」

　いろいろ、ありがとうございます。

　見えてはいないけれど、頭を下げる。

　少なくとも、時彦さんは悪い人じゃない。いろいろ責任を感じて、悩なやんでいる。どうすればいいかを、いま必死で考えている。出した結論が、八千代ちゃんを犠牲にするということなんだろう。それは考え方の違ちがいで、立場の違いだ。

「なあ、藤倉冬麻」

　歩き始めたところで、声をかけられる。時彦さんの居る部屋から、ゆっくりと離はなれながらその言葉を聞く。

　決して大きくは無い声。それでも、少し疲つかれたような、何かを諦あきらめたような、そんな声は──確実に耳に届いて、ゆっくりと体の中に入っていく。

「罪を犯おかした人間は、許されないと思うか？」

　いったい時彦さんは──誰のことを。
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　愛しています。愛しています。

　貴方あなたのことを愛しています。




　きっと貴方はこう思うでしょう。

　助けたからだと。あの火事の日に、救い出したからだと。

　だからそんな感情を持つのだと、そうお考えなのでしょう。

　いつもの仏ぶつ頂ちよう面づらで、そんなふうに言うのでしょう。




　でもそれは違います。違うのです。

　それはまったくの誤解です。

　命を助けられたからではありません。

　ずっと前から。きっと、はじめて会ったときから。

　貴方のことを──愛していたのです。




　理由なんてありません。

　もし理由があったとしても、もう覚えてなんかいません。

　それだけ、ずっと、貴方のことだけを愛していたのですから。




　貴方のためになるのなら、こんな命、少しも惜おしくありません。

　貴方のお役に立てるのなら、進んで命を差し出しましょう。

　火に飛び込むウサギの話がありますね。

　その身を捧ささげたウサギの想おもい。私にはそれがよく分かります。

　きっと一ひと目め惚ぼれだったのです。そうに違いありません。私だけには分かります。




　愛しています。愛しています。

　愛しているから死ぬのです。

　これで貴方は、私のことを忘れない。

　朝も昼も夜も、きっと私のことを思い出すでしょう。

　それに勝まさる幸せを、私は知りません。

　愛しています。時とき彦ひこさま。




　　　　[image: §]




　これまでのことを自分なりに整理してみる。

　起きた事件は三つ。それぞれが関連しているのか別個のものなのかはまだよく分からないけれど、そこはひとまず置いといて状じよう況きようを把は握あくすることから始めよう。




　まずは第一の事件。被ひ害がい者しやは真ま霜しも雪ゆき姫ひめさん。

　起こったのは昨日の夜から今日の朝にかけての時間帯で、見つかったのは屋や敷しきの外。

　動機から犯人を考えるのは難しい。もしこの屋敷の人間が犯人だとするのなら、この事件が何故なぜいま起こったのか。犯人は今までもずっと雪姫さんのことを狙ねらっていて、行動に起こしたのがたまたま昨日だった、ということだろうか。容疑をこの俺、藤ふじ倉くら冬とう麻まに押しつける、ということならある意味成功してはいるけれど──目的がそこにあるとも考えにくい。

　不思議なことがあるとすれば、俺の寝ねていた部屋が土や雪で汚よごれていたということだ。まったく気づかなかったということを考えてみれば、昨日の夜、寝る前にカエデちゃんがくれた薬が睡すい眠みん薬やくだった、という長なが峰みねさんの推理もあたっているのかもしれない。だとすれば、怪あやしいのはカエデちゃんに薬を渡わたした可能性の高い、当主の和かず弥やさんか医師の環たまきさん、といったところになる。ただそれでも、犯人がなぜ俺の部屋の中まで入ったのか、というのは分からないままだ。部屋の状況から判断すれば、寝ていた布ふ団とんのすぐ傍そばまで来ている。睡眠薬を飲ませていたとしても、俺が起きてしまうリスクはあったはずだ。

　そして、雪姫さんの事件が起こる前に、何故か当主の和弥さんは、フミノさんとの契けい約やくを解除している。そのことによって犯人が和弥さんだと直接につながる訳ではないけれど──昨日の夜に和弥さんが何らかの行動を起こしたことは事実なんだろう。少なくとも、何らかの行動を起こすつもりはあった、ということだ。




　次は第二の事件。被害者は八や重え垣がき菊きく野のさん。

　起こったのは今朝。自動車で崖がけから転落。車のブレーキが細工されていた、ということを考えてみれば、事故というより何者かの意思によって起こされた事件だと言えるだろう。即そく死しかどうかは不明で、遺体は崖の下から発見。車が炎えん上じようしたせいで、遺体が誰だれのものか判別しづらい状況にあるということではあるけれど、時彦さんが確かく認にんしたということであれば、間ま違ちがいはないのだろう。御み城しろ学園第七期の《トップ３》と《パートナー》。お互たがいがお互いをよく知っていて、別人と間違えることは無さそうに思える。

　あえて疑問を挙げてみれば、時彦さんの手て際ぎわが良すぎる、ということだろうか。死んでしまったのは菊野さんなのに、そんなに淡たん々たんと処理できるものだろうか。事故の状況を把握するのもかなり早いように思える。ただそれは、こうやって起こってしまった事件をつらつらと感傷も無く状況把握している自分にも言えることでもあり、そのことで時彦さんが怪しいなんてことが言えるはずもない。

　さてブレーキを細工した人間は誰なのか。明らかに環さんは当主の和弥さんを疑っていて、時彦さんも否定はしなかった。そして狙われたのは藤倉冬麻だろうとも言っていた。和弥さんのことは環さんも時彦さんもよく知っているはずで、そうであるならまったくの根こん拠きよがない話という訳でも無いのだろう。となれば何らかの理由で、和弥さんは俺のことを排はい除じよしたかったということになる。あまり考えたくはないけれど、これまでの状況を整理するとそういうことになってしまう。例えば真霜の血をひく俺のことが邪じや魔まだったとかそういうことだろうか。

　こうやって第一の事件、第二の事件、二つの事件から考えると、当主である真霜和弥さんが怪しい、ということになるけれど──起こってしまった第三の事件がある。




　第三の事件の被害者は真霜和弥さん。真霜家、現当主。事件の起こった時間は不明ではあるけれど、雪姫さんの事件以降、といったところだろうか。頭を割られている、という部分だけ取り出してみれば雪姫さんの事件と同じ犯人のようにも思えてくる。屋敷の外で殺されて、屋敷の中に運ばれた。土と雪がついたまま屋敷の中に運ばれた、というところも似ているように思える。もちろん、符ふ合ごうするところがあるからといって犯人が同じとは限らない。似ているから同じなんだという大おお雑ざつ把ぱな議論は成り立たない。

　例えば仮に第一の事件と第二の事件の犯人が和弥さんだとして──そのことで和弥さんが殺されたのが第三の事件、という推理は成り立つだろうか。雪姫さんと菊野さんのことを大切に思っている人間が、復ふく讐しゆうのために和弥さんを殺害した。動機としては分かりやすい。そうなると犯人として一番に浮うかんでくるのは──時彦さんだ。真霜時彦さん。

　罪を犯した人間は許されないと思うか？　それはついさっき聞いた言葉だ。どういう意味があるのかは分からないけれど、これまでに起きた三つの事件と何か関係があるのは間違いない。




　機械のようにつらつらと考えてみると少しずつ落ち着いてくる。何かやるべきことがあったほうが感情に心を支配されなくていいのかもしれない。もちろん長峰さんなら、このくらいのことはとっくに考えているだろうけど。

「藤倉くん、もう一度外に出てみようか」

　言いながら、長峰さんが目を細める。入った時と同じ勝手口。やはりまったく迷うことなくたどり着く。

　照りつける太陽は雪に反射している。あたりを覆おおう白い雪。このまま雪が溶とけてしまえばいいと思う。雪のせいでこの事件が起こった訳じゃないことは分かっているけれど──少しでも今の状況が変わって欲しいと思う。もちろん、これは単なる自分のわがままではあるけれど。

「あの、長峰さん」

　視線を向ける。少し背の高い長峰さんを見上げるような格好になる。「このまま逃にげる訳じゃ、ないですよね？」

　もちろん、と長峰さんは頷うなずいて、

「おおむね情報は揃そろったけど、ひとつピースが足りないから。最後の確認かな」

　最後の確認。長峰さんとしては、もう考えがまとまっているらしい。それなら早く教えてくれても──とは思うけれど、こんな雰ふん囲い気きがいつもの長峰さんではある。

「もう、ほとんど分かったってことですか？」

「あくまでも、ひとつめの事件については、だよ」

　雪姫のぶんだけだね、と付け加える。さっきの整理でいえば第一の事件だ。

　長峰さんとしては、全部分かるまでは話さない、ということだろうか。とはいえ、今回は問題が問題だ。聞くべきことは聞いておいたほうがいい。

「歩きながら、聞いてもいいですか？」

「そうだね。情報の共有は早いほうがいい」

　あっさりと長峰さんは答えてくれる。ある意味長峰さんらしくないけれど、単に事件の重大性によるものかもしれない。

「御城学園は、真霜時彦のために建てられた。そんな話は聞いたことがあるかな？」

　私立御城学園。巫み城しろグループが設立した中高一いつ貫かんの進学校。確かに以前、真霜時彦のために建てられた、なんて話は聞いたことがある。もちろん個人のために学校を建てるなんて話は大おお掛がかりすぎて、さすがにそれが本当のことだとは思っていないけれど。

「だとすれば《トップ３》制度も真霜時彦のために作られた、と考えるのが妥だ当とうで──」

「あの！　ちょっと待ってください」

　先に進もうとする長峰さんの言葉をいったん止める。

　長峰さんは、意外だというふうに、

「何かひっかかったかな？」

「御城学園が真霜時彦のために建てられた、っていうのは──」

「ああ、なるほど」

　長峰さんは微笑ほほえんで、「ひとまず、それが正しいと仮定して、ぐらいでいいよ」

　あくまでも推理で仮の話、ということらしい。とはいえ長峰さんが語ると、それが事実であり唯ゆい一いつの解答のようにも思えてくる。

「御城学園《トップ３》制度。精神的に弱い人間、何らかのトラブルを抱かかえている人間を隔かく離りして庇ひ護ごする制度。もちろん外向けには、選ばれた優すぐれた人間が《トップ３》であるということにするんだけど──それはともかくとして」

　少しずつ屋敷の建物から離はなれていくと、並ぶ緑の木々は植木というよりも大木に変わって、まるで山の中を歩いているような感覚になる。ここの敷しき地ちは家というよりも、神社のそれに近いように思える。真霜の巫女みこという言葉から考えれば、もともとこの家は神社のようなものだったのかもしれない。

「真霜時彦ひとりのために学園を作って一風変わった制度も用意する。そこまでやるのはちょっとやり過ぎだよね。異常な愛情と言ってもいい。何故真霜和弥は時彦のためにそこまでやる必要があったのか？」

　答を待っている、という訳ではないのだろう。雪を踏ふむ音と重なる長峰さんの声を、ただ聞きながら歩いていく。どこに行くべきなのかは長峰さんが分かっていて、こっちはただそれについていくだけだ。

「さっきの地ち下か牢ろうにね、血の跡あとがあった。藤倉くんは気付かなかったかもしれないけど、そんなに大昔のものじゃなかった。過去にあそこの地下牢で何かあったんだろうね。そしてそれはおそらく、真霜時彦が関係している」

　閉じ込められた地下牢。血の跡には気付かなかったけれど──確かに壁かべや床ゆかは、そこまで古いものじゃなかった。そもそもコンクリートで固められている時点で、ここ数十年で作られたものだと分かる。鉄の柵さくにしても、まだ充分に機能しているものだった。

「そしてさっきの会話を聞く限り、真霜時彦はおそらくこう思っている。『あの地下牢では真霜の力は発動しない』ってね」

　時彦さんの言葉を思い出す。

　──少しは落ち着いたか、藤倉冬麻。

　──あそこに入れておけば大だい丈じよう夫ぶだからな。

　確かに、長峰さんの言うとおりだ。地下牢に入れたのは、気持ちが落ち着くまで真霜の能力を使わせないため。そういう意図が感じられる。時彦さんとしては、その目的が達成できた以上、地下牢から出ていても特に気にすることはないんだろう。

　長峰さんは、ふぅ、とひとつ息を吐く。その横顔は、少し疲つかれているようにも見える。外の空気は冷たいはずなのに、頰ほおには汗あせがにじんでいる。

「さて本当にそうなのか？　そんなに都合の良い場所があるのか？　あそこにある血の跡は、能力の暴走によるものではないのか？　僕はこう考える。過去に真霜時彦は地下牢に閉じ込められていた。能力がコントロールできる年ねん齢れいになるまで、といったところかな。閉じ込めたのは真霜和弥だ。別に虐ぎやく待たいじゃないよ。そうする必要があった、というだけのことだからね」

　過去に時彦さんが──地下牢に？　理由がよく分からない。たとえ能力のコントロールが難しかったとしても、そこまでする必要があるんだろうか。

　もちろんあくまでも想像だよ。長峰さんは静かに語る。

「ただ、時彦の小さい頃ころに、何らかの理由で能力の暴走があったんだろう。犠ぎ牲せいになったのが誰なのかは分からないけれど──血の跡は、そのときのものだろうね。その影えい響きようなのか、トラウマなのか、真霜時彦はあそこでは能力が使えない。そして真霜時彦が出した結論はこうだ。あの地下牢では、真霜の能力は使えない。個人の経験の一いつ般ぱん化かだね。やっぱり真霜時彦は少し軽率なところがあるのかもしれない」

　体の奥が熱くなってくる。犠牲。血の跡。どうしても、自分の記き憶おくと重なってしまう。目の前で肉が爆はぜる瞬しゆん間かんを思い出してしまう。もちろん長峰さんも、それは分かったうえで話してくれている。知ることを望んだから、それに応こたえてくれている。

　大丈夫。大丈夫。自分に言い聞かせながら歩く。聞いたことを、少しずつ整理しながら歩く。作業に没ぼつ頭とうしていれば、きっと大丈夫だ。与あたえられた情報を整理して何が起こったのか考えていく。感情はどこかに置いておけばいい。

「そうなると、御城学園ができた理由も、そこに《トップ３》制度がある理由も分かってくる。なんてことはない、親としての愛情だよ。自分の息子むすこのことが心配で学園を作り、息子が過度に庇護されることが不自然とは思われない仕し掛かけまで用意した。巫城にとっても渡わたりに船だったんだろうね。真霜との取引材料としては充分だ」

　御城学園《トップ３》制度。確かに不自然な制度ではあるけれど──目的があって作られた、ということであれば理解しやすい。医い療りよう棟とうが傍そばにあることも、もともとは時彦さんのためだったんだろうか。

　──親としての愛情。息子のために。

　長峰さんは、はっきりとそう言った。口に出してもいいことだろうか。一瞬躊ちゆう躇ちよする。唾つばを飲み込む。

　どうして時彦さんは牢屋に入れられていたのか。真霜の男児は生まれない。それはどういうことなのか。そのことは、おそらく自分にも関かかわってくる。言葉にすることで、何か得体の知れないものに触ふれてしまうような予感がある。それでも、聞かなきゃいけない。前に進まないといけない。しっかりと向き合わなきゃいけない。

「そうなると、時彦さんは」

　養子だと聞いていたけれど──

「そうだね。藤倉くんの想像どおり」

　長峰さんは大きくひとつ頷いて、「真霜時彦は、真霜和弥の実の息子なんだろうね」

　時彦さんは養子ではなく──現当主、真霜和弥さんの実の息子。

　いま思い出してみれば、確かに二人の雰囲気はよく似ていた。もちろん、いま長峰さんにそう言われたからそう感じてしまう、ということはあるのかもしれないけれど。

　だとすれば、時彦さんを養子ということにしているのは何故なぜなのか。表向きに、自分の息子だと言えない理由は何なのか。そこにあるのは──

「着いたよ、藤倉くん」

　ひときわ大きな木のふもとに、小さな木製の祠ほこらがある。祠はそれなりの年代物らしく、木がところどころ変色して朽くちている。ただ、お祭りで見るような白い紙垂しではしっかりとくくりつけられていて、誰だれかが定期的に管理していることが分かる。長峰さんの言うとおりであれば、ここに確かく認にんすべき何かがある、ということなのだろう。

　長峰さんは確信に満ちた表情で、あたりをぐるりと眺ながめてから、

「このあたり、雪が荒あれてるね。土もぬかるんでる。誰かが来てたことは間ま違ちがいないかな」

「誰か、って──」

　長峰さんは、それに答えることはなく、左目の眼帯に軽く触れながら、

「藤倉くん。これについては何か聞いてないかな」

　祠を手で指し示す。ここにこれがあるのは予想外だった。そんなふうにも聞こえる。この祠が目的地ではなかった、ということだろうか。

　そういえば、と長峰さんの言葉を思い出す。外界からの刺し激げきに敏びん感かんで、血の匂においがする場所が分かる。それなら、ここは──

「なんでもいいよ。屋や敷しきの外に何かある、くらいのことでも」

　立ち並ぶ木々のためか、あたりは少し薄うす暗ぐらい。いつもの優やさしい声なのに、なぜか緊きん張ちよう感かんが伝わってくる。最後の確認。足りないパズルのピース。何かが分かりそう。そんな雰囲気だ。

　自分の記憶を手た繰ぐる。これはきっと大切なことだ。何かなかったか。小さなことでもいい。ヒントになるようなことが、何か──

「そういえば、庭の奥のほうには行かないようにって」

「それは誰から？」

「カエデちゃんです」

「ああ、さっきのメイドさんだね」

　その言葉に、ひとつ頷うなずいて、

「真霜のご神体が祀まつられている場所がある、って言ってました。そこには、真霜の当主しか近付いちゃいけないって」

「なるほど。それが、これなのかな」

　長峰さんは姿勢を低くして、木製の祠を観察する。

　真霜家のご神体。それがこの中にある、ということなんだろうか。豪ごう華かで大きな屋敷を見てきたせいか、ずいぶん簡素なものに思えてしまう。もちろん自分が知らないだけで、一いつ般ぱん的にご神体というのはこのくらいのものなのかもしれない。

「あ、それから──」

　関係ないかもしれないけれど──思い出したことは言っておこう。「幽ゆう霊れいというかお化けというか、そういうのが出るんだって言ってました」

　ささいなことでも、何かの手がかりになるかもしれない。

「このあたりに？」

「揺ゆれる火の玉が出るんだ、って」

「人ひと魂だまとか鬼おに火びとか、そういうことかな」

「実際見た人も居るってことでした。ただ、見た人は──決まってここを辞やめていくんだ、って」

　お化けを見ると辞めていく。もちろん、そういう話がたいていそうであるように、いろいろおおげさなものになっている可能性は高い。

「辞めさせられる、じゃなくて？」

　そのあたりは──

「すみません。そのへんはちょっと曖あい昧まいで……」

　カエデちゃんはどう言ってただろうか。ここを出て行きたくない。そんなふうに言っていた印象のほうが強い。こんな事件が起こって、カエデちゃんはどうするんだろうか。不意にそんなことを思う。

　長峰さんは言葉を止めて、しばらく何か考えてから、

「真霜の当主はここに──真霜のご神体がある場所に来ることを許されている。ということは、ご神体周辺の管理は当主がすべきことになっているのかもしれないね」

　頷いて応える。神聖な場所だから立ち入りが制限されている。そういうことはありそうに思える。

　長峰さんは続けて、

「それなら、夜中に、ここに居る当主の姿を遠くから見たとすれば、どんなふうに見えるかな？」

　当然、夜中であれば、何らかの灯あかりをつけて移動するだろう。それが火の玉に見えた──ということだろうか。

　ただそれなら、単なる見間違いだと誰かが訂てい正せいすれば終わりのように思える。そこに人が居ただけだった。そう言ってしまえば済む話のような気がする。

　そのことは当然、長峰さんも考えていたことらしく、

「火の玉の正体は真霜の当主だった。本来ならそう言えば済む話だね。ただ、当主の側がそれを否定したとすればどうかな？」

　話の展開が速い。自分の理解がなかなか追いついてくれない。それを察しているのか、長峰さんはゆっくりと言葉を続けてくれる。

「どうして否定するのかといえば──ちょうどそのとき、真霜の当主にとって、他ほかの人間に見られてはまずいことがあった、というのはどうかな？　内容は別に何でもいいけどね。例えば、女性と逢あい引びきをしていた、なんてことは見られたくないことだよね。誰かに話す前に解かい雇こしてしまう、ということもあるかもしれない。口くち封ふうじという意味合いで言えば、他の手段をとった場合もあったかもしれない。もし、見られてはまずいことを、この場所で当主が頻ひん繁ぱんに行うようであれば、噂うわさ話ばなしは加速したほうがいい。こんなふうだね。『真霜のご神体に近づいたものは、どこかへ居なくなる』」

　どこかへ居なくなる。その言葉が奇き妙みように重く感じられる。居なくなる。消される。そんなイメージがつきまとう。女性と逢引き。それはいわゆる不ふ倫りんだとかそういうことだとして──

「でも、そんなことで──」

「さっきのはひとつの例だよ。見られてはまずいことがあった。そういうことだね」

「あの、長峰さん。見られたくないなら、たとえば屋敷の中とか、場所を変えればいいと思うんですけど……」

　女性と逢引き、という言葉に引っ張られているような気もするけれど──それはひとまず置いといて。気が付いたことは言っておく。それが重要なことな気がする。

「ここじゃなきゃダメなんだよ。真霜の当主としてね」

　長峰さんは、ふぅ、とひとつ息を吐いて、「足りないピースは揃そろったよ、藤倉くん。ひとつめの事件、雪姫の事件。それを知るための情報は揃った」

　あたりの静けさが、長峰さんの声を際きわ立だたせる。冷たい空気が、緊張感を増していく。

　一歩、二歩、長峰さんは、ご神体のある祠に近づくと、目を閉じて両手を合わせる。つられるように、こっちも両手を合わせる。

　しばらく、静かな時間が過ぎてから、

「死んでしまえば、みんな神様だからね」

　長峰さんの声に目を開ける。死んでしまえば。それはどういう意味だろうか。

　さて、と長峰さんは祠を見下ろして、

「誰かが言った真霜の罪。それが──ここにある」

　言いながら、長峰さんはその足を横に振ふるう。

　木が砕くだける音。蹴けり倒たおされた古い木製の祠からは、折れた木の破は片へんが散らばる。

「え、あの、長峰さん!?」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　長峰さんは薄うすく微笑ほほえんで、「僕は神様とか信じないから」

　死んでしまえばみんな神様。ついさっきはそう言ったはずだけど──そこはひとまず気にしないことにする。

　きっと中に置かれていたのだろう。壊こわれた祠からは、古びた褐かつ色しよくの壺つぼが顔を出している。

　これが真霜家のご神体──なんだろうか。

　倒れた衝しよう撃げきのせいか、壺の口からは、中のものが少し零こぼれ落ちている。それは小さな、白い木片のようなもので──

「……動物の骨、ですか？」

　姿勢を低くする。

　壺の中いっぱいにあるのは、さまざまなかたちの白いもの。年月が経たっているのか、粉のようになっているものもある。小さな動物の骨。そんなふうに思える。

　どうしてそんなものが、ここにあるのか。たとえば、キツネが神様、なんて話は聞いたことがある。象しよう徴ちよう的てきな意味合いで、動物の骨を入れている、ということなのかもしれない。

　動物の骨じゃないよ。長峰さんはそう言ってから、

「それはね、おそらく人間の──産まれたばかりの子どもの骨だよ」

　産まれたばかりの子ども。

　ぞくり、と背中のあたりが冷たくなる。

　死んでしまった、ということだろう。骨があるというのはそういうことだ。これまでの、長峰さんとの会話。真霜の罪。当主がやるべきこと。見られてはいけない行動。そんな情報が重なり合っていく。

　思い出すのはひとつの疑問だ。17年前、どうして母さんは、俺を連れて真霜の家を出たのか。何不自由のない真霜の家から離はなれて、息子むすこと二人で暮らすことを決めたのか。

　壊れた祠ほこら。真霜のご神体。真霜の罪。子どもの骨。

　胸のあたりが痛い。ゆっくりと息を吐いて、気持ちを落ち着ける。トンネルの中に入ったような耳鳴りが、体の感覚を曖昧にする。遠くなりそうな意識を繫つなぎ止める。

　まだだ。まだ。

　自分の弱さが嫌いやになる。自分の感情だけで、歩みを止める訳にはいかない。長峰さんがいる。助けてくれる。それなら──まだ、前に進める。

　雪姫さんの事件。ひとつめの事件。その全容。

　あの夜に、いったい何があったのか。

「藤倉くん、聞きたくないところがあれば、耳を塞ふさいでもいいからね」

　そんなふうに、長峰さんは静かに語り始める。







　真霜の直系には男児が産まれない。要するに、『真霜の巫女みこ』からは男が産まれないということだね。まずはここから考える必要がある。

　真霜の直系には男児が産まれない、ということが揺るぎない事実であるなら、明らかな例外がある。そう、藤倉くんのことだね。真霜冬ふゆ姫ひめから産まれた息子は、確かにここに存在する。この例外は何によって生じたものなのか？

　真霜冬姫は17年前、真霜の家を飛び出している。ちょうど藤倉くんが産まれてすぐのことだね。つまり例外は、真霜の家に居ない、ということで生じている。逆に言えば、真霜の直系に男児が産まれないのは、母親が真霜の家に居るから。論理的にはそういうことになるね。

　さて、真霜冬姫は、なぜ真霜の家から出て行く必要があったのか？

　ここまで来ると分かりやすいかな。それはね、藤倉くんを守るためだ。母親としての愛情だね。自分の愛する息子を守るためには、真霜の家から出て行く必要があった。

　なぜなら、真霜の男児は──産まれてきてはならないからだ。殺さなければならないからだ。

　嬰えい児じ殺しの歴史。それが真霜の罪なんだろう。代々真霜の当主がその役割を担になってきた、ということなんだろうね。男児が産まれた場合、それを殺さなければならない。そしてその骨は、ここに入れなければならない。そう考えてみれば、死んでしまった子どもこそが、真霜のご神体と言えるのかもしれないね。

　なぜ殺さなければならないのか？　それは、真霜の家として、危険な存在だから、ということだろうね。歴史的には、家を守るために当然のことだ、と考えられていたのかもしれない。間引きや姥うば捨すての記録はそれほど珍めずらしいものじゃないよ。はるか遠い昔のことでもない。もちろん、今の価値観だと受け入れがたいことではあるけどね。

　真霜の男児は、その能力が強すぎる。強すぎるが故ゆえに家自体を滅ほろぼす可能性がある。治ち癒ゆ能力が暴走して、家族を殺してしまう可能性がある。子どもが家のために犠ぎ牲せいになるのは当然のことだ。だから、家のためには殺さなければならない。男児は産まれてこない。もともと居ないものとしなければならない。

　そうなると、真霜時彦が養子とされている理由も分かってくるね。真霜和弥は、どうしても自分の息子を殺したくはなかった。ただ、当主である自分が、真霜の歴史を変える訳にはいかなかった。ならば男児が産まれたことは隠かくしておく必要がある。そうして真霜時彦は、産まれてすぐに地ち下か牢ろうに入れられ、ある程度成長してから養子とされた。さっきも言ったとおり、そこにあるのは親としての愛情だね。養子としなければ、真霜和弥は自分の息子を守ることができなかった。

　ただ、このことからは、真霜和弥は──真霜の歴史、当主としての役割には従順だったとも考えられるね。かつての当主がそうであったように、真霜の宿命からは逃のがれることができなかった。この宿命は、呪のろいと呼んでもいいのかもしれないね。

　だからこそ、第一の事件が起こった。

　真霜の男児は殺さなければならない。その呪いのような歴史に、真霜和弥はどこまでも従順だった。宿命に対して忠実だった。

　──真霜冬姫の息子、藤倉冬麻は自分が殺さなければならない。

　きっとそう考えたんだろう。おそらく17年前も、真霜和弥がそうするはずだったんだろうね。藤倉くんの母親が逃にげたことで、17年前には起こらなかった惨さん劇げき。それがもう一度起こった、とも言えるのかもしれない。

　藤倉くんが睡すい眠みん薬やくを飲ませられた理由も、もう分かってくるね。眠ねむらせなければ、当主としての役割を果たすことは難しい。単純にそういうことだね。睡眠薬を飲まない場合もあっただろうから、何か別の手段も用意してたんだろう。たとえば注射器を使うとかね。もし心当たりがあったのであれば、それがきっと正解だ。

　さて、ただ単に殺してしまうだけなら、寝ねている部屋ですぐに、というほうが簡単だったんだろうけど──真霜和弥はそうしなかった。そうすることはできなかった。何故なぜなら、これまでも言ってきたとおり、真霜和弥は真霜の歴史に従順だからだ。それを違たがえることは彼にはできなかった。今までの当主がやってきたのと同じ場所で、そして今までの当主がやってきたのと同じやり方で、真霜の男児を殺さなければならなかった。

　昨日の深夜、真霜和弥は、ここまで藤倉くんを運んできた。真霜のご神体のある場所で殺さなければならない。それが真霜の当主の使命だからだ。御み厨くりやフミノとの契けい約やくを解除した理由も、もう分かるよね。真霜和弥は、こうした一連の行動を知られたくなかった。たとえその相手が、血と暴力に慣れている御厨であったとしても。このあたりは感情の問題だね。

　凶きよう器きは単純に石なんだろう。歴史が古いことを考えれば、特別な道具があるとは考えにくいからね。もっと言えば、このあたりには血の匂においが残ってる。きっとまだ、どこかに犯行に使った凶器が残ってるんだろうね。

　経けい緯いが少し長くなったね。結論まではあと少しだ。経緯だけがやけに大きい事件だけど、結論は本当に単純なものだよ。

　ここで藤倉冬麻を殺してしまう。そう真霜和弥は考えていた。

　ところが、石を振り上げた瞬しゆん間かん──邪じや魔まが入った。それがきっと雪姫だったんだろう。たとえば雪姫が声を出せていたら、あるいは真霜和弥に周りを警けい戒かいする余よ裕ゆうがあったら──別の結果になったのかもしれない。ただ不運なことに、雪姫は声を出すことができない。真霜和弥は、罪悪感から逃れるため、目を閉じたまま凶器を振り上げ、周りを見る余裕なんて無かった。そして凶器は、不運なことに、雪姫の頭上に落とされた。

　これがきっと、第一の事件のすべてだね。







　空気が冷たく、重い。

　事故──ではあるのだろう。雪姫さんにとっては、不運な事故でしかない。

　本当なら、死んでしまうのは、自分のはずだった。自分がここに来なければ、こんなことは起こらなかった。その現実が、胸を締しめ付ける。自分のせいで、こんなことが。そのことばかりを考えてしまう。吐はく息は獣けもののそれのように荒あらく、心音と合わさって思考を曖あい昧まいにする。これからどうすればいいのか。何をすべきなのか。自分の中からは、何も答が出てこない。自分が死ねばよかったのに。どうして雪姫さんが。あんなに優やさしい人が。八や千ち代よちゃんの大切なお姉さんが。罪にまみれた自分のせいで。死んでも構わない人間のせいで。望まれていない、必要とされていない人間のせいで。自分がこうして生きてきたせいで──こんなことが。痛い。苦しい。気持ちが悪い。どうしてこんな想おもいを。どうして。こんな。

　長峰さんの言葉は続いている。

「藤倉くんが寝ていた部屋に、雪や土があったのは、そんなに複雑なことじゃないよ。窓が開いてたことも、同じ理由だね。不思議だけれど単純なことだ。犯人がそこに入ったんじゃないんだ」

　窓が開いていたこと。

　部屋が土や雪で汚よごれていたこと。

　浴衣ゆかたに、べったりと血がついていたこと。

　その、すべての理由は──

「雪姫が最後の力を振ふり絞しぼって、藤倉くんを部屋まで運んだんだ。自分の怪け我がのことよりも、藤倉くんのことを優先したんだ。降っていた雪のことを考えれば、そのまま眠らせるのは命にかかわる。そう考えたんだろうね。睡眠薬のことがあるならなおさらだ」

　それなら──あのとき見た夢は。

　夜の中を舞まう雪は。優しい誰だれかのぬくもりは。

　それはきっと、夢ではなくて──

「雪姫はね、自分の大切な弟を──藤倉くんを守ったんだ。雪姫らしいと思うよ。そんな雪姫だから、御城学園に居たころはみんなから慕したわれてたよ。特に中等部の女子で雪姫にべったりな子が何人かいてね。八千代が嫉しつ妬としてたことも多かったかな。もちろん僕にとっても、大切な友人だったよ。大切で、誇ほこれる友人だった。もちろん、今もそう思ってる」

　足に力が入らない。倒たおれそうなところをなんとかこらえる。きっと口を開けば、後こう悔かいと罪悪感があふれて、泣きわめいてしまうだろう。雪姫さん。姉さん。姉さんは俺のことを、最後まで、守ってくれた。それなのに。それなのに──

「藤倉くん！」

　切せつ迫ぱくした声。せわしない足音。突つき飛ばされる。ぬかるんだ土の感かん触しよく。突き飛ばしたのは──長峰さんで間ま違ちがいない。活かつを入れる。そういう意味かもしれない。すぐに倒れてしまった。それだけぼんやりしていたということだろう。

　頰ほおに触ふれる土は冷たい。自分は確かにここにいる。そのことを実感する。起こってしまった現実は変わらない。過去を変えることなんてできない。それでも──前を向いて立たなきゃいけない。

　見上げる。木こ漏もれ日びに何かが反射している。

　一瞬、頭の中が真っ白になる。

　目の前の光景に、思考がついていかない。見えていても、脳が理解を拒こばんでしまう。

　長峰さんの脇わき腹ばらのあたりに。銀色に光る何かと、赤い──
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　長峰亮りよう平へいは思う。

　タイミングが悪かった。それが全すべてだ。

　自分の体調が万全であれば、ナイフをかわすことは造作もないことだ。

　そもそも、いつもなら、もっと早い段階で気づいていただろう。

　相手に、足音を隠すほどの能力があったとも思えない。

　だから結局のところ──タイミングが悪かった、ということに尽つきる。

　何のことは無い。体の限界が思ったより早くきた。そういうことだ。

　歩くだけで激痛が走るような状じよう況きようでは、できることは限られる。

　藤倉くんから対象を逸そらす。できたのは、そこまでだった。

　御厨フミノの言うとおりだ。動けない案山子かかしは役に立たない。

　どちらにせよ、ここが限界だったんだろう。

　これ以上、できることはない。

　泉いずみは泣くだろうか。みどりは怒おこるだろうか。

　阿あ久く沢ざわは──笑ってくれるだろうか。

「……ねえ、きみはどう思う？」

　声は出ているだろうか。自分では、よく分からない。

　刺ささったナイフは自業自得。そんなふうに、笑えみを作る。

　脇腹の痛みはよく分からない。痛覚はとっくに、全身を暴れまわっている。

　目の前に居る女性。カエデ、という名前のメイド。その表情は怯おびえている。

　どうしてこんなことに。そんなふうに、両りよう肩かたを震ふるわせている。今にも泣きだしそうな表情で、やってしまったことを、後悔している。

　この人もきっと、被ひ害がい者しやなんだろう。

　おそらく、見た目ほど年ねん齢れいは若くない。

　何らかの精神的な負荷が、この人を子どものままにとどめている。

　それもきっと、真霜の呪いだ。

「……このくらいじゃあ死なないよ。大だい丈じよう夫ぶ、きみのせいじゃない」

　きっとこの人は、やり場のない哀かなしさを、藤倉くんにぶつけようとしたんだろう。

　──藤倉冬麻が来たせいで、こんなことが起こった。

　──藤倉冬麻が来たせいで、当主が死んでしまった。

　──藤倉冬麻が来たせいで。

　誰かのせいにしたほうが、確かに気持ちは楽になる。

　例えば僕が、自分の不幸を、ずっと──両親と妹のせいにしていたように。

　それが悪いことだなんて、言えるはずもない。

　そんな弱さを、否定できるはずもない。

「人は弱いよ。みんなそうだ。だからね──」

　きみは何も悪くない。

　自分を責めなくていいよ。

　ただ、タイミングが悪かっただけだ。

　生きていればいいことがある、なんてことは言わないよ。

　でも、死ぬのは怖こわいよね。

　痛くて、苦しくて、きっと怖い。

　それなら、とりあえず生きておけばいい。

　なんとなくでいいんだよ。みんな、そんなものだから。

　みんな、臆おく病びようで、滑こつ稽けいで、毎日を後悔しながら生きてる。

　そんなものだよ。そんなものだ。

　つらいことや哀しいことから、目を逸らしても構わないんだ。

　どうしようもなければ逃にげればいいんだ。

　だからね、とりあえず。

　生きてみるのも、悪くないと──僕は思うよ。
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「長峰さん！」

　ぐらり、と倒れそうな体を支える。その表情は青白い。髪かみは汗あせでびっしょりと濡ぬれている。脇腹にはナイフが刺さったままで、そこからじわりと赤い血が広がっていく。

　長峰さんが刺された。すぐ目の前で。自分を助けるために。

　何をやってるんだ。馬ば鹿かだ。最低だ。ただ嘆なげいているばかりでこんなことになった。最低だ。最低だ。

「……あぁ、藤倉くん」

　長峰さんが薄うすく目を開ける。その声には力がない。

「大丈夫ですから！　すぐに、すぐに助けますから！」

　どうすればいい？　何をすればいい？　悩なやんでいる暇ひまはない。後悔している時間はない。どうすればいい？　何ができる？　自分の頭をフルスピードで回転させる。こんなときに動かない頭に意味はない。動けない体は必要ない。早く。早く。何ができる？　何をすべきだ？　まずは傷をなんとかして、それから病院だ。そうすれば助かる。大丈夫。長峰さんは助かる。屋や敷しきに戻もどれば環さんがいるはずだ。まずはとにかく傷の手当てだ。

　長峰さんはかすれた声で、

「……さっきの子は？」

　さっきの子。カエデちゃんのことだ。突とつ然ぜん現れた小さなメイドさん。長峰さんをナイフで刺した張本人。屋敷のほうへ走っていったけど──

　振り払はらう。考えない。今は長峰さんのことだ。優先すべきなのは長峰さんの体だ。今考えるべきなのは長峰さんを助けることだ。

　長峰さんの体を背負う。走ろう。急ごう。傷にひびくかもしれないけど、今は時間が優先だ。

　走り出す。急ぐ。ぬかるみを、泥どろを跳はねあげて走る。雪を蹴けり上げる。ひたすらに走る。舌を嚙かまないように、強くかみしめながら走る。まっすぐに前を見み据すえる。木々の間を走り抜ぬける。木漏れ日が視界を通り過ぎる。失う恐きよう怖ふを振り払う。焦しよう燥そう感かんが背中を押す。早く。早く。できるだけ早く！

　馬鹿だ。最低だ。何も分かってなかった。何も考えてなかった。決意も覚かく悟ごも何もなかった。したつもりになってただけだ。勘かん違ちがいしていた。こうなればいいのになんて甘い希望を並べたところでそんなのまったく意味がない。誰かを守るために誰かを傷つけることもある。それが覚悟だ。誰かを救うために誰かを救えないこともある。それが決意だ。自分に何ができるのか。それを考えて、選せん択たくし、できないことは切り捨てる。みんなが助かるハッピーエンドは夢の中しかあり得ない。

「……ねぇ、藤倉くん？」

　背中で長峰さんの声。この人に頼たよりすぎていた。甘えすぎていた。優やさしいこの人が居ることを、当たり前みたいに思っていた。いつでも助けてくれると、居なくなることなんてないと、そんなふうに思っていた。馬鹿だ。馬鹿だ。最低だ。馬鹿な自分に腹が立つ。胸が痛くてたまらない。それでも走る。止まらない。

「大丈夫ですよ。大丈夫です。だから、今は喋しやべらないでください」

　お願いですから、長峰さん。少しでも、体力を。

「さっきの子、追いかけられないかな？　ちょっと、危ないかも──」

「今は長峰さんを優先します！」

　きっぱりと言い切る。長峰さんの言葉を制する。

　おそらく長峰さんは、カエデちゃんのことを心配しているんだろう。カエデちゃんは罪の意識で、自分のことを傷つけてしまうかもしれない。そのために逃げたのかもしれない。最悪の場合もあるのかもしれない。それは分かる。分かってる。それでも今は選べない。カエデちゃんのことは助けられない。

　覚悟はあるか。決意はどうだ。長峰亮平が傷ついても事件のことを知りたいのか。フミノさんの言うとおりだった。何を優先するのか。優先するもののために誰だれかを切り捨てられるのか。誰かを踏ふみつけても前に進もうと思えるのか。

　自分の甘さが嫌いやになる。八千代ちゃんを連れて、長峰さんと逃げる。はじめからそうすればよかったのに。そうすべきだったのに。それだけでよかったのに。それだけを考えて動くべきだったのに。

　後悔しても仕方がない。今いま更さらそんなの意味がない。今は自分ができることを。自分ができることを、できる限りの早さで。

　目指す屋敷が近付いてくる。もうすぐだ。もうすぐ。

　時間の感覚に自信は無いけれど──早く辿たどり着けたはずだ。大丈夫。大丈夫。不安をかき消すように。自分に言い聞かせるように。運命に懇こん願がんするように。

　出入り口のすぐ傍そばにフミノさんが居る。目立つ洋風メイドの姿。大きなキャリーバッグを引いている。契けい約やくを解除された以上、もうここからは出て行くということなんだろう。もう関係の無い人。そう考えることもできる。

　ただ、ここから居なくなるということは──何らかの移動手段を確保しているとも考えられる。それなら！

「フミノさん！」

　声を上げる。駆かけ寄る。すぐ目の前で立ち止まる。

「あらあら、スピード違い反はんですわ」

　フミノさんは楽しげに、「化け物じみたスピード、見み世せ物ものとしては素す晴ばらしいですわ」

　お別れのご挨あい拶さつなら手短に、と微笑ほほえみながら続ける。のんびり会話をする暇はない。

「長峰さんを、病院につれていってください！」

　目的は長峰さんを助けること。そのために自分の行動を選択する。

　たとえ屋敷に入ったところで、医師である環さんをすぐに見つけられる保証はない。もし病院での対応が必要になった場合、そこまでの移動手段もまだ不ふ透とう明めいだ。それなら確実にここに居るフミノさんを手段として使ったほうがいい。

　長峰さんはこう言っていた。御厨フミノはちゃんと仕事はやってくれるが、そのぶん法外なお金を要求する。それは逆に言えば、お金さえ払えばなんとかしてくれるということだ。お金さえあれば相手を問わず助けてくれるということだ。

　あらあら、とフミノさんは、長峰さんの顔を覗のぞき込んで、

「なるほど、死にそうですわ」

　だから早く──と言いたくなるのをこらえる。あくまでもこっちはお願いする立場だ。断られたら元も子も無い。

　長峰さんの顔色は悪い。フミノさんの言葉も聞こえていないように見える。喋るだけの体力も、もうないのかもしれない。

　フミノさんは、まっすぐにこっちを見み詰つめて、

「長峰亮平を病院に。それは正式な依い頼らいと捉とらえても？」

「もちろん、そのつもりです」

「対価は当然いただきますが、それでも──」

「構いません」

「それがどんな内容でも、ですか？」

　すぐに頷うなずいて応こたえる。

　当然だ。迷うことなんてない。それがどれだけの金額で何年かかっても何十年になってもそれが一生になってもそんなことは関係ない。長峰さんを助けられるなら構わない。

　フミノさんは、にっこりと微笑んで、

「依頼者には誠実に。それがわたくしのモットーですわ。それではご契約の前に、確かく認にんいただきたいことがふたつ」

　言いながら、右手の指を二本立てる。

「わたくし、先約があります。内容は申し上げられませんが、わたくしの能力ならば同時にこなすことに何ら問題のないものですわ。ただもちろん、わたくしのことをどこまで信しん頼らいできるのか、ということもあるでしょうから、そこをどう考えるかがひとつ。そしてもうひとつ。わたくしの経験から申し上げれば、移動中に榊さかきみどりに連れん絡らくし、長峰亮平に合わせた受け入れ態勢を整えさせることがおそらく最善で最速。ただしそれでも命の保証はいたしかねます。こちらの能力の問題ではありませんわ。そもそも長峰亮平は、こうした怪け我がに耐たえられる体ではありませんから。このことを許容できるかどうか。この二点、いかがです？」

　要するに、長峰さんを助けられない可能性もある、ということだ。うまくいかないこともあるということだ。最悪の未来もあり得るということだ。それが現実だ。自分が招いた現実だ。

「お願いします、フミノさん」

　今そこにある事実は嘆いてみても変わらない。目を逸そらしたところで意味はない。判断して、前に進む。ここは自分で動くよりも対価を払ってフミノさんに任せるのがいい。迷っている時間はない。長峰さんを助けるために何ができるのか。考えた結果に、自分で責任を持つ。それが今やるべきことだ。

「契約成立、ですわ。ご用命いただき感謝いたしますわ」

　言ってから、フミノさんは両手を差し出して、「それでは、長峰亮平をこちらに」

　一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよする自分に気付く。本能的に離はなれがたく思っているのだろう。自分の弱さはどうにもならない。それも認めて前に進む。

　長峰さんを背中から下ろす。その右手を握にぎる。

　大だい丈じよう夫ぶです。きっと、大丈夫ですから。

　祈いのりや願いで結果が変わることは無い。結局のところ自分の気持ちを落ち着けるだけのものでしかない。それが分かっていても、何かに縋すがるように祈る。お願いします。お願いします。長峰さんを助けてください。たとえ自分がどうなっても、長峰さんだけは。

　フミノさんは、軽々と長峰さんを抱だき上げる。その力強さに安心する。手慣れた雰ふん囲い気きなのは、こうしたことがよくあるということだろうか。服が血で汚よごれることも、気にする様子は無い。

「こちらで止血はしておきますわ。ご安心くださいませ。サービスの範はん囲い内ですわ。割れ物の梱こん包ぽうのようなものですわ」

　フミノさんは、長峰さんの脇わき腹ばらあたりを示して、「ナイフはどうします？」

　保存しておくべきなのか、ということだろう。おそらくは証しよう拠ことしてということだ。誰が長峰亮平を刺さしたのか。それが分かるものとして。それが有ることで、警察が動きやすいとか裁判がどうとかそういうことはあるのかもしれない。ただ、それでも──

「処分、しておいてください」

　はっきりと応える。誰がやったのか。それはもう分かりきっている。だからもう、必要のないものだ。長峰さんも、きっと同じ考えだ。罪とか罰ばつとか犯人とか、そんなことは、もう関係のないことでどうでもいい。そんなものは、もういらない。

　了りよう解かいですわ、とフミノさんは微笑んで、長峰さんの体を左ひだり肩かたに乗せる。荷物のような扱あつかいが気にはなるけれど、重要なのは長峰さんが助かるかどうかだ。向こうはプロだ。言ったところで対応が変わるようにも思えない。

　それから、フミノさんが何かの合図のように右手を挙げると──突然、ヘリコプターのプロペラ音が空気を揺ゆらす。木々に住む鳥が一いつ斉せいに飛び立ち、それに合わせて葉が舞まい落ちる。

　フミノさんは目を細めて、

「あとは乗るだけ、という段階だったのですわ。ベストタイミングでした。時間を考えれば、わたくしへの依頼が最善だった、ということになるでしょう。生死を分かつものは、往々にしてわずかな時間。後こう悔かいなどはその名の通り後ですればいいものです。踏み出す覚かく悟ごに敬意を表しますわ」

　まるで映画のワンシーンのように。プロペラ音が近くなり、鮮あざやかな青色の機体が頭上に現れる。

　その大きな音を考こう慮りよしてのことだろう。フミノさんは、よく張った大きな声で、

「ご安心ください。決して長峰亮平を落とすようなことはありませんから」

　ヘリコプターから下げられた縄なわ梯子ばしごに、フミノさんは右手をかける。左手で長峰さんを支えて、大きなキャリーバッグは、自分の片足にひっかけている。まさかこのまま──とは思うけれど、ヘリコプターはそのまま浮ふ上じようし、フミノさんの体が地面から離れる。重量のせいか、縄梯子はふらふらと揺れている。

　明らかに不安定には思える。それでも、最後までは見送らない。ちらりと長峰さんを見る。またＳ棟とうで。ぜったいに。自分の中にある名残なごり惜おしさを振ふり払はらう。

　フミノさんはプロだ。任せると決めた。それならその仕事を見届けることに意味は無い。ひとりになる不安はある。それでも──自分にできることがある限り、前に進むことをやめたりしない。

「請せい求きゆう書しよはのちほどお送りいたしますわー！」

　その声を背中で聞きながら、屋や敷しきの中へと走り出す。

　足あし跡あとは残っている。手がかりはある。進むべき場所はこれで分かる。きっと屋敷のどこかに居る──カエデちゃんを探し出す。そのために走る。少しでも早く辿り着けるように。早く。できるだけ早く。

　外から中へ。頰ほおに触ふれる空気が急にあたたかくなる。外と比べれば走りにくい。それでもスピードは緩ゆるめない。足音を気にする余よ裕ゆうはない。ただひたすらに走り続ける。

　所しよ詮せんは偽ぎ善ぜんなのかもしれない。長峰さんを優先した。カエデちゃんを見捨てた。それが現実だ。そこから目を背そむけるつもりはない。長峰さんを助けるために、カエデちゃんを後回しにした。そうすることしかできなかった。選んで決めて切り捨てた。その事実が消えることはない。

　今更助けたいなんて偽善でしかない。今更何を言ったところで都合のいい言い訳でしかない。誰も傷付けないなんて不可能な夢物語だ。それは分かってる。もう分かってることだ。それでも走る。走り続ける。足跡は続いている。可能性は残っている。可能性があるなら、足を止める訳にはいかない。少しでも可能性があるなら前へ、前へ。

　足跡はひとつの部屋へと向かっている。その場所に飛び込む。この屋敷の厨ちゆう房ぼうなのだろう。食器や鍋なべが並んでいる。そしてその奥に。部屋の隅すみに、小さくなって。カエデちゃんはそこにいる。その手には包丁が握られている。包丁を両手で握って、ぼんやりとひとりで座り込んでいる。その存在に生気はない。どうすればいいか分からない。何も考えられない。何も考えたくない。そんな雰囲気に思える。

　カエデちゃんが気付く。こっちを向く。怯おびえた表情になる。カエデちゃんの両手が動く。目を閉じる。包丁はカエデちゃんの喉のど元もとに向けられる。ほんの数センチで皮ひ膚ふを破り、肉を刺す距きよ離り。

　床ゆかを蹴ける。速度を上げる。届け。間に合え。大丈夫。まだ。助けられる。助けられる。絶対に間に合う。絶対に死なせたりなんかしない！

　間かん一いつ髪ぱつでカエデちゃんの両手を押さえる。包丁はカエデちゃんの体に届く寸前で止まっている。辿たどり着いた。間に合った。

「いやあぁ!!」

　カエデちゃんが声を上げる。暴れるカエデちゃんの手にした包丁は、勢いのまま俺の左肩を傷つける。赤い血が飛ぶ。包丁が血で汚れる。そのことでひるんだのか、カエデちゃんの動きが一瞬止まる。今しかない！　このチャンスを逃のがす訳にはいかない！

　包丁の刃はを強引に右手で摑つかんで、そのまま投げ捨てる。カラン、と乾かわいた音を残して、包丁はどこかへ転がっていく。

「あ……ああっ……」

　大切な宝物を奪うばわれた子どものように、カエデちゃんの視線は包丁を追っている。こっちの手を振りほどいて逃にげようとする。カエデちゃんはもう一度、自分を傷つける凶きよう器きに縋ろうとしている。

　死んでしまえば救われる。もう苦しみたくない。消えてしまいたい。そんな想おもいを否定することができるだろうか。自分もそうだった。ずっと頭の片かた隅すみにはその考えがあった。心の中にある罪の意識は今だって消えることなく残っている。10年前の血の色は、いまでも鮮やかなままに体を強く締しめ付ける。ただ、それでも──

「死ぬなよ！　ばか！」

　感情のままに声を上げる。どうしてか、胸のあたりが痛くなる。涙なみだが出そうになる。死ぬな、なんて偉えらそうに言う資格なんてない。カエデちゃんのことは優先しなかった。自分はそういう人間だ。こうして間に合ったのはただの偶ぐう然ぜんでしかない。

　カエデちゃんはこっちを向かない。顔は横に向けて、すべてのものを拒こばむように目を閉じている。見れば、その服は泥どろで汚れている。感情のままにここまで来たのだろう。走って。急いで。やってしまったことを後悔して。どうすればいいか分からなくて。どうしようもなくて。

「俺は、カエデちゃんにっ……」

　感情だけが言葉を紡つむぐ。「死んで、ほしく、ないよ……」

　他ほかにも選べる言葉はあるのかもしれない。カエデちゃんをうまく助けるための、綺き麗れいに取り繕つくろった優やさしい噓うそがあるのかもしれない。それでも──言えることはこれだけだった。正直な想いはこれだけだった。

　おそらくカエデちゃんは俺を刺すつもりだったんだろう。殺すつもりだったんだろう。それは分かってる。結果として刺されたのは長峰さんだった。そのせいで長峰さんは助からないかもしれない。死んでしまうかもしれない。そのことも分かってる。分かったうえで、それでもカエデちゃんを助けたかった。救いたかった。死なせたくなかった。理由なんてよく分からない。すぐ傍そばで死んで欲しくないという単なるエゴで、実のところはカエデちゃんのことなんて何も考えていないのかもしれない。自分のわがままで助けただけで、優しさなんてどこにもないのかもしれない。

「ああ、あ、あ」

　カエデちゃんの口から声が漏もれる。

　もう感情がこぼれる寸前だったんだろう。それがきっかけのように、

「あああああああああ!!　うわあああああ、あっ、あああああああああああああああああああああああああああああっ、あああああ!!」

　堰せきを切ったように、慟どう哭こくが静かな厨房に響ひびき渡わたる。

　カエデちゃんのためにできることは──おそらくもう、何も無い。

　雪姫さんも和弥さんも、俺のせいで死んだようなものだ。俺がカエデちゃんの大切な場所を奪った。俺が来たせいで、カエデちゃんは大切なものを失った。本当は、触れられるのも嫌いやなのかもしれない。それでも両手は離さない。ただ傍に居て、何か声をかけるでもなく、決して近づくこともなく、ただカエデちゃんの泣き声を聞いている。

　大切な人を失った哀かなしみは泣いても声を上げても消えることなく残っていく。カエデちゃんは俺のことを恨うらみ続けるかもしれないし、俺だって長峰さんが死ぬようなことがあればカエデちゃんのことを恨んでしまうのかもしれない。それでも生きている限りはそんな自分もカエデちゃんのことも受け入れて、哀しさを抱かかえながら前を向いて進んでいくしかないんだろう。生きている限りは、きっと。







　しばらくして、カエデちゃんが静かになる。眠ねむってしまったのだろう。体の力が抜ぬけている。体の中の声という声を出し尽つくした。そんなふうにも思える。

「落ち着いたかい？」

　しん、となった厨房に静かな声が響く。この声は──環さんだ。ここ真霜家の医師、牧まき村むら環さん。

　環さんはゆっくりと近づいてきて、カエデちゃんの様子を覗のぞき込む。

「疲つかれたんだねえ……」

　カエデちゃんを見る環さんの表情は優しい。ただその横顔にも、疲ひ労ろうがにじんで見える。白衣もどこかくたびれて見える。それはそうだろう。立て続けに起こった事件。当然に確かく認にんするのは、医師である環さんだ。

「いつから、居たんですか？」

　言いながら、自然にカエデちゃんのことを環さんに任せる。環さんもそうするのが当然、といったふうにカエデちゃんを抱だき寄せて、優しく背中を撫なでる。環さんとカエデちゃん、二人の関係性がよく分かる。

「カエデの声が聞こえたからね。その前に、バタバタと足音も聞こえてたけど──さすがにその時は動けないよ」

　環さんは苦笑いで、「自分が殺されるかもしれないしさ」

　自分が殺されるかもしれない。それは、ここで立て続けに起こった殺人のことを言っているのだろう。

　雪姫さんが被ひ害がい者しやの第一の事件。

　菊野さんが被害者の第二の事件。

　和弥さんが被害者の第三の事件。

　結論が長峰さんの推理のとおりなら、第一の事件の犯人は真霜和弥さんだ。第二の事件については、車のブレーキを細工したのは誰だれなのか、ということに尽きる。この犯人も、動機から考えれば真霜和弥さんである可能性が高い。

　となれば、あと残っているのは第三の事件だけだ。真霜和弥さんを殺したのは誰なのか。屋敷の中に居る誰かが犯人──ということがあるだろうか。

「あの、環さん、俺は──」

「犯人じゃないんだろう？」

　言い終わる前に、環さんが応こたえる。「まあそうなんだろうね。状じよう況きようからすれば、そりゃあいちばん怪あやしいんだろうけどさ」

「信じて、くれるんですか？」

「カエデを助けてくれたからね。それだけでも、信じる価値はあるさ」

　少なくとも、環さんはカエデちゃんのことを大切に思っている。それなら──カエデちゃんのことは、このまま任せても大だい丈じよう夫ぶだろう。

　立ち上がる。小さなカエデちゃんは、まるで環さんの子どものようにも見える。カエデちゃんは目を覚まして、何を思うだろうか。救われた命を、どう思うだろうか。生きること。前を向くこと。それを強制することはできない。大切な人を失った哀しみが消えることなんてない。それでも──生きて欲しいと思う。自分のわがままだ、なんてことは分かっているけど、それでも。

「カエデちゃんのこと、お願いします。もうしばらく、かかるかもしれませんけど」

　もちろん、と環さんは薄うすく微笑ほほえんで、

「この子とも長いつき合いだからね。戦友みたいなもんさ」

　戦友。その言葉には、何か強い想いが込こめられている。この家で、今までに何かがあった。そんなことを感じさせる。

「この子、小さいだろう？　というより、幼い、と言ったほうがいいのかな」

　見た目から判断すれば、カエデちゃんは小学生くらいの年ねん齢れいに見える。ただ環さんは、カエデちゃんのことを、長いつき合いだ、と言っている。それが文字通り、長い期間、一いつ緒しよに居たということなら──

「実際の年齢どおりなら、こんなふうじゃないんだ。きっと」

　カエデちゃんの背中を撫でながら、少し哀しげに環さんは語る。「先代の当主にさ、真霜光みつ政まさってメチャクチャなのがいてさ。そいつの犠ぎ牲せいになったのさ。本当に、最低だったよ。成長が止まったのは、精神的なものだろうね。唯ゆい一いつの救いが和弥の存在だった。和弥が当主になって、何もかも変わった。あたしにとっても、カエデにとってもね。だから、カエデの気持ちも分かるよ。この子にとって、和弥は神様みたいなものだからね」

　その表情からは、カエデちゃんだけでなく、環さんにとっても、真霜和弥という存在が大きなものだったことが分かる。

　ただ、和弥さんのことを冷静に語るのは難しい。長峰さんの推理どおりなら、和弥さんは俺を殺そうとして、間ま違ちがって雪姫さんを殺してしまった、ということになる。そんな人のことを、どう言っていいのか分からない。車のブレーキに細工があったせいで、菊野さんも死んでしまった。それも、状況からは和弥さんが犯人である可能性が高い。

　そこに、何か強い執しゆう念ねんのようなものを感じずにはいられない。そして、和弥さんの悪意や殺意はすべて自分に──藤倉冬麻という存在に向けられている。神様のような人。その言葉とのギャップは大きい。

　どうして和弥さんが殺されたのか？　そのことは、まだ何も分かっていない。状況から想像できるのは、外で殺されて、屋や敷しきの中に運ばれたということだけだ。もし仮に、和弥さんが自殺したのだとしても、運んだ誰かが屋敷の中にいるはずだ。それが誰なのかなんて、まったく想像もつかない。

「左ひだり肩かたは大丈夫かい？　ナイフで刺さされたんだろう？」

　環さんが心配してくれる。正しくは包丁だけど──その訂てい正せいは必要ないだろう。念のため、見てもらったほうがいいように思う。

　姿勢を低くして、自分の左肩を環さんに見せる。さほど出血量は増えてないように思えるけれど、何か問題はあるだろうか。

「傷は浅いね。まあ、おとなしくしてるなら大丈夫さ」

　おとなしくしていれば。その条件はなかなか難しそうに思える。ただ、さすがに今そんなことを言えるはずもない。もうひとつ、大きな仕事は残っている。

　環さんは、何か思いついた様子で、

「藤倉冬麻。あんたは、真霜の力は使えないのかい？」

「傷を治すほう、ですか？」

「そうだよ。時彦は使えるから、男だから使えないってことでもないんだろう？」

　真霜の異能。傷や病気を治す能力。それは『真霜の巫女みこ』固有のものだと思っていたけど──そういうことでもないらしい。

　ただ、地ち下か牢ろうを出て以降、自分の能力は何も使えなくなっている。当然傷を治すことなんてできそうもない。誰かを守る能力。救う能力。そうした能力が自分にあるのなら、長峰さんのときに発動して欲しかったと思う。

「……ちょっと無理、みたいですね」

　きっと集中してみても、あの感覚は起こらないだろう。まるでどこかに忘れてきたように、あったはずのものが無くなっている。忘れた場所も理由もよく分からないけれど、今ここにそれがないことが現実だ。治せなくても構わない。これくらいの傷なら、動くのに何も問題はない。

「そっか。じゃあ仕方ないね」

　環さんは、ハンカチを取り出して、「応急処置だけど、しないよりはマシさ」

「すみません。助かります」

「気にしなくていいよ。まあ無理はしないように。何をするのかは知らないけどさ」

　さすがに慣れた手つきで、環さんは傷口にハンカチを巻いてくれる。これからどうするつもりなのか。何をするのか。きっと環さんには、話してもいいだろう。ひょっとしたら必要な情報を教えてくれるかもしれない。

「俺は、八千代ちゃんを、連れて帰るつもりです」

　他ほかのことは考えない。八千代ちゃんを連れて帰る。八千代ちゃんと一緒に、Ｓ棟とうまで戻もどる。それだけだ。それ以上のことは考えない。それ以上のことは求めない。

　環さんは、きゅ、とハンカチを強く縛しばりながら、

「八千代が拒こばんでも、望まなくても、そうするつもりかい？」

　そういうことも──あるのだろう。八千代ちゃんはここに残る。それが本人の意思だと、時彦さんは言っていた。

　もし拒まれたら。八千代ちゃんが一緒に帰ることを望まなかったら。

「それでも──連れて帰ります」

　はっきりと言い切る。もう迷わない。自分の選せん択たくを、誰かのせいにしたりしない。自分が選んだ行動には、自分で責任を持たなきゃいけない。

　そっか、と環さんは呟つぶやいて、

「大切にしてやってよ。面めん倒どうくさい子だけどさ」

　その声は、自分の子どものことを語るように優しい。「我が慢まんしたり、諦あきらめたり。そんなことに慣れすぎちゃってるから、自分の想いをそのままに語るのが下手なのさ。下手というよりも──そうだね、怖こわがってるって言ったほうがいいかもしれない。傷つくのが怖いから、何も望まない。何か言われるくらいなら、黙だまっている。いままでずっと、他の誰かの顔色をうかがってきたからね」

　自分の知る八千代ちゃんの印象とは少し違うけれど──そういうところもあるんだろう。八千代ちゃんとは、ずっと一緒に居た訳でも、過去のことを知っている訳でもない。知っているのは、一緒に居たわずかな時間のことだけだ。ただそれでも、八千代ちゃんのことは大切だと思える。八千代ちゃんを助けるためなら、何だってできる。八千代ちゃんの幸せのために、できることをやらなきゃいけない。

「もう、動いてるのは、あたしと時彦くらいのもんさ」

　ぽつりと、環さんが言う。

　その言葉に、改めて今の状況を考えてみる。

　この屋敷の中に居るのは、時彦さん、八千代ちゃん、環さん。この三人に気をつける必要はもう無いだろう。時彦さんと八千代ちゃんは当然のこととして、こうして助けてくれた以上、環さんも俺に悪意を持っていないと思える。

　あとは、話に聞いた『市いち川かわ八や雲くも』さんと──巫み剣つるぎ東とう子こさんだ。よく知らないぶん、この二人については予想もつかない。

「市川八雲もいるけど、あれは嫁よめさんを守ってるよ」

　想いを察したのか、環さんが話してくれる。「当然さね。こんなことがあったんだ。いちばん大切なのは誰なのか。守るべきものは何なのか。あいつはそれが分かってる。かつては巫剣に弓を引いて、お姫ひめ様を助け出したくらいだからね。そんな皮肉も込めて、市川八雲は『巫剣の最高傑作マスターピース』なのさ」

　このあたりは、環さんとフミノさんの見解が食い違う。いったいどちらを信じるべきか。そこは考えてみても仕方ない。どちらにしたところで、やるべきことは決まっていて変わらない。そもそも誰にも気付かれずに動く、なんて器用なことはできそうにない。できないことはどうしようもない。

「環さん。それじゃあもう行きます」

　いろいろ助かりました。そんなふうに付け加える。情報のことと、手当てのこと。巻いてもらった左肩の白いハンカチが、なんとなく心強い。

　環さんは、こくり、とひとつ頷うなずいてから、

「八千代を助けるのなら、時彦には気をつけたほうがいいね」

　意外なことを言う。ただ、その口調は真しん剣けんなもので、「真霜の当主ってやつは、呪のろいにかかってるのさ。これまでの当主が積み上げてきた、くだらない呪いにね」

　真霜の呪い。その歴史。それはおそらく暗くて重い。

「時彦も、それに囚とらわれてる。できれば解放してやって欲しいけど──さすがにそこまでは無理かもしれないね。それじゃあ、気をつけて」

　──八千代のこと、頼たのんだよ。

　──あの子のことを、守って欲しい。命にかえてもね。

　環さんが優やさしく微笑む。八千代ちゃんのことを大切に想おもっている。そのことが伝わる優しい笑えみは、我が子を思う母親のそれに似ている。
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　都内にあるオフィスビルの一室。澤さわ神楽かぐら赤あか人ひとは、報告のためにここを訪おとずれている。

　その立ち振ふる舞まいと外見は、有能な女性秘書のようではあるが──実際のところ、彼女の職業はいわゆる探たん偵ていである。







　さて私、名探偵・澤神楽赤人が調査した内容を申し上げましょう。

　すべての始まりは前当主、真ま霜しも光みつ政まさです。元げん凶きようと言ってもいいですね。

　真霜光政が死んだのは今からおよそ15年前です。享きよう年ねん65歳。まだ若い、とも言える年ねん齢れいですね。毒殺という噂うわさもありました。まあそう思われても仕方のないくらい恨うらみを買っていた、とも考えられますがね。中からも外からも評判の悪い人間でした。

　まさしく七つの大罪を具現化するような人物ですよ。傲ごう慢まんにして強ごう欲よく。嫉しつ妬とと憤ふん怒ぬのかたまりで、暴食と色しき欲よくの限りを尽つくし、怠たい惰だに時代の変化を知らない。

　真霜が凋ちよう落らくした原因は彼にあると言ってもいいでしょう。当主が彼でなければ、巫み城しろと柿かき崎ざきが離り反はんすることはなかった。裏の仕事に従事する家でありながら常に時代の流れを鋭えい敏びんに察知し、法や世論に合わせて組織を最適化してきた柿崎はともかく、忠実なる支配人であり、巫女みこの城とまで呼ばれた巫城までもが離はなれてしまったのは、ひとえに真霜光政個人の問題が大きい。

　真霜の家がある地域には、雨う月げつの谷の鬼おにという民話が残っています。さまざまな解かい釈しやくが可能でしょうが、これは子捨ての暗あん喩ゆと捉とらえるべきものでしょうね。捨てたはずの子が鬼となり、そしてその鬼は最後に滅ほろぼされる。能力が強すぎる真霜直系の男児は忌いみ子ごとして、あるいは鬼おに子ごとして疎うとまれてきた。まあそういうことです。

　真霜の直系には男児が産まれない。これは単純に、当主が産まれたばかりの子どもを殺しているというだけのことです。この行こう為いについては、先代当主である真霜光政も例外ではありません。まあそのことが直接に巫城と柿崎の離反を招いた、という訳でもありませんがね。ただし、まったく関係ない、ということでもありません。

　くだらない虚きよ栄えい心しんから見え見えの詐さ欺ぎ話に乗っかって大きな損失を出したことも要因のひとつではありますが──まあ彼の最大の問題は実にシンプルですよ。女おんな癖ぐせの悪さ。まさしく色欲の罪ですね。

　人身売買まがいのことをやって身寄りのない幼い子どもを集めたことがひとつ、分家も含ふくめて屋や敷しき内のあらゆる女性に手をつけたのがひとつ、更さらには巫城や柿崎の関係者にもという始末。それだけでもひどいものですが──

　問題は相手が妊にん娠しんした場合。そして子どもが産まれた場合、どうしたと思います？　まあ未確定情報ですがね。噂話や都市伝説と考えてしまえばそれまでです。ただ、そういうサンプルがいくつかあったことは事実です。あくまでも、それをもって全すべてがそうだったとは断言できない、ということです。まあそれにしたってひどい話ですがね。

　まずは真霜光政は強引にその子どもを引き取る。そして、余所よその家に養子に出す。表向きにはそういう話になっています。

　ただ実際のところは──自分の手で殺しているのです。

　最悪ですね。口に出すのもおぞましい。どれだけの命を奪うばったのか。想像したくもないですね。まあ巫城と柿崎が離れたのも当然のことと言えるでしょうね。いくら真霜が政官財に影えい響きよう力を持っていたとしても、身内に手を出されてまで従う道理はない。まあ、その肝かん心じんの影響力もかなり低下していますがね。

　さてこんな家を残すのが適当かどうか。そこは貴方あなたの、九く樹き宮みや蒼そうによる正しい判断に任せますが──まあ滅びるべきでしょうね。貴方が数年前、華か柴しば青せいを使って粛しゆく清せいした殺人集団巫み剣つるぎの罪と、それほど変わるものでもないでしょう？　殺したものは死ぬべきで、正義の裁きは容認される。ほら、貴方がいつも言ってることだ。
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　環たまきさんの情報によれば、八や千ち代よちゃんは雪ゆき姫ひめさんの部屋に居るらしい。

　自分の記き憶おくだけを頼たよりに長い廊ろう下かを進む。八千代ちゃんに会って何を伝えるべきなのか。それはまったく分からないし、確実な答なんておそらくどこにも存在しない。自分の行動が正しいなんて根こん拠きよも自信も何もない。悩なやむよりもまずは前に進む。今やるべきことはそれだけだ。

　静かな真霜の屋敷内をひとりで歩く。心の中にあるのは不安というより──寂さびしさだろうか。来たときは八千代ちゃんが、カエデちゃんが、それから雪姫さんが居た。さっきまでは、長なが峰みねさんが傍そばに居てくれた。ただ、ひとりになったからといって、何かやるべきことが変わる訳でもない。やるべきことがはっきりしているのなら、それに向かって進むだけだ。自分の弱さは今いま更さらどうにもならない。

　廊下の奥のほうに、真っ赤な着物が、まるで亡ぼう霊れいのように不意に現れる。思わず息を止める。心臓が波打つ。赤い着物とは対照的に、顔中に巻かれた白い包帯。外から差し込む光が、その異様さを際きわ立だたせる。

　東とう子こさんだ。時とき彦ひこさんの婚こん約やく者、巫剣東子。おそらく先に曲がり角があるのだろう。急に現れたのは、それだけの理由だ。

　一いつ瞬しゆん、前に進むことを躊躇ためらうが──そのまま足を止めないことを選せん択たくする。今更どこかに隠かくれることもできない。逃にげることが正解とも思えない。

　これが正しい道なら、時間のロスはできるだけ避さけたい。そもそも、東子さんに見つかったところで何か今の状じよう況きようが変わる訳でもない。時彦さんは、俺が八千代ちゃんを探すことを知っている。そして環さんの言うとおり、ついさっきまでバタバタと音を立てていたことも事実だ。向かい合ったところで、こっちが逃げる理由は何も無い。危険人物として拘こう束そくされる、というのが最悪のシナリオではあるけれど──あくまでも１対１だ。警けい戒かいだけしていれば、特に問題はないように思える。

　東子さんの足取りは、やはりどこかおぼつかない。どこか怪け我がをしているような、ふらふらした歩き方は、その存在の異様さを増している。ただ決して歩みを止めることなく、ゆっくりとこっちに近づいてくる。距きよ離りは少しずつ縮まる。周りは静かで、きゅ、と廊下を踏ふむ音まで聞こえる。目は逸そらさない。まっすぐ前を見み据すえる。何が起きても大だい丈じよう夫ぶなように、警戒は怠おこたらない。

　そして、そのまま──何も無いままに、すれ違ちがう。

　緊きん張ちようが解かれる。それでも警戒まで解く訳にはいかない。すぐに振り返る。それが幻げん想そうだった、ということはない。東子さんの後ろ姿は確かに視界に存在している。東子さんは、こっちを見ようともしない。ただ、そのまま歩いている。単純に、こっちのことが見えていなかったのかもしれない。あの包帯だ。視界が狭せまくて見えないということはあり得ることだ。

　ただ、何か──違い和わ感かんがある。

　理由は分からない。根拠は何も無い。カエデちゃんと居たときに体験した、躊ちゆう躇ちよのない暴力と冷たい視線を思い出す。悪意と苛いら立だちを撒まき散らす冷たい存在感がそこにはない。ただぼんやりと歩いている。あえて存在感を消している。そんなふうに思える。感覚に依い存ぞんする違和感が、気持ちを落ち着かなくさせる。

　ただそれは、カエデちゃんが居ないからなのかもしれない。東子さんにとって、悪意をぶつける対象が今は居なかった。それだけのことなのかもしれない。その行為は許せないことではあるけれど──今はやるべきことを優先する。何か言ったところで、おそらくそれに意味は無い。

　東子さんから視線を逸らす。

　まっすぐ前へ。雪姫さんの部屋へと足を進める。

　一瞬、背中に視線を感じるが──もう考えないことにする。単に初対面の印象が強すぎただけで、今は本当に、ただ歩いていただけなのかもしれない。もし何らかの意図があったとしても、それが分からない以上はどうしようもない。分からないものは分からないままで何か問題が起こったときに解決するしかない。

　どれだけ時間が残っていて自分に何ができるのか。思い出すのは時彦さんの言葉だ。今日中に分家の連中が来る。そのあたりがタイムリミットなのかもしれない。

　何度か角を曲がって、ようやく、記憶と一いつ致ちする部屋に辿たどり着く。ここが雪姫さんの部屋で間違いない。

　外から見たところ、昨日と何も変わった様子はない。開ければ半はん纏てんにジャージ姿で寝ねころんだ雪姫さんが居る。少し恥はずかしそうに出で迎むかえてくれる。目を細めて微笑ほほえんでくれる。そんなふうにも思えてしまう。そんなはずはないなんて──もちろん分かっていることだ。一瞬のあり得ない夢をすぐに振り払はらう。考えすぎると、胸の痛みで動けなくなる。

「八千代ちゃん」

　障子戸越ごしに声をかける。

　しばらく沈ちん黙もくがある。何も声は返ってこない。空気が張り詰つめて感じられる。誰だれも居ないのか、それとも、居るけれど何も言ってくれないのか。開けてしまえばすぐ分かることではあるけれど──

「八千代ちゃん」

　もう一度。かすかに、何かが動いたような気がする。空気が揺ゆれたような、そんな感覚がある。

「八千代ちゃん、開けるよ」

　やはり答はない。それでも確信がある。八千代ちゃんはここに居る。居たうえで何も答えない。何も言ってくれない。そういうことだ。

　俺に会いたくなんてないのかもしれない。話したくなんてないのかもしれない。それでも迷いはない。ここで止まってはいられない。

　答を待つことなく障子戸を開ける。自分のやることはもう決まっている。それなら行動は急いだほうがいい。多少強引でも構うものか。

「……勝手に開けるのは、どうかと思いますが」

　あきれたような声。見慣れた黒い和服に上のほうでまとめた髪かみ。八千代ちゃんは目を伏ふせたまま、こちらを見ようとはしない。荷物の整理でもしていたのだろうか。高価そうなタンスの横に、畳たたまれた服が積まれている。正座の八千代ちゃんはいつもと何も変わらない様子で、まるで機械のように作業を続けている。ぴんと伸のびた姿勢は、御み城しろ学園でもよく見たものだ。

「それは──雪姫さんの服？」

「……ですね。こういうこと、姉さんは苦手でしたから」

　そこにあるのは平へい穏おんな日常だ。殺人なんて起きなかった。そんなふうに、錯さつ覚かくしてしまいそうになる。実はこれまでのことはすべて夢で、本当は何も起こらなかった──なんてことはあり得ない。現実が変わることはない。起こってしまったことを、変えることなんて誰にもできない。

　八千代ちゃんは顔を上げないままで、

「藤ふじ倉くら様、早く帰ったほうがいいですよ」

　その声は冷静そのもので、「分家の方々が来たら、面めん倒どうなことになりますから」

　本当に、いつもと何も変わらない。涙なみだも無ければ、声に感情の揺れもない。ただそれは、八千代ちゃんにとって、やるべきことがあるからなのかもしれない。分家の人が来るということは、当然その対応も必要になる。日常は止まることなく続いていく。哀かなしみにひたる暇ひまも無いのかもしれない。

「八千代ちゃん。もし帰るとして──どうしたらいいかな」

　軽い調子で聞いてみる。今のところは手段が無い。そこをどう考えるべきなのか。これから動くうえでも重要になるところだ。

「車があります。私から、市いち川かわさんか環さんにお願いしましょう」

　完全に、突つき放したような雰ふん囲い気きがある。まるで他人ひと事ごとのように、八千代ちゃんは方法だけを提示する。自分と貴方は関係ない。一いつ緒しよに帰るなんてあり得ない。そう言っているように思える。

「環さんには、さっき会ったよ」

「そう──ですか」

　ふぅ、とひとつ息を吐はいて、「それなら、環さんに頼たのんだほうがいいでしょうね。おそらく、環さんはここを辞やめてしまうでしょうから、一緒に帰れるかもしれません」

「環さんは、この家を出るってこと？」

「前からあった話です。もともとは霧きり姫ひめの──母の専属だったんです。雪姫のことがあって、無理を言って残ってもらってたんです」

　でも、もう雪姫さんは居ないから。そういうことなんだろう。

「菊きく野のさんのことは、聞いた？」

　ぴく、と八千代ちゃんの肩かたが動く。

「……ひどい火傷やけどだったと。時彦が行ったときには、もう手て遅おくれだったと聞きました」

「じゃあ、和かず弥やさんのことも」

「……同じように、撲ぼく殺さつ、だろうという……ことです」

　八千代ちゃんは事実だけを述べる。自分の想おもいには触ふれようとしない。それでも声が一瞬詰つまったのは、抑おさえ込んでいる感情があふれそうだったからだろう。いつもいつも、八千代ちゃんはいろんなものを抱かかえ込んでしまう。たったひとりで。無理をして。

　少し、話を急ぎ過ぎたのかもしれない。ただそれでも、今はいろいろ考える余よ裕ゆうもない。たとえ悩んでみたところで、結局のところ器用な会話なんてできそうもない。

「八千代ちゃんも、そう思う？」

「……何のことですか？」

「早く、帰ったほうがいいって」

「そうですね。時彦もそう言っていました」

「八千代ちゃんは、一緒に帰らない？」

　その回答は、まるで用意していたように、

「私は、ここに残ります」

　八千代ちゃんの視線は、畳まれた服のあたりを向いている。手を休めることなく目の前の作業を続けている。そうすることで、何も考えないようにしているようにも見える。

「もう決めたんです」

　強い口調で続ける。決めたのだから邪じや魔まをするな。そういうことを言いたいんだろう。それでも、八千代ちゃんの本心がそこにあるのかは、まだ分からない。

「……どうして？」

「理由が必要ですか？」

　その声は冷たく、どこか苛立ちも感じられる。何故なぜ言う必要があるのか。そんな雰囲気に、初めて会った頃ころの八千代ちゃんを思い出す。もちろん今では、その奥にある感情も分かってきている。自らの棘とげで守りたいもの。触れられたくないもの。それはきっと八千代ちゃんにとって大切なものだ。

「八千代ちゃんは──御城学園には、Ｓ棟とうには、帰りたくない？」

　その問いかけに、すぐには答が返ってこない。わずかな沈黙がある。八千代ちゃんは何かに耐たえるように、膝ひざのあたりで、ぎゅ、と拳こぶしを固めている。

　それから八千代ちゃんは、大きくひとつ息を吐く。何か考えていたのか、少し時間があってから、

「何を優先するのか。それだけのことです」

　はっきりと答えて、言葉を続ける。「一年前は、姉さん──雪姫も、真霜に戻もどることを選びました。この家を、真霜の家を守るために」

　何を優先するのか。それは確かに単純な話だ。何かを選べば別の何かが選べないというだけのことだ。真霜の家を優先する。家のために、自分のことは犠ぎ牲せいにする。八千代ちゃんが、そのことを選ぶということだ。

「次は、私の番なんです。雪姫が、そうしたように」

　雪姫さんの名前を出すとき、八千代ちゃんの声は一いつ瞬しゆん不安定になる。かすかにその小さな肩が震ふるえる。きっと、まだ感情の整理がついていない。あふれそうな想いは、八千代ちゃんの中にとどまったままだ。たとえ吐き出したからといって、楽になるとも限らない。感情を抑えることが、間違っているとも言えない。

　ただそれでも──単純に、八千代ちゃんのことが心配になる。無理をしているように見えてしまう。今にも壊こわれてしまいそうな、脆もろさを感じてしまう。

「来ないでください！」

　不意に、八千代ちゃんが感情を爆ばく発はつさせたような、大きな声を出す。近付いたつもりは無いけれど──そう見えたのかもしれない。無意識に近寄った、ということは無いと思う。単純に、これ以上動かないよう釘くぎを刺さしたのかもしれない。

　この様子だと、一緒に帰るとしても、きっと八千代ちゃんの抵てい抗こうは大きい。いざとなれば、無理やりにでも──とは思うけれど、抵抗が大きすぎれば、時彦さんがここに来るかもしれない。

　時彦さんは、八千代ちゃんをこの家に残すつもりだ。時彦さんが強く言えば、八千代ちゃんはそれに従うだろう。時彦さんは、八千代ちゃんにとって大切な家族だ。たとえ血が繫つながっていなくても──兄である時彦さんの言葉は、八千代ちゃんにとって重い。

　八千代ちゃんは、ふぅ、とひとつ息を吐く。やはり、その目は伏せたままで、

「すみません。大きな声を、出してしまって……」

　その声に自分でも驚おどろいた。そんなふうに見える。

「こっちもごめん。話が急だったかもしれない。それに──今回のことは、俺が悪いって、分かってるから」

　言いながら、苦しくなる。周囲の空気が薄うすくなるような感覚がある。「……ごめん、八千代ちゃん。謝っても、許される訳じゃないけど」

　長峰さんの推理を八千代ちゃんは知らない。ただそれでも──八千代ちゃんをここに連れてきたのは誰なのか。きっかけは誰にあって、責任は誰にあるのか。それは変えようのない事実で、八千代ちゃんも、もちろんそのことは分かっている。

「……どうして、そんなこと」

　八千代ちゃんは、苦しそうな声で、「そんなこと、言わないで……ください」

「でも、今回のことは──」

「藤倉様は悪くありません！」

　怒おこったように八千代ちゃんは言い切る。何かを振ふり払はらうように、強い声で。

　しばらく沈ちん黙もくがある。部屋は静かで、外で鳴く鳥の声も聞こえる。八千代ちゃんは、自分の胸あたりに手を置いて、ふぅ、と呼吸を整えてから、

「誰だれが悪いとか、そういうことは──もう言わないでください」

　顔を上げて、薄く微笑ほほえむ。「そんなこと、姉さんは望んだりしません。姉さんなら、きっと藤倉様の幸せを望むはずです」

　どこかぎこちない笑みは、八千代ちゃんなりの精せい一いつ杯ぱいなんだろう。その優やさしさに胸が詰つまる。いっそ責めてくれれば良かった──なんてことを、ふと思ってしまう。そんなふうに考えるのは、自分だけが楽になりたいからだ。自分勝手に懺ざん悔げして、救われたいからだ。馬ば鹿かだ。こんなときまで誰かに甘えようとしてしまう。最低だ。

「──私が捨て子だったことは、藤倉様に言いましたよね？」

　思い出す。ここに来る、車の中での会話だ。

　また軽く目を伏せて、八千代ちゃんは話し始める。

　どこか懐なつかしそうに。そして──少し哀しそうに。







　巫剣の家では、八千代、とだけ呼ばれていました。名前は、着ていた服に縫ぬい付けられていたということです。それが私にとって、親から与あたえられた、唯ゆい一いつのものです。両親について、それ以上のことは何も知りません。

　巫剣での生活は、それほど不幸なものではありませんでした。愛情を受けて育てられた、ということは無いのかもしれませんが、虐しいたげられたとも思っていません。

　何人か、自分と似たような境きよう遇ぐうの、同年代の子たちも、巫剣には居ました。子どもたちは、良くも悪くも、放任されていました。巫剣とは、そういう家でした。無関心と言っていいのかもしれませんし、自己責任が徹てつ底ていしていたとも言えるのかもしれません。今思えば、いくつか理り不ふ尽じんなこともありましたが──そもそも、他ほかでの生活を知りませんから比べようもありません。殴なぐる蹴けるはよくあることでしたが、それは皆みなも同じでした。巫剣の子も、余所よその子も、特に違ちがいはありませんでした。時にそれは罰ばつであり、躾しつけであり、会話のひとつでした。

　大人になれば、自分も、みんなと同じように、『巫剣の仕事』をするのだと思っていました。そうした未来に、何の疑問も持っていませんでした。自分の手が血で汚よごれていないのは、ただ運命のめぐり合わせで結果的にそうなった、ということでしかありません。巫剣で生きてきた以上、私も同じ。何も変わることはありません。今になって思えば、身寄りの無い子どもは、『巫剣の仕事』により発生したものだったのでしょう。その子どもが、巫剣の技術を受け継つぐのですから皮肉なものです。拡散する悪意。そんなふうに揶や揄ゆされていた理由が、よく分かります。

　まだ、よく覚えています。私が12歳のときです。私はその日、巫剣の家から離はなれていました。真霜の家に入ったのは、その日が初めてでした。人手が足りない、ということでした。はじめて会った雪姫は、優しく頭を撫なでてくれました。カエデさんは親切に、掃そう除じや洗せん濯たくの手順を教えてくれました。その日は環さんの部屋で眠ねむりました。柔やわらかい布ふ団とんで眠るのは、その日が初めてでした。

　熟じゆく睡すいしていたのでしょう。何も気付きませんでした。谷の入り口が──巫剣の家があんなことになっているなんて、思いもしませんでした。深夜に上がった炎ほのおは、山をひとつ焼き、明け方まで消えませんでした。私が巫剣の家に戻ったころには、すべてが終わっていました。

　巫剣で生き残ったのはほんの数名でした。外で仕事をしていた数名と、私と。火事の現場に居合わせた人間では、巫剣東子ひとりだけが生き残りました。ただ、全身にひどい火傷やけどを負ってしまいました。巫剣東子は、巫剣の総代のひとり娘むすめです。才能があり、気高く、とても綺き麗れいな方でした。だからこそ、綺麗な方だったからこそ──その後は人が変わったように、なってしまいました。それだけ、ひどい火傷でした。

　お前のせいだ。恩を仇あだで返した。人殺し。死んでしまえ。巫剣東子はそんなふうに私のことを罵ののしりました。他に犯人が居るとも思えない。そういうことなのだと思います。確かに、火事の後、私は真霜の家の養子になっています。一番の利益を得たのは、確かに私なのでしょう。

　表向きには隠かくしていますが──あの火事での死者のほとんどは、炎に包まれる前に死んでいます。つまり何者かが、直接的な手段で巫剣の人間を殺したということです。巫剣は、いろいろと恨うらみを買っている家です。ただ巫剣としても、そのことは理解したうえで、外への対応は充じゆう分ぶんなものになっていました。にもかかわらず、奇き妙みようなくらいにあっさりと突とつ破ぱされました。

　巫剣のことをよく知ったもの。内通者。裏切り者。それが居たということです。状じよう況きようからは、そうとしか考えられません。そして一番怪あやしいのは私だと、巫剣東子はよく言っていました。今でも、そう考えているはずです。巫剣東子は、私のことを憎にくんでいます。繰くり返される呪じゆ詛そは、巫剣東子自身を傷付けながら、今でも続いています。

　私を養子にすることについては、真霜の分家から強い反対がありました。家がけがれる。真霜の名を汚よごす。長き歴史に対する冒ぼう瀆とく。そんなふうに、言われ続けました。そのころは、まだこの家に、分家の方も住んでいました。守ってくれたのは、真霜和弥であり、時彦であり──雪姫でした。

　そうするのが当然だというふうに、雪姫は微笑んでくれました。髪かみを梳とかしてくれました。抱だき締しめてくれました。慣れないうちは、一いつ緒しよに眠ってくれました。悪夢で目が覚めたときには、眠るまでずっと背中を撫でてくれました。雪姫は、私にいろんなことを教えてくれました。咲さく花の名前や鳥の名前、川の水の冷たさや春の日差しのぬくもり、怒ったり笑ったり泣いたり喜んだり、日々の些さ細さいなことがすべて宝物でした。私にとって、雪姫は特別な存在なんです。かけがえのない、大切な存在、だったんです。







　そこで、八千代ちゃんは一度言葉を止める。

　それから、ぽつりと呟つぶやくように、

「ここは姉さんが居た場所だから。本音のところは、それが、すべてなのかもしれません」

　雪姫さんが居たから。出会った場所だから。思い出の詰まった場所だから。だからここに残る。真霜の家に残りたい。八千代ちゃんが言っているのは、そういうことなのだろう。八千代ちゃんにとって、それだけ雪姫さんの存在は大きい。雪姫さんの存在は、別の誰にも替かえることはできない。

「まだ実感が無いんです。ここに居たら、不意に雪姫が帰ってくる。今でもどこかに居る。そんなふうに、思ってしまうんです」

　八千代ちゃんは何気なく、畳たたんでいた雪姫さんの服に手を伸のばす。そして、そのひとつを愛いとおしそうに撫でながら、

「こんなこと、こうすることに意味は無いんです。分かってるんです。この服を着ていた人は、もう居ないんですから。ありがとう、って微笑んでくれる人は、もう居ないんですから。そんなつもりじゃなかったんです。ただ、姉さんの着ていたものに触ふれていたくて。ほんの少しでも、姉さんの存在を感じていたくて。でも、こうして服を整理しているうちに──帰ってくるんじゃないかって。馬鹿みたいに」

　八千代ちゃんの言葉に、母さんを亡なくしたときの、自分のことを思い出す。

　母さんの死。大切な人の死。それをずっと認められなかった。なかなか現実を受け止めることができなかった。それは今の八千代ちゃんと同じだ。

　漠ばく然ぜんと、どこかに死んでしまった母さんが居る気がしていた。もう会えないという現実が、本当のものとは思えなかった。小さな頃ころは、母さんを探しては、何度も当てのない家出を繰り返した。歩いていたら、母さんが見つけてくれる。抱き締めてくれる。そんなふうに思っていた。優しい人が傍そばに居ても、現実をずっと支えてくれても──どうしても都合のいい夢から離れることができなかった。大切だった人を求めることをやめられなかった。喪そう失しつの痛みは、それだけ大きい。誰かを大切に想おもえば想うほど、喪うしなったときの痛みはそれだけ大きくなる。

「……私、まだ泣いてないんです。涙なみだが出ないんです。哀かなしいはずなのに。こんなに胸が痛いのに」

　地ち下か牢ろうで見た八千代ちゃんを思い出す。気き丈じような声と、冷静な対応。確かにそのとき、八千代ちゃんの目に涙は無かった。それが──今も続いているのだとしたら。

　──私、やっぱりおかしいのかもしれません。

　そんなふうに、八千代ちゃんは、どこか自じ嘲ちよう気味に続ける。

「やっぱり、私、出で来き損そこないなのかもしれません。親の愛情を知らずに育ったから、こんなふうになってしまったのかもしれません。分家の人たちに言われたことは、正しかったのかもしれません。ただ、こんな出来損ないの私が──今は必要とされています。時彦は、私が必要だと言ってくれています。もちろん、ただ単純に、形式上、『真霜の巫女みこ』が必要なんだということは分かっています。私では、姉さんの代役になれるはずもありません。それでも、姉さんが守ってきたこの家を、私が守れるのなら、それはきっと幸せなことだと思うんです」

　ゆっくりと、八千代ちゃんは顔を上げる。その目に涙は無い。ただ、かすかな微笑みの奥には、深い哀しみがある。そのことが分からないはずがない。八千代ちゃんのことはよく知っている。同じ時間を過ごしてきて、その優しさを知っている。八千代ちゃんが出来損ないだなんて、そんなはずはない。そんなことが──あるものか。

「もともと、卒業したら家に戻もどるつもりだったんです。雪姫のいる、ここに戻ろうと思っていたんです。それが少し早まっただけです。だから、何も問題ありません。何も変わりません。寂さびしくなんかありません。だって、みんなと会えなくなる訳じゃありませんから。少し遠いかもしれませんが、時間を作って、会いに行きます。絶対に、会いに行きますから。忘れられても、迷めい惑わくでも、絶対に行きます。みんなにもよろしく伝えておいてください。御城学園のみんなのことは大好きです。Ｓ棟とうのみんなのことが、本当に大好きです。都みやこ様さまも、泉いずみも、カンナさんも、みどりさんも。みんな大好きです。大だい丈じよう夫ぶです。平気です。平気なんです。私のことなんて、気にしなくていいんです。藤倉様は、ひとりで帰ってください。大丈夫ですから。平気なんですから。寂しくなんてないですから。だから──お願いです、藤倉様」

　──そんな顔、しないでください。

　──藤倉様のことが、心配になります。

　──心配で、あなたの傍に、行きたく、なる、

　引き寄せられるように体が動く。八千代ちゃんに近付いていく。おそらく理り屈くつではなく、本能が求めているのだろう。頭の中が熱くなる。思考がぼんやりしてくる。少しずつ、ただ確実に八千代ちゃんとの距きよ離りが狭せばまっていく。

「ダメ、です、藤倉様……」

　その声は小さく弱々しい。言葉どおりの感情はおそらくそこにはない。

　視線を合わせたまま、二人の距離が近付く。「ダメです、ダメ……」何かに怯おびえているように、八千代ちゃんは小さく首を振ふる。それでも視線を逸そらすことはない。逸らすことはできない。距離が縮まる。今にも泣き出しそうな、黒目がちな瞳ひとみはまっすぐにこっちを向いている。二人の視線は重なって、お互たがいを見み詰つめたまま動かない。

　吐と息いきがかかる距離まで近付く。見詰めたままで、手を伸ばす。畳たたみの上にある、八千代ちゃんの白い小さな手に触れる。指先がその感かん触しよくを確かめる。八千代ちゃんの細くしなやかな指をなぞる。八千代ちゃんは、ここに居る。そのことを肌はだで確かめる。

「っ…………！」

　八千代ちゃんが息を飲むのが分かる。ひとつ大きく体が跳はねて、それから、八千代ちゃんの唇くちびるからは、はぁ、と苦しそうな声が漏もれる。

　何も言わないまま、触れている八千代ちゃんの手が動く。ゆっくりと、こちらの動きに応こたえるように、受け入れるように、手のひらを上に向けてくる。その小さな手は、何かを求めるように、強くこっちの手を握にぎってくる。

　胸の中の欠落が満たされるような、不思議な感覚がある。八千代ちゃんの握る力に応える。手のひらをぴったりと合わせる。想いを重ねる。触れ合った肌が熱くなるのが分かる。そしてそのまま、お互いに指を絡からめる。少しでも多く、お互いの存在を感じるように、しっかりと。

「ダメ、だって……、来ないでって、言っ──」

　その言葉は最後まで聞けない。どちらが動いたのが先だったのか。それはよく分からない。抱き締めた瞬しゆん間かん、「あぁっ！」とせつなげな声が八千代ちゃんから漏れる。

　小さな八千代ちゃんのぬくもりが胸の中にある。苦しそうな、荒あらい吐息はこっちの胸のあたりにあたっている。何かに耐たえている。そのことが分かる。

　腕うでにゆっくりと力を込こめる。体をぴったりと合わせていく。二人の間にある隙すき間まを少しずつ埋うめていく。それに応えるように、八千代ちゃんの両手が背中に回される。何かを確かめるように、何かを探すようにその手は動いている。

「どう、してっ……私、私っ…………」

　八千代ちゃんの息が詰つまるのが分かる。抑おさえ込んできたものは──もう限界なんだろう。それでいいと思う。これ以上無理をする必要なんてどこにもない。

　八千代ちゃんのことはよく知っている。いつも強がってひとりでなんとかしようとする。誰だれにも悩なやみを伝えずにひとりで抱かかえ込もうとする。それは八千代ちゃんの性格で今いま更さらどうしようもないことかもしれないけれど、それでもせめて今だけは。そんなふうに思う。

「う、うっ、うぅ、う…………」

　ぎゅう、と回された腕の力が少しずつ強くなる。そうすることで、存在を実感している。そんなふうにも思える。大丈夫だよ八千代ちゃん。ここに居る。傍に居る。そのことが伝わるように頭を撫なでる。

　大丈夫。傍に居るから。安心して。

　そんなふうに、静かに、優やさしく。大切な宝物を慈いつくしむように。

「うっ、う、うわっ、ううっ、あっ、ふぅっ、んっ」

　一度、声が止まる。それでも、もう、感情が止まってくれることはない。

「あああっ、あああああああああああっ、あっ、あああああああああああああ、あああああああっ、ああああああああああああああああ!!」

　八千代ちゃんが大きな声を上げる。感情を吐はき出した声は、どこか赤子の産うぶ声ごえにも似ている。「ああっ、あ、うっ、あああああああああああああっ、あぐっ、うっ、ああああああああああああああああ、うあぐっ、うっ、あっ、ああああああああああああああああああああああああ、あ、ううっ、うあっ、あああああああああああああああああああああああっ、うぐっ、あっ、あああああああああああああああああああああああ!!」

　八千代ちゃんの目からは、次から次へと涙があふれてくる。濡ぬれた頰ほおは熱く、涙そのものが熱を持っているようにも思える。

「藤倉様、藤倉様っ…………、あ、あっ、わたっ、わたしっ、あっ、ううっ、あぅっ、あっ、ふじっ、ああ、んっ、あっ、ああああああ、ふぁ、っ、うんっ、あっ、あああああっ、藤倉様、藤倉様ぁ、うぁっ、あ、うっ、ううっ、藤倉様、藤倉様、藤倉様藤倉様藤倉様藤倉様藤倉様藤倉様藤倉様藤倉様っ……!!」

　八千代ちゃんは小さな頭を押し付けてくる。

　哀しみを完全に共有することはできない。人はそれぞれ別の体と感情があって重なってひとつになることはあり得ない。八千代ちゃんの哀しみは八千代ちゃんにしか分からないもので他ほかの人間にはどうすることもできない。

　だからせめてこんなふうに手を握り肌を重ねて体を寄せ合う。ほんの一瞬でもわずかな時間でも、哀しさを忘れるように、寂しさを埋めるように、誰かの存在を欲ほつして共にあることを願う。傍に居ることを求める。人はいつだって弱くて脆もろくて不完全で、誰かに支えられながらそれでも不完全なままで生きている。

「藤倉様、藤倉様っ……!!」

　八千代ちゃんが背中に爪つめを立てる。強く力を込めるのが分かる。鋭するどい痛みが背中を走る。それでもこんな痛みは八千代ちゃんの心の痛みにまったく足りない。もっと傷をつけてくれればいいと思う。もっと強く。消えないように。忘れないように。自分の幼よう稚ちな行動の戒いましめとなるように。自分の犯おかした罪の証あかしになるように。

「私のっ、私の、せいで……」

　違ちがう。八千代ちゃんのせいじゃない。八千代ちゃんのせいなんかじゃない。

「私っ、私のっ、ごめっ、なさっ……私のっ、私っ……」

「八千代ちゃんのせいじゃないよ」

「私、私のっ、私っ」
















「違う。八千代ちゃんのせいじゃない」

「ごめっ、私っ、私っ、姉さんっ、私っ…………」

「八千代ちゃんは、悪くないから」

　回す腕に力を込める。「誰も、悪くなんてない」

　ぎゅっと抱だき締しめる。誰も悪くない。誰にも責任はない。口で言うのはとても簡単で、もちろん俺だってそう思いたい。ただそれでも、自分なりの結論は背負いながら生きていくしかない。自分なりの答を持ちながら進むしかない。起こしてしまった結果と現実がそこにある。

　雪姫さんが──姉さんが死んでしまったのは俺のせいだ。そのことは変わらない。八千代ちゃんが何を言ったところで自分の中の結論が変わる訳でもない。

　覚かく悟ごも決意も自分の中にはある。それでも不意に、八千代ちゃんと離はなれてしまうのが怖こわくなる。このぬくもりが消えてしまうのが怖くなる。離れたくない。離したくない。八千代ちゃんに頰を寄せる。その小さな頭を抱き締める。「はぁっ……！」抱ほう擁ように応えるように、八千代ちゃんの口からせつなげな声が聞こえてくる。

　八千代ちゃんの小さな唇はこっちの頰のあたりに触ふれている。かすかに触れているだけでもその柔やわらかさは充じゆう分ぶんに感じられる。はぁ、はぁ、と湿しめった吐息が熱い。結局のところ、こんなふうにして寂しさを埋めているのだろう。実際のところは不安で怖くてどうしようもなくてこれからどうすればいいのか分からない。どうなるのか分からない。自分のやることが正解だなんて保証はどこにもない。

　腕に力を込める。怖い。怖い。不安と寂しさが体を支配する。二人の体はぴったりと合わさっている。まるで冬の寒さから身を守る動物のように、隙間なく体を合わせている。肌と肌がそのまま重なっている部分は熱くて溶とけ合ってひとつになっているような充足感がある。幸福感と安心感。満たされる感情は甘かん美びに芳ほう醇じゆんでそれを求めてしまうのは生物の本能的な欲よつ求きゆうなのだろう。人と人が肌を重ねることの意味はおそらくここにある。

　もっと触れたくなる。触れていたくなる。永遠に続くものなんてどこにも無いことが分かっているから、それぞれお互いに別の人間で別個の存在で心も体も別のもので、それがひとつになることなんてあり得ないと分かっているから、少しでも長く、深く、ぬくもりを、つながりを求めてしまう。

　二人の間にある服を取り払はらってしまえばもっと満たされるだろうか。ほんの一瞬でも失った何かが埋まるだろうか。そんなことを考えると今の状じよう況きようがもどかしくなる。耐えられなくなる。苦しくなる。

　頭を押し付けて八千代ちゃんの首筋に顔を埋める。ここなら二人を隔へだてる布はない。曇くもりひとつない八千代ちゃんの真っ白な肌が見える。触れたところが敏びん感かんに震ふるえるのが分かる。鎖さ骨こつのあたりが呼吸に合わせて上下している。八千代ちゃんの和服、その襟えり元もとに指をかける。ぬくもりを求めて和服の隙間をぐいと広げる。

「っ……！」

　苦しそうな声。それでも拒こばまれている様子はない。受け入れられている幸福感が胸を満たす。甘い匂においがする。頭がくらくらする。自分がそれを求めているのが分かる。なめらかで透すき通るような白い肌がすぐ目の前にある。花に引き寄せられる蝶ちようはこんなだろうかとふと思う。たとえばこのまま唇を重ねてその胸に顔を埋うずめて体を重ねてしまえばその間は不安も迷いも後こう悔かいも絶望も何もかもすべて忘れてしまえるだろうか。少なくとも──その間だけは。

　怖い。怖い。急にいろいろなものが怖くなる。そんな想おもいが伝わるのか、八千代ちゃんの力が強くなる。

「ふじ、くら、さまっ……」

　ぎゅう、と強く抱き締められる。離れないように。離さないように。

　怖い。怖い。助けて欲しい。頭の中にそんな言葉が浮うかんでくる。

　雪姫さん、菊野さん、和弥さん、長峰さん、カエデちゃん。みんなが俺のことを恨うらんでいるとしたら？　長峰さんやカエデちゃんが助からないとしたら？　自分のせいで死んでしまったとしたら？

　怖い。怖くてたまらない。何も考えたくない。何もかも放ほうり出して逃にげてしまいたくなる。一瞬の欲よく望ぼうに溺おぼれて刹せつ那なの幸福を求めて何もかもを忘れてしまいたくなる。ほんの一瞬でも。そんなふうに思ってしまう。この手の中にあるぬくもりに甘えてしまいたくなる。助けてくれる誰かを、自分のことを無条件で受け入れてくれる誰かを欲してしまう。求めてしまう。

　生きるということは、動くということは、きっと恐きよう怖ふと不安の連続なんだろう。怖くて、怖くてどうしようもなくて──それでも前に進むためには。華か麗れいに冴さえた方法なんてどこにもなくて、ただただ悩んで苦しんであがき続けるしかない。自分の弱さや愚おろかさを認めたうえで、少しずつでも進むしかない。少ししか進めなくてもそれでも前を向くしかない。恐怖と不安から逃のがれることはできない。自分の弱さや愚かさに後悔して絶望してしまうこともあろうだろう。それでも。それでも。

　振ふり払う。振り払って、進む。歯をくいしばる。進むことは自分で決める。自分で決めなければ進むことはできない。

　腕に力が入る。唾つばを飲み込む。心の中にある不安を抑えこむ。

「……八千代ちゃん、一いつ緒しよに、帰ろう」

　御城学園に。Ｓ棟とうに。みんなの場所に──八千代ちゃんと一緒に、帰ろう。

　たとえ八千代ちゃんが望んでいなくても、たとえ八千代ちゃんが、ここにある雪姫さんとの思い出に縋すがりたいとしても。

「ダメです、私っ、私は……」

　八千代ちゃんは、子どものように首を振る。「私は、私なんかっ、私っ……」

「俺は、八千代ちゃんと一緒に帰りたい」

　はっきりと言い切る。何かを語ったところで八千代ちゃんに届くとは限らない。人の気持ちは、それほど単純じゃない。そんなことは分かっているけれど──それでも、伝えるのなら今だろうと思う。

「ずっと思ってた。自分のことを、死んだほうがいいって。生きてちゃいけない人間だって、そんなふうに思ってた」

　湖こ陵りよう銀行立て籠こもり事件。その生き残り。犯人を殺して生き延びた人間。血で汚よごれた記き憶おく。母さんを喪うしなって、生きる希望も何も無かったころ。

「それでも、優しい人が傍そばに居て──なんとか、ここまで来れた。支えてくれる人が居たから、今まで生きてこられた。すごく感謝してる。すごく幸せだったって思ってる。家族のみんなやＳ棟のみんなみたいに、自分もそんなふうになれたらって思ってる。俺も、八千代ちゃんのこと、支えられたらって思う。きっと雪姫さんも──姉さんも、八千代ちゃんの幸せを望んでる。俺も、八千代ちゃんに、幸せになって欲しい。八千代ちゃんは、幸せになるべきだって思う」

　うまく言葉が出てこない。ただ、それでもいい。それでも構わない。今の自分が言えることなんてたいしたことじゃない。誰だれかの幸せを他の誰かが決めることなんてできない。誰かの感情を別の誰かが決めることなんてできない。そんなことはもちろん分かったうえで、それでも大切な人の幸せを願わずにはいられない。

「帰ろう、八千代ちゃん」

　八千代ちゃんは首を振る。

「ダメ、なんです。私、私はっ、わたっ……私っ……」

「八千代ちゃん」

「私っ、なんかがっ、幸せに、なんてっ……私は、私っ……」

「一緒に、帰ろう」

「わたっ、私…………私はっ……」

「俺には、八千代ちゃんのことが、必要だから」

　傍に居たいから。一緒に居たいから。「だから一緒に帰ろう、八千代ちゃん」

　もう一度、強く抱き締める。「あっ……！」と声が漏もれる。縋りつくように、助けを求めるように八千代ちゃんは首に手を回してくる。「藤倉様っ、藤倉様っ……」呼ばれる名前に応こたえるように、抱き締める手に力を込こめる。

　しばらく沈ちん黙もくがある。ただそれでも、お互たがいに抱擁は緩ゆるめない。お互いの体に触れることで、刹那のぬくもりとつながりを求め続ける。

「わかっ……わかり…………ました」

　先に、八千代ちゃんが口を開く。「言って……言ってくださいっ……。命令、してください。従いっ、ます、から。あなたの、藤倉様の言うとおりに、します、からっ……」

　その息は熱い。苦しくなるぐらいに、ぎゅう、と強く力が込められる「あなたの、言うとおりにっ……」はぁ、はぁ、と八千代ちゃんの荒あらい息が届く。涙なみだまじりの声は、耳元で聞こえてくる。ふたりの頰ほおと頰はぴったりと重なっている。流れる涙が糊のりのように二人の体を強く結び付けているのかもしれない。

「藤倉様の言うとおりにっ、しますからぁ……！　どんなっ……ことでもっ……藤倉様が言うなら、そのとおりにっ……します、からぁ……！　あなたの、言うとおりに、しますからっ……あなたの、藤倉様の言うことならっ、なんでも、どんなことでも、……しますっ、からぁ…………っ！」

　懇こん願がんするような声。ゆっくりと首にかかる両手を離して、八千代ちゃんのことをまっすぐに見み詰つめる。八千代ちゃんの涙は次から次にあふれて止まらない。それでも、八千代ちゃんはこっちを見てくれている。俺のことを信しん頼らいしてくれている。身を任せてくれている。感情を委ゆだねてくれている。

　ゆっくりと、声を出す。

「八千代」

「はいっ……！」

　あえてここは呼び捨てにする。そうすることが自然なようにも思える。

「一緒に帰ろう」

「はいっ……！」

「嫌いやでも、連れていく。八千代のことが、必要だから」

「はいっ……はいっ……！」

　八千代ちゃんの目からは、涙がぼろぼろとこぼれ落ちている。まるでそれは、八千代ちゃんからあふれる感情のように見える。

「だから──俺に、ついてきて欲しい」

「はいっ……はいっ……！」

「八千代、一緒に帰ろう」

「はい、藤倉様っ……！」

　八千代ちゃんはまぶしそうに目を細めて──それから飛びつくように、抱だきついてくる。体を預けてくる。その存在をささげてくる。想いがあふれてどうしようもない。そんなふうに見える。

「藤倉様っ、藤倉様ぁっ……！」

　言いながらもう一度、八千代ちゃんは強く抱き締しめてくる。「藤倉様っ、藤倉様っ、藤倉様ぁっ……！」壊こわれるほど強く。離はなれないように強く。「藤倉様藤倉様藤倉様っ……！」名前を呼ぶことで、その存在を確かく認にんするように。

　大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫。安心するように、八千代ちゃんの背中を撫なでる。

　人は誰も、弱くて臆おく病びようでどうしようもない。だから一人で立ち上がれないときや一人で前に進めないときは誰かの助けがあってもいい。人はそれぞれ別の体と感情があって重なってひとつになることはあり得ないけれど、それぞれの哀かなしさや寂さびしさを想像するくらいのことはできる。そのくらいのことしかできないけれどそのくらいのことはできる。ただ傍にいることくらいはできる。

　自うぬ惚ぼれなのかもしれないけれど、今の八千代ちゃんにとって俺は必要な人間のひとりで今の俺にとっても八千代ちゃんは必要な人間のひとりで、お互いが前に進むためには傍に居ながらこれまでの生活に戻もどるのがいいだろうと思う。八千代ちゃんにとっては、ここで暮らして真霜の家のことや過去のことに囚とらわれているよりも御城学園に居たほうがいいだろうと思う。

　ただもちろんこれは俺の勝手な判断で正解なんてどこにもなくて八千代ちゃんの幸せがどこにあるのか未来や将来はどうなんだと言われると何も分からないけれど、今は今の直感というか感情というか本能に任せて動くしかない。正解は無い。唯ゆい一いつの正しい答なんて誰にも分からないしそもそも存在しないかもしれない。そうである以上信じて決めたとおりに目の前の恐怖も不安も何もかも受け入れたうえで進むしかない。生きていくというのはおそらくそういうことなのだろう。

「それじゃあ──」

　行こう。御城学園Ｓ棟へ。みんなが待つ場所へ。

　誰が犯人なのか。何が事件の真相なのか。分からない部分は残っているけれど──ここであった事件のことは、帰ってから考えれば済むことだ。今は分からないことも分からないままでいい。大切なことは真実を明らかにするなんて自己満足よりも、今ここで目の前に現実にいる自分の大切なものをちゃんと大切に扱あつかうことだ。

　ゆっくりと八千代ちゃんから離れる。もう涙はだいぶ止まっている。少し照れくさいのは、八千代ちゃんも同じなんだろう。目が合って、二人で小さく微笑ほほえむ。

　大丈夫。大切な人を喪うしなった深い哀しみは消えることは無いけれど、それでも日常を生きていける。一緒に居れば、きっと大丈夫だ。

　ふぅ、とひとつ息を吐く。立ち上がる。小さく頷うなずく八千代ちゃんの手を引く。触ふれた手から、確かな信頼が伝わってくる。あとは動くだけだ。自分のできることを、やるべきことをするだけだ。

　障子戸を開ける。一気に視界が開けたような感覚がある。考えてみれば昨日の夜からまだ一日も経たっていない。まるで何十時間も何日も経ってしまったようにも思えるけれど、それはほんのわずかな時間のあいだにいろいろなことがありすぎたせいだろう。

　廊ろう下かへ出る。帰るのなら運転手は環さんがいい。まだ厨ちゆう房ぼうに居るのだとすれば、単純に、来た道を戻ればいいだけで──

「なっ──」

　どういう訳か、足がバランスを崩くずす。そのまま立っていられない。足が地面から離れる。体が投げ出される感覚。視界がぐるりと回る。床ゆかに落ちた背中が痛む。天てん井じようが見える。続けて喉のど元もとに、何か木の棒のようなものを突つきつけられる。そこでようやく、誰かに倒たおされたという事実に気付く。

「藤倉様っ！」

　悲鳴のような八千代ちゃんの声が聞こえる。不意の襲しゆう撃げきで、手を離したことが悔くやまれる。八千代ちゃんは無事だろうか。動こうとすると、ぐい、と木の棒で喉元を押さえられる。突きつけられる木製の武器。棍こんと呼んだほうがいいのかもしれない。

　気配には気付かなかった。一いつ瞬しゆんのことで何も分からなかった。一連の動きについていくこともできなかった。すぐ傍に居る襲撃者、それは黒のスーツを着ているがまだ若い。見たところ中学生くらいだろうか。その容よう貌ぼうは、少年という言葉が相応ふさわしい。やはりその声は若々しく、どこか幼さも感じさせるもので、

「葛くず原はら遊ゆう撃げき隊五将の弐に、葛原左さ京きよう。依い頼らいに基づき藤倉冬とう麻まを確保する」

「同じく葛原遊撃隊五将の参、葛原右う京きよう。依頼に基づき真霜八千代を確保する」

　葛原。その名前はどこかで聞いたことがある気がするけれど思い出せない。八千代ちゃんは──と見れば、立ったままで、黒のスーツを着た少年に捕とらえられている。突とつ然ぜんに現れた二人の少年。その容貌は、まるで双ふた子ごのようによく似ている。

　手を後ろで押さえられながら、八千代ちゃんが声をあげる。

「離しなさい！　あなたたち、この家で、いったい何を──」

「俺の指示だ。何か文句があるのか？」

　知った声なのだろう。八千代ちゃんの表情が変わる。「八千代ごときが、ずいぶん偉えらそうな口をきくようになったもんだ」

　八千代ちゃんの視線の先から、誰かがゆっくりと歩いてくる。背の高い、灰色のスーツの男性。こちらは青年とすべき年ねん齢れいだろう。おそらく20歳代の後半くらい。何か不ふ機き嫌げんなことでもあるのか、眉み間けんのしわが深く、それが印象として強く残る。

「まったくつまらないことで呼ばれたもんだ。殺さつ人じん鬼きが人を殺すのは当然だろうに。なあ、藤倉冬麻？」

　その言葉は、明らかに悪意に満ちている。

　俺のことを殺人鬼と呼ぶということは──10年前の、湖陵銀行立て籠こもり事件のことを知っているのだろう。たった二人、小さな子どもを残して人質も犯人もすべて死んでいた不可思議な事件。確かにあのとき、犯人を殺したのはこの俺だ。犯おかした罪が消えることはない。殺人鬼と呼ばれても、否定はできない。

「間ま抜ぬけな当主じゃあ、こっちも困るってもんだ。まったく俺らが屋や敷しきに残ってたら、こんなことにはならなかっただろうに」

「光こう一いち郎ろう、様……」

　呆ぼう然ぜんとした様子で、八千代ちゃんが呟つぶやく。どこか怯おびえたような雰ふん囲い気きがある。光一郎、と呼ばれた男性は、それに反応して、

「八千代は久しぶりだな。学校はどうだ？　人の家の財産を食い潰つぶして学校に行ってるんだろう？　そりゃあ楽しまないとなあ」

　誰だれかを傷つけるために言葉を吐く。この人はそういう人なのかもしれない。

　光一郎と呼ばれた男性は、ゆっくりと、少しずつこっちに近付いてくる。

「はじめまして、でいいのか。まあこっちはお前のことをよく知ってるけどな」

　床に転がされて動けない以上、必然的に、向こうがこっちを見下ろす格好になる。「俺は真霜光一郎。真霜の分家筆頭だ」

　真霜光一郎。はじめて聞いた名前ではあるけれど──これまで何度か話に出ていた、分家の人間、という想像はつく。

　──分家の人が来る前に。

　それは、時彦さんも八千代ちゃんも言っていたことだ。結論から言ってしまえば、少し遅おそかったということになるのかもしれない。ただそれでも、チャンスをうかがって、喉元にある棍を外せば──

「それは不可能ですよ」

　スーツ姿の少年、葛原左京は、手にした棍、たった一本で巧たくみに動きを封ふうじてくる。

「「お二人とも、行動はこちらの支配下にあります。これからは依頼に基づき、広間に行ってもらいます」」

　続けられる声は、葛原左京、葛原右京の二人が見事に重なっている。

「まあそういうことだ」

　真霜光一郎は、愉ゆ快かいそうな笑みを浮うかべて、姿勢を低くする。値ね踏ぶみするように、ひととおりこっちの顔を眺ながめてくる。それから、右手を伸のばすと──こっちの髪かみを摑つかんで、ぐい、と顔を強引に持ち上げる。

「奇き妙みような真似まねをするなよ。八千代を傷つけたくはないだろう？」

　逃にげようとするな。自分に逆らうな、ということだろう。

　棍はまだ喉元にある。黒いスーツの二人の少年、葛原左京、葛原右京この二人は、真霜光一郎のボディガードといったところだろうか。中性的な顔立ちで幼くは見えるが、その動きには慣れたものが感じられる。八千代ちゃんを助けて逃げるとしても、そう簡単にはいかないかもしれない。

「おい、その左ひだり肩かたはどうした？　怪け我がか？」

　真霜光一郎が不意に尋たずねる。

　自分の左肩。環さんが巻いてくれた白いハンカチには、血がにじんできている。カエデちゃんをなだめるときに包丁で切られたところではあるけれど──直感的に、この人に話す必要は無いと判断する。口は開かない。言うべきことは何も無い。

　そのことが、気に障さわったのだろう。

「おい、黙だまってんなよ、このクズが！」

　左肩を力任せに殴なぐりつけられる。激痛が全身に回る。それでも、耐たえられない痛みじゃない。「聞こえてんのか？　クソが！」怒ど声せいとともに暴力が続けられる。

　分かった。良かった。この人に言わなくて正解だった。自分の判断は間ま違ちがってなかった。もし言えば、カエデちゃんが何をされるか分からない。

　髪を摑んだまま、真霜光一郎は更さらに顔を近づける。

「おい聞いてんのか、殺人鬼。馬ば鹿かなお前にも分かりやすく言ってやるよ」

　薄うすい笑みからも、この人の悪意は隠かくし切れずにあふれている。「その怪我は、雪姫と和弥を殺したときについた傷なんだろう？」

　なるほど、そういう意味か。この人、真霜光一郎は俺のことを一連の事件の犯人だと思っているということだ。それなら──

「俺は、誰も殺してなんかない」

　まっすぐに前を見て応こたえる。目は逸そらさない。

　ほう、と呟いて、真霜光一郎は手を離はなす。頭が廊下の床に当たる。それから、ゆっくりと足を上げると──

「やめてください！」

　八千代ちゃんの言うことを、この人が聞くはずもない。振ふり上げた足は、そのまま怪我をしている俺の左肩を勢いよく踏ふみつけてくる。

　痛みで一瞬呼吸が止まる。人を傷つけることを楽しんでいるんだろう。その表情には愉ゆ悦えつがにじんでいる。

「お前がやったんだろうが！」

　真霜光一郎は繰くり返し左肩を踏みつけてくる。「お前が！　殺したんだろうが！」それでも絶対に声は出さない。出してやらない。

　見ている八千代ちゃんのほうが声を上げる。他人の痛みを、自分のことのように感じているのかもしれない。どうすれば想おもいが届くだろうか。どうしたら安心してくれるだろうか。そんなことを考える。こんな痛みは、たいしたことじゃない。大切な人を喪う痛みに比べれば、なんてことの無いものだ。

「この犯罪者が！　殺人鬼が！　このクズが！」

　痛みから発する声を寸前でこらえる。

　反応が少ないことが不満なのだろう。真霜光一郎は、つまらない、といったふうに、今度は脇わき腹ばらを蹴けり上げてくる。

「こんな危険なやつ、処理すべきだろうになあ」

　真霜光一郎は、やれやれ、といった調子で、「真霜に男児は産まれない。その歴史に反するのなら──真霜の責任で処分すべきだろうに」

　耐えられなくなったのだろう。八千代ちゃんは懇こん願がんするように、

「光一郎様、お願いします。乱暴なことは──」

「黙れ八千代！」

　怒ど鳴なり声が廊下に響ひびく。空気が震ふるえるような大きな声。声で他人を威い圧あつする。大声で他人の言葉を封じる。そうやってこの人はこれまで生きてきたんだろう。誰かを想う幸せはそこにあるだろうか。そんなことを思う。

「八千代、お前、いつから俺にそんな偉そうな口がきけるようになった？　お前は俺に意見できる立場なのか？　言ってみろ！」

　八千代ちゃんの体が震えるのが分かる。ずっと、こんなだったんだろうか。こんなふうに、八千代ちゃんは言われ続けてきたんだろうか。これまでずっと、この家で、こんな扱あつかいを受けてきたんだろうか。

「お前、捨て子の分際で、真霜の人間になったつもりか？」

　真霜光一郎が、どこか苛いら立だたしげに八千代ちゃんのほうに近づく。「お前は捨て子なんだよ。拾われた人間なんだよ。誰にも必要とされてないんだよ。そんな人間が──他人に意見できると思うのか？」

　嫌いやな予感がする。もし何かするつもりなら──その前に動く。いくら葛原左京が優ゆう秀しゆうなボディガードだとしても、人間である以上まったく隙すきがないことはあり得ない。

「おい、言ってみろ八千代！」

　集中する。ゆっくりと呼吸を整える。感覚を研とぎ澄すませる。チャンスは絶対にある。それを逃のがさない。

「──何度でも言います」

　八千代ちゃんが口を開く。「光一郎様、藤倉様に乱暴なことはやめてください」

　きっぱりと言い切る。いつからか、その表情からは、怯えたものが消えている。

　八千代ちゃんは、まっすぐに前を向いて、

「訂てい正せいしてください。藤倉様は、殺人鬼なんかじゃありません」

「わきまえろ賤せん民みんが！」

　真霜光一郎が大きな声を出す。「誰に向かってものを言っている！　殺人鬼はどこまでいっても殺人鬼なんだよ！　一線を超こえたやつが、血に飢うえた獣けものが普ふ通つうの生活に戻もどれるはずないだろうが！」

「藤倉様は、殺人鬼なんかじゃない！」

「こいつは人殺しだ！　殺人鬼だろうが！　こいつは──藤倉冬麻は、復ふく讐しゆうのためにここに来た。そして雪姫と和弥を殺した。誰にでも分かることだろうが！」

「藤倉様は、姉さんを殺してなんかない！」

　八千代ちゃんはひるまない。葛原右京に動きを封じられながら、それでも主張は緩ゆるめない。声を上げることを止やめたりしない。

　これまでずっと自分を傷付けてきたものと、八千代ちゃんは闘たたかっている。目を逸らすことなく、逃げることなく、立ち向かっている。

　いま動くことがベストなのか。それはまったく分からない。それでも今は八千代ちゃんを守らなきゃいけないと思う。守りたいと思う。理り屈くつも計算もそこにはない。たったひとりで闘う八千代ちゃんを──いま、守らなきゃいけない。

「自白させればそれで終わりだ！　殺さつ人じん鬼きに人権があるか！　クソが！」

「藤倉様を傷つけることを──私は、ぜったいに許さない！」

「きさま、まだ言うか、この──」

　苛立たしげな声を上げ、真霜光一郎が手を出そうとしたところで──八千代ちゃんの近くに居る葛原右京と一いつ瞬しゆん視線が合う。動くな、という意志が伝わる。

　巧みに葛原右京は真霜光一郎の動きを制する。八千代ちゃんのことは押さえたままで、決して手は出させない。

　八千代ちゃんを守ったのだろう。その慣れた動きに安心する。俺が殴られたり蹴られたりしたときは完全に放置だった──とは思うけれど、扱いの違いは当然のことだ。八千代ちゃんは真霜の人間で、こっちはただの部外者だ。

　葛原右京は冷静な声で、

「他ほかの皆みな様さまがお待ちです。筆頭が居なければ、何も始まりません」

　その対応が、ひとまず真霜光一郎を落ち着ける。その性格を知ったうえで、こうしたことも慣れている、ということなのかもしれない。

　さすがに忠犬だな、と不満げに真霜光一郎は吐はき捨ててから、

「左京、右京、こいつらを連れて来い。丁重にな」

　くるり、と踵きびすを返す。

　──他の皆様がお待ちです。

　その言葉の通りなら、他にも分家の人間が来ている、ということなのだろう。そこに行ってしまうと、もう逃げられないかもしれない。相手にする人数が増えれば、それだけ対応は難しくなる。今ならまだ三人だ。それなら──

「行きますよ、藤倉さん」

　そんな考えを事前に制するように、八千代ちゃんを捕つかまえている葛原右京が小さく微笑ほほえむ。見れば、八千代ちゃんの拘こう束そくは強くなっている。手を後ろに捩ねじ上げて、八千代ちゃんが苦しそうな表情になる。

　どうやって人を従わせるか。そのことをさすがによく分かっている。こうした場合、傷つけるのは本人じゃなく人質だ。大切な人を傷つけられたくなければ──そのことは実にシンプルで分かりやすい。

　葛原左京、そして葛原右京。二人の動きは冷静で的確だ。その行動には、当然何らかの意図が込こめられている。そう考えれば、ついさっきは、真霜光一郎から、八千代ちゃんのことを助けてくれたように思うけれど──

「「依い頼らいに忠実なだけですよ、藤倉さん」」

　二人の声ぶんの声が綺き麗れいに重なる。

　そして不意に、みぞおちに棍での強きよう烈れつな一いち撃げきが入れられる。

「がはっ……」

　息とともに声が漏もれる。

　続けて後頭部に一撃。揺ゆれる意識で八千代ちゃんの悲鳴を聞く。足に力が入らない。それでもぎりぎりのところで意識だけは繫つなぎ止める。

　葛原左京に葛原右京。不意に思い出す。葛原という名前。確か武ぶ闘とう派はとして知られる家だったはずだ。

　なるほどやはり慣れている。依頼に忠実。そう言ったとおり、自分たちの目的達成に不安な要素は確実に消してくる。となればつまり要するに、逃にげるのなら今が最大のチャンスで──分家の人間が集まる広間に行けば、おそらく状じよう況きようは更に悪くなる。

　それでも、自分を犠ぎ牲せいにすれば可能性は拓ひらける。一いつ箇か所しよに集まっているのなら、足止めする人間が居れば逃げられる可能性は高くなる。でもそれじゃダメだ。それはできない。八千代ちゃんと約束した。一いつ緒しよに帰ると言った。傍そばに居ると約束した。

　自分の能力と限界を知って、そして考える。考えて考えて考えて、出した結論に覚かく悟ごを乗せる。たとえ自分がどうなっても──なんてことは、もう思わない。
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「ヒーローに憧あこがれてたんだ。小さなころから」

　九く樹き宮みや蒼そうが楽しげに口を開くと、またこの話か、といったふうに澤さわ神楽かぐら赤あか人ひとは、うんざりした表情になる。ただ、そんなあからさまな態度も、赤人の雇やとい主ぬしである九樹宮蒼は特に咎とがめる様子はなく、ゆったりとした口調で話し始める。

「正義の味方、と言ってもいいかもしれない。悪を滅ほろぼす正義の味方は、僕にとって憧れの存在だった。自分もそうなりたいと、ずっと思ってきた。そう考えてみれば、僕は小学生のころからあまり成長していないのかもしれないね」

　九樹宮蒼は、華か族ぞくから旧きゆう財ざい閥ばつの流れを汲くむ九樹宮グループの御おん曹ぞう司しであり、現在はその傘さん下かにあるコンサルティング会社の専務理事を務めている。三み十そ路じを迎むかえる年ねん齢れいではあるが、柔にゆう和わな童顔が与あたえる印象は、その年齢よりもずっと若い。

「男ってやつはね、いつだってヒーローになりたがってる。何歳になっても、囚とらわれの王女や、不ふ遇ぐうのお姫ひめ様を助けたいと思ってる。赤人が調べた真ま霜しもの例で言えば、17年前の逃とう走そう劇げきが有名だ。真霜冬ふゆ姫ひめと、産まれたばかりの息子むすこ。その二人を守りながら逃げ続ける巫み剣つるぎ八や雲くも。愛するお姫様のために、あえて自分の家に弓を引いた、巫剣の裏切り者にして最高傑作マスターピース。話を聞いたときは心躍おどったよ。ヒーローは現実にも居るんだってね。それなら自分にもなれるんじゃないかって、そう思った。御み城しろ学園でも、できるだけそうしたつもりだよ。第一期《トップ３》。栄はえある初代の三巨きよ頭とう。わくわくしたよ。ままごとみたいなちっぽけな世界ではあったけれど、何か自分が、特別な存在になれたような気がした。そういう意味では、真霜と巫み城しろには、感謝しなきゃいけないかな」

　九樹宮蒼は、子どものように無む邪じや気きな笑みを浮うかべる。

　純じゆん粋すいな人間。澤神楽赤人は、九樹宮蒼のことをそう評価している。ただ、彼の根源に、純粋であるが故ゆえの冷れい酷こくさがあることも知っている。

「僕のことについては、どういう訳か、巫城のご令れい嬢じようや真霜の人たちには誤解されてるけどね。『真霜の巫女みこ』、その果たす役割、僕はそれをとても尊いものだと思っている。人の命を救う行こう為いは、当然に敬意を表すべきものだ。ただ僕は、少し気になったことを言っただけだよ。九樹宮としてではなく、ただの一個人として。『真霜の巫女』は政治家や財界の、権力のある人間を優先するのではなく、救いを求める者について平等に対応すべき。可能であれば、未来を担になう子どもを優先すべき。──どうかな？　人として至し極ごくまっとうな指し摘てきだと思っているんだけど。別に取引しているつもりはなかったんだけど──何故なぜか真霜雪ゆき姫ひめはそういう解かい釈しやくをしたみたいだね。その条件をのめば、僕が藤ふじ倉くら冬とう麻まに手を出すことはない。そんなふうに考えた。そして真霜雪姫は、すべての依頼を早くこなすことで、その条件に対応しようとした。自分の体力の限界を超えて能力を使った。髪かみが白くなったのはそのせいだろうね。真霜の異能は命を削けずる。能力の使い過ぎによる副作用だ。ただ、それでも政界や財界の連中から不興を買ったというのが面おも白しろいね。彼らは結局のところ、自分が特別扱あつかいされないと気が済まないんだ。自分たちに特別な配はい慮りよがなされないと満足できないんだ。治ち療りようされる日程が遅おそくなった訳でも無いだろうにね。まったく、過ぎた選民思想は醜しゆう悪あくだ」

　ふぅ、と九樹宮蒼はひとつ息を吐く。

「醜悪といえば、赤人が言っていた真霜本家の罪のこともあるね。これはこれで、もちろんそれなりの対応を考えるとして、ちょっと気になるのは分家のほうかな。分家筆頭真霜光こう一いち郎ろう。年齢が近いからよく知っているけれど、本当に、彼は先代当主真霜光みつ政まさの性質をよく引き継ついでいる。表向きには、真霜和かず弥やの前の当主、真霜光政の唯ゆい一いつの子どもだね」

「系けい譜ふとしては、真霜霧きり姫ひめは真霜光政の娘むすめのようですが──」

「真霜光政は再さい婚こんで、真霜霧姫は前夫との子だよ。前夫を殺し、当主の座を簒さん奪だつしたのが真霜光政だね。本当に、真霜光一郎はよく似ている。彼がすべての始まり、というのが実感として分かるよ。光政と同じように、きっと当主の座も狙ねらっているんだろうね。真霜の当主にどれだけの価値があるかは分からないけど──地位と名めい誉よへの執しゆう着ちやくということなら理解はできるかな。ただ、少し目立つようなら、粛しゆく清せいも考えたほうがいいかもしれないかな。内容を調べて出てきたものから判断すれば、一度殺して足りる、という訳でもないかもしれないけどね」

　人は二度殺せないから、仕方ないね。

　九樹宮蒼の感情が揺れる様子はない。粛清。殺害。そういったことに慣れているように見える。

「そうそう、赤人がさっき言ったことを訂てい正せいしておこうかな。『人殺しは死ぬべきだ』なんてことは、僕の思想とはまったく異なるものだよ。『悪人は死ぬべき』。単純にこういうことだ。ただ、何が善で何が悪かを決めることはとても難しい。正当防衛や過か剰じよう防衛、緊きん急きゆう避ひ難なんをどう扱うかも人によって考え方は違うかもしれない。それはもちろん分かったうえで──僕が決めるんだよ。何が善で何が悪なのか、僕がすべてを決めてやるんだ。それがヒーローの覚悟であり責任だからね。怪かい人じんを倒たおす前に裁判が始まって弁護士が何か人権を主張したとしても、そのすべてを蹴けり飛ばして必殺技わざを決めるのが正義でありヒーローであり英えい雄ゆうだ。ただ残念なことは、世の中には、殺しても足りないどうしようもない悪人がいることだ。そしてこれもまた残念なことに──真の悪人は、自ら手を汚よごさないから性質たちが悪い。手法としては、支配下にある誰だれかを使うことが多いのかな。薬による人格の誘ゆう導どうや支配も同じだね。薬で人を治せるのなら、薬で人を壊こわすこともできる。薬で動きを止められるなら、薬で人を動かすこともできる。薬学の持つ影えい響きよう力はやはり圧あつ倒とう的てきだよ。厳密に解すれば、間接正犯や教きよう唆さや幇ほう助じよが成り立つのかもしれないけれど、悪いやつは足がつくようなことはやらないかな。真の悪人は、なかなか表に出てこない。だからこそ、その対処は難しくなる」

「……それは、貴方あなたもそうでしょう？」

　澤神楽赤人の言葉に、九樹宮蒼は小さな笑みを浮かべる。

「確かにそうだね。本当に──性質が悪い」
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　一辺が長い畳たたみの広間は旅館の大部屋を思わせる。部屋の広さに比べれば、集まっている人数は少ない。真霜の分家のなかでも重要な人物しか呼んでいない、ということなのかもしれない。

　上座を空けて両側に二人ずつ。

　真霜光一郎。

　那な珂か嶋しま晴はる久ひさ。

　比ひ奈な川がわ利とし隆たか。

　高こう行ぎよう寺じ栄えい水すい。

　名前を覚えることにおそらく意味は無いけれど、この合計四人が分家の人間、ということらしい。合わせて、そのそれぞれにボディガードらしき人間がひとりにつき三名程度その傍に控ひかえている。スーツ姿の人間が並ぶ雰ふん囲い気きには、御城学園で慣れてはいるけれど、この全すべてがおそらく敵だという現実は重い。葛くず原はら左さ京きようと葛原右う京きよう、たとえこの二人による拘こう束そくをなんとかしたとしても、その次があるということだ。

　真霜光一郎が筆頭ということではあるが、年齢としては一番若く見える。その他三人はどんなに若く見ても40歳は超こえているだろう。特に、白髪しらがの那珂嶋晴久、そして坊ぼう主ず頭あたまの高行寺栄水はかなり高こう齢れいに見える。表情に刻み込まれた深い皺しわはこれまでの人生を感じさせるものだ。

　俺と八や千ち代よちゃん。拘束された二人が同じ部屋に居るという奇き妙みような状じよう況きようであっても──そのことにさほど興味は無いらしい。こういうことがよくあるのだとすれば、本家と同様、真霜の分家にもいろいろ後ろ暗いところがあるのかもしれない。端たん的てきに言えば、人質や拘束や暴力といったことは珍めずらしくもないということだ。

　俺や八千代ちゃんや真霜光一郎が部屋に入っても、一見和なごやかな談だん笑しようは止やむことなく続いている。良いほうの評価を無理やりにでもするのであれば、それだけ物事に動じない大物が集まっている、ということなのだろう。

「まったく、ここは不便なところだわなあ」「それでも、場所を移す訳にもいかんだろう」「大雪にでもなれば問題だが」「道が塞ふさがれれば陸りくの孤こ島とうになる」「やむをえん。土地に根付いてこその伝統だ」「伝統でメシは食えんよ」「ふん、高行寺はそればかりだ」「伝統と格式があるからこそ信しん頼らいが得られる」「そのとおり」「まあ暖簾のれんみたいなものかね」「しかし、和弥も惜おしいことだ。まだ若い」「分家を追い出した罰ばつだろう。同情の余地はない」「先代よりはましだったと思うがねえ」「得たものは何もない。一事が万事あの人は守り一いつ辺ぺん倒とうだ」「臆おく病びよう者だったからな」「経営のことはそれぞれが考えるべきだろう」「まあそうだな。先代のことがあったこその分散だ」「要は『真霜の巫女』をどうするかだろう？」「筆頭と当主の協議で構わんだろう」「分家は不要ということか？」「違ちがう。それぞれが責任を持って動いているということだ」「まあ、細かい話は時とき彦ひこが来てからだわなあ」

　発言から推測できる性格としては、坊主頭の高行寺栄水が分かりやすい。特段真霜の歴史に興味は無いらしく、いかに利益を上げるかが彼にとっては重要らしい。その他の三人としては、意見の濃のう淡たんはあるけれど、相応に真霜の歴史を重要視しているのが分かる。

「失礼します」

　その声とともに、障子戸が開けられる。一礼して、真霜時彦が入ってくる。横顔には、やはり隠かくしきれない疲ひ労ろうが見える。そのすぐ後ろに寄り添そうのは、赤い和服と包帯姿の巫剣東とう子こさん。やはり歩き方はどこかぎこちなく思える。

　時彦さんは俺と八千代ちゃんが居ることに驚おどろいた様子もなく、一いち瞥べつするだけで部屋の上座へ進む。はじめに時彦さんが座り、すぐ傍そばにぴったりと東子さんが腰こしを下ろす。このあたりは婚こん約やく者の距きよ離りということだろうか。よく考えてみれば、この二人が揃そろうのを見るのは初めてのことだ。和服の二人はこの部屋の雰囲気によく合っている。

　この二人がかたちだけの婚約者なのか、それとも想おもいが通じ合っているのか。そのあたりは知らないけれど、少なくとも、時彦さんが東子さんのことを気き遣づかっている様子なのは伝わってくる。過去に巫剣で起こった火事。それが影響しているのかもしれない。

　丁てい寧ねいに頭を下げて、時彦さんが口を開く。

「分家の皆みな様さまには、ご足労いただき深く感謝申し上げ──」

「なあ時彦、型にはまったことは無しでええ。わしらも忙いそがしいんだわ」

　高行寺栄水が割り込むように、「何があってどうしたいのか。聞きたいのは当主としての考えだわな」

　当主として。そのあたりを強調する。

　その言葉に、真霜光一郎は不ふ機き嫌げんそうに舌打ちする。和弥さんが死んでしまった以上、当主は必然的に次期当主だった時彦さんになる。そのことが、真霜光一郎としては気に入らない、ということなのかもしれない。

「なんだ光一郎。別に当主になりたい訳じゃないのだろう？」

　これには白髪の那珂嶋晴久が口を開く。落ち着いた語り口は、年ねん齢れい相応の深みを感じさせる。

　ふん、と真霜光一郎は吐はき捨てるように、

「どこの馬の骨ともわからん奴やつを当主に据すえる感覚が分からない、というだけだ」

「それでも、これは真霜和弥が決定して、分家が承認したことだ」

「そんなことは今いま更さら言われなくても分かっている」

「それなら不ふ遜そんな態度は控えるべきだろう。ここは真霜本家の敷しき地ち内。その意味が分からない訳じゃないだろう」

「真霜の掟おきてに逆らうつもりは毛頭ない。痛くも無い腹を探さぐるのは止よしてもらおうか」

　どこか雰囲気が悪くなる。真霜の分家といっても、ひとつにまとまっている訳では無いらしい。

　まあ皆もそういうことだわな、と高行寺栄水がまとめて、

「時彦、まあある程度は分かっとるからな。なるべく短く簡単に頼たのむわ」

　歳としのせいか、長話は眠ねむくなってかなわんわ。そんなふうに続ける。

　ありがとうございます、と真霜時彦はもう一度礼をしてから話し始める。

「状況から。まずは『真霜の巫女みこ』である真霜雪姫について。殺されたのは昨日深夜から今朝にかけて。頭を割られています。続けて当主である真霜和弥。殺されたのは本日今朝方。時刻はおそらく雪姫より後。凶きよう器きとして使われたものは、おそらく雪姫と同じでしょう。同様に、頭を割られています。和弥に関しては、発見されたのは屋や敷しきの中ですが、雪姫と同様、殺されたのは屋敷の外だと思われます」

　沈ちん黙もくがある。ただその沈黙は、殺人という事態に驚きよう愕がくしているというより──それぞれの出方をうかがっている、というふうに見える。

　時彦さんは、菊きく野のさんの自動車事故のことは語らない。おそらく意図的に語らないのだろう。確かに真霜の本家、そして分家に関して言えば、菊野さんの事故は特に関係の無いものではある。あえて避さけたような不自然さが感じられたのは──時彦さんとしても、語りたくないことだから、ということなのかもしれない。親しかった菊野さんの死は、時彦さんにとって重いのだろう。

　なるほどなあ、と高行寺栄水が口を開いて、

「和弥を中に運んだのは？　まあそいつが犯人だわ」

「今のところ、誰の手によるものかは分かっていません」

　時彦さんが答える。

「殺さつ人じん鬼きが居るのに、いまさら犯人もないだろう」

　真霜光一郎はつまらなそうに、「さっさと自白させてしまえよ。それで終わりだ」

「時彦、この情報はどこまで出ている」

　那珂嶋晴久が尋たずねる。

「ここに居る皆様限りのものです」

「警察は」

「真霜の方針が定まってからで良いと考えます」

「そのほうがいいだろう」

　言いながら、那珂嶋晴久が頷うなずく。

　まあ連中は、書類が揃ってればええわな。高行寺栄水は笑いながら、

「このご時勢、牢ろう屋やに入りたいやつはいくらでもおるわな。どうとでもなるわい」

　それは言うとおりだが、と那珂嶋晴久は言って、

「わざわざ事件にする必要もないだろう」

「そうか？　死し刑けいにまではならんと思うがなあ」

「そういうことではない。殺人事件が起こった、という事実がマイナスということだ」

「殺しなんて珍しくもありゃせんよ。ここに来る連中にとってはなおさらだろう？」

「慣れているから良い、ということではない。品格の問題だ」

　那珂嶋晴久の言葉に、時彦さんも頷いている。

「おっしゃるとおり、この件はあくまでも事故として処理したいと考えます。落石による事故ということになるでしょう。不自然さを無くすために、二人同時に事故にあった、ということにします」

　違い和わ感かんが離はなれない。命の扱あつかいがやけに軽く感じられる。

　自分が犯人扱いされないのは良いことだ。そのことは間違いない。うまくやれば、何事もなく無事に帰れるかもしれない。事件ということになるのであれば、ある意味誰だれも悪くないということになる。犯人なんていない。誰も悪くない。それは望んでいたことでもある。ただそれでも──どこか目の前のやり取りが納なつ得とくできない。

　時彦さんは、こんな人だっただろうか。時彦さんを養子にしたのは和弥さんだったはずだ。和弥さんは時彦さんを溺でき愛あいしていたとも聞いている。雪姫さんのことも、時彦さんは大切に思っていたはずだ。家族だったはずだ。それなのに──

「それでええわな。光一郎？」

　高行寺栄水が促うながして、

「それは本家の問題だ。当主の一存で決めればいい」

　そっけなく真霜光一郎が答える。

「それじゃあ、あとは『真霜の巫女』だわな」

　高行寺栄水の言葉に、時彦さんが頷く。

　ここはおそらく、時彦さんから聞いていたとおりの話だ。

「巫女は八千代にやらせます。ただご存知のとおり、八千代は真霜の養子です。真霜の異能を、傷を治す能力を持っている訳ではありません。あくまでもかたちだけの『真霜の巫女』です。八千代に能力がないぶんは──私が助けます」

　言いながら、時彦さんは懐ふところからナイフを取り出す。鋭するどい刃はが照明を反射する。

　黒服の連中、分家のボディガードが警けい戒かいするのが分かる。

　ただ、時彦さんは、そのナイフで、特に説明もないままに──自分の左手をざっくりと傷つける。すぐに鮮あざやかな赤い血が噴ふき出す。

　時彦さんの突とつ然ぜんの行動に、皆があっけに取られている。それはそうだろう。自らを傷つける行こう為いが、まったく迷い無く行われている光景は不可思議で理解しがたいものだ。

　ただ次の瞬しゆん間かん、時彦さんはその傷口に右手で触ふれて──ついさっきまであった傷は、まるで手品のように跡あと形かたも無く消えてしまう。

「こりゃあ……」

　そこに居る全員が息を飲むのが分かる。

　真霜の異能。傷を治す能力。直接目にすると、やはりそれは奇き跡せきとしか言いようがない。おそらく八千代ちゃんも、時彦さんが能力を使うのは初めて見たのだろう。その表情からは戸と惑まどった様子が伝わってくる。

　時彦さんは、まっすぐ前を向いて、

「何故なぜ私が真霜の養子になれたかといえば──この能力を持っているからです」

　時彦さんにそれが──真霜の異能があることを、俺はもう知っている。かつてはその能力で助けてもらったこともある。そしてその理由が、時彦さんの出生の秘密にあることも分かっている。

　和弥さんと霧姫さんの間に生まれた、本当の子ども。真霜にとっては、産まれてはならない直系の男子。それが真霜時彦だ。

　ただ時彦さんは、あえてそのことは話さない。真霜の伝統。時彦さんがそこを外すことはない。真霜の歴史を曲げようとはしない。時彦は真霜の歴史に囚とらわれている。環たまきさんが言ったことは、真実なのかもしれない。

「それは、他ほかの人間の傷を治すことも可能なのか？」

　冷静に那珂嶋晴久が尋ねる。

「もちろんです。試ためす必要があるなら──」

「ええわええわ。よう分かった」

　高行寺栄水が割って入る。「わしらで試されてもかなわんわ。老いぼれは、ちょっとの傷でも死にかねんからな。晴久もいいだろう？　ええな。さすがに奇跡の異能だわ。よう知らん子どもを養子に、って聞いたときは驚おどろいたもんだが──そりゃあ和弥が時彦に惚ほれ込んだのもわかるわな」

　そこで、はぁ、と真霜光一郎はひとつ息を吐いて、

「だからといって、あのムスメを『真霜の巫女』にする必要があるのか？」

　あのムスメ、とは八千代ちゃんのことだろう。つまり、真霜光一郎としては、八千代ちゃんを『真霜の巫女』にするのは反対ということだ。

　八千代ちゃんを御城学園に連れて帰るのなら、この場では反対されたほうがいい。真霜光一郎が言うことは、無事に帰りたい俺や八千代ちゃんにとっては救いになるはずだ。それなのに──何ひとつ良いほうの想像ができないのは、この人、真霜光一郎の性格によるものだろう。

　居並ぶ分家の他の人間についても、あまり良い印象は無い。人の命を軽く見ている。人間を人間として見ていない。そんなふうに思えて仕方が無い。これがただの勘かん違ちがいであれば──それでいいのだけれど。

「他に適任が居るならそれでもええがなあ」

　これまでの発言どおり、坊ぼう主ず頭あたまの高行寺栄水は分かりやすい。「しっかり仕事して、しっかり稼かせいでくれればそれでええわな。時彦がやりやすいようにすればええ」

　金さえ稼げるのなら内容は問わない。詳しよう細さいは時彦さんに任せる。つまりはそういうことなのだろう。

　那珂嶋晴久は淡たん々たんとした調子で、

「変化は最小限にしたほうがいい。巫女は八千代でいいだろう」

「お言葉どおり、変化は最小限にするつもりです。当主と『真霜の巫女』を喪うしなっている今の事態において、無用の混乱は避けるべき。そう考えます」

　時彦さんの答に、那珂嶋晴久は満足そうに頷く。

　ただ、真霜光一郎としては、やはり不満らしく、

「養子が当主と巫女をやる時点で、いまさら混乱も何も無い」

　吐き捨てるように言って、「真霜の歴史も軽くなったもんだな」と続ける。

「真霜の歴史を軽かろんじているつもりはありません」

　時彦さんは即そく答とうして、「現状、可能な対応としては、これが最善と考えます」

　真霜光一郎は、批判的な視線を向けて、

「何も答になっていない。真霜の歴史をどう考えるか、ということだ」

「外部の人間は、『真霜の異能』をもって血統の証明と見るでしょう。それがある以上、何も問題はありません」

「ふん、今はいいとして次はどうする。真霜の歴史をここで止めるか」

「私と東子の子が、その重責を果たします。表向きには、八千代の子どもということにすればいいでしょう」

　二人の会話。その言葉がまったく頭に入ってこない。言っていることの意味が分からない。おそらく考え方そのものが異なっているんだろう。歴史、血統、伝統。それは誰かが幸せになるうえで、大切にすべきものだろうか。誰かを大切にするうえで、必要なものだろうか。

「雪姫のやり方には不満もあった。そこをどう解消するかだ」

　那珂嶋晴久が話題を変える。

　雪姫のやり方。それはどういうことだろうか。短い言葉ではあるけれど、姉さんのことを──雪姫さんのことをあまりよく思っていなかったことが分かる。

「可能な限り配はい慮りよします」

　端たん的てきに時彦さんが応こたえる。それ以上のことは語らない。ただその表情には、何かしらの決意も感じられる。

「あれは頑がん固こだったわなあ」

　理想は分からんでもないがな、と高行寺栄水は続けて、「命にはな、はっきり優先順位をつけてやったほうがええ。誰もが平等なんてのは、思考停止の言い訳だわ。命で金は買える。それが現実だわな。文句なんてありゃあせん。そんなことは誰でも知っとるわ。前みたいに金のある人間を優先すればええ」

「政治への配慮も必要だろう」

　那珂嶋晴久が言う。

　高行寺栄水は苦笑いで、

「政治連中の扱いは、ちょっと雪姫は悪かったらしいわな。まあ和弥の対応が下手だったせいもあるわなあ」

「そのせいで政治への影えい響きよう力が減じている。早急に改善すべきだろう」

「まあ、単純に金払ばらいが悪かったんかもしれんわな。政治の連中にとっては、票のほうが体にはええ。選挙に落ちればただの人だわ」

「真霜として献けん金きんはしていたはずだ。金こそ票であり、政治が金を呼ぶ」

「まあ、何にせよ政治とのつながりは欠かせんわなあ」

　その会話に、真霜光一郎が言葉を挟はさむ。

「そういう意味では、死んでくれて良かった、とも言える」

　ふぅ、と大きくひとつ息を吐はいて、「後を継つぐのが養子だというのは不満だが──すべては真霜の繁はん栄えいのためだ」

　その言葉に、他の分家の人間も頷うなずいている。真霜光一郎の言葉に納得している。そんなふうに見える。

　死んでくれて良かった。

　すべては真霜の繁栄のため。

　そんな、くだらない言葉に。

「替かわりがおったのが良かったわな。時彦の能力なら充じゆう分ぶんだわ。まあ、雪姫もよう働いてくれたわなあ」

「ふん、死んでしまえばそれまでだ」

「光一郎、死者を冒ぼう瀆とくするな。真霜のためによく働いてくれた。それは確かな事実だ」

「結果を見ているだけだ。努力だけなら馬ば鹿かでもできる」

「まあ問題は政治への対応だわな」

「政治家連中はプライドが高い。早めに対応しないと手て遅おくれになる」

「なんでも早いがええわな。よろしく頼たのむわ」

「さっさとやれよ、時彦。これは分家の決定だ」

　この人たちは──まるで人を駒こまのように考えている。人の死を、まるで部品の消失のように語っている。

　真霜を動かすひとつの部品。それがただ無くなっただけだ。交こう換かんすれば済むことだ。和弥さんの死も、雪姫さんの死もそんなふうに語られている。

　真霜の家のために。真霜の繁栄のために。それに何の意味があるんだろうか。まったく理解できない。姉さんが守ってきたものは、大切にしてきたものは──こんなものじゃないはずだ。

　胸のあたりが痛くなる。呼吸が苦しくなる。

　姉さんは、何のために。どうして。そんな感情の揺ゆれを抑おさえられない。

　この人たちが、こいつらのことが──許せない。出そうになる声をかろうじて抑える。ひとつ大きく息を吐く。手のひらが汗あせで濡ぬれているのが分かる。

　時彦さんはうやうやしく頭を下げている。口出しすべきことじゃないんだろう。それは分かっている。これは真霜の家の問題で、外の人間には関係ない。お前は何も分かっていない。そんなふうに言われてしまうんだろう。

　それはそうだ。そのとおりだ。真霜の歴史なんてまったく知らない。家の重さなんて分からない。いま自分の中にあるのは感情に任せた理り不ふ尽じんな怒いかりだ。雪姫さんのことが軽んじられている。そのことに対する単純な怒りだ。ただ、その感情が間ま違ちがっているなんて思わない。思えない。

　不意に、葛原左京の拘こう束そくが強まる。棍こんで首のあたりを締しめ付けられる。

「すみません。動かないでくださいね」

　小声で念を押される。無意識に体が動いてしまっていたのかもしれない。

　落ち着け。冷静になれ。そんなふうに自分に言い聞かせる。今は落ち着くべきだ。今が動くべきなのかどうか。それをしっかり判断しなきゃいけない。八千代ちゃんと二人で逃にげるために、考えて、決めて、動く。チャンスはおそらく一度きりだ。冷静になれ。冷静に。ゆっくりと息を吐く。呼吸を整える。こんな怒りは──ほんの一時のものだ。

「ひとことだけ、言わせてください」

　凜りんとした、八千代ちゃんの声が聞こえる。そのほうを向く。

　拘束されたままでも、その目はまっすぐに前を見み据すえている。分家の連中の怪け訝げんそうな視線にも、八千代ちゃんはたじろがない。

「誰だれかの命を救うことを、救えることを、姉さんは誇ほこりに思っていました。真霜の家のためではなく、目の前で苦しんでいる人のために、姉さんは自分の能力を使っていました。そのことは、みなさまにも申し上げておきたいと思います」

　まったくひるむことなく、責めるような口調で言い切る。

　それが気に障さわったのだろう。

「きさま、生意気なことを……！」

　苛いら立だたしげに、真霜光一郎が立ち上がる。

　高行寺栄水は、やれやれ、といった調子で、

「まあええわな。雪姫はようやっとった。それは事実だわ」

「ただそれが、政界や財界から反発を招いたのも事実だ」

　那珂嶋晴久は突つき放すように言う。他人の意見を尊重する、受け入れる、といった雰ふん囲い気きはそこには無い。

「ふん、そんなことはどうでもいいことだ。俺は単純に、下げ賤せんのムスメがこの場で発言することが非礼だと言っている」

　言いながら、真霜光一郎は、ゆっくりと八千代ちゃんに近づく。「まったく偉えらそうに意見するようになったもんだ。それとも、分家のことは下に見ているということか？　まあ、わざわざ屋や敷しきから追い出すくらいだからなあ！」

　他人を威い圧あつするような声。それでも八千代ちゃんは動かない。

「ふん、その反はん抗こう的な目はなんだ？　自分がどういう立場か分かってるのか？」

　真霜光一郎は、ぐい、と力任せに八千代ちゃんの髪かみを摑つかむ。

　自分の感情が不安定になるのが分かる。声が出そうになるのをこらえる。飲み込む息のせいか胸が苦しい。喉のどのあたりが熱くなる。感情だけで、体が動きそうになる。

「ふざけるなよクソが！　偉そうな口をきくな！」

　部屋中に響ひびき渡わたるほどの怒ど声せいにも、八千代ちゃんは目を逸そらさない。そこには確かな決意が感じられる。負けないという強い意志がそこにある。

「やめろ光一郎。意味が無い」

　明らかに年長者の那珂嶋晴久の言葉にも、真霜光一郎は不満げに、

「口で分からない奴やつは体で分からせるしかないだろう。犬と同じだ」

「効果の無い恫どう喝かつは周囲を不快にするだけだ」

「ふん、躾しつけに文句を言われる筋合いはないな」

「まあ元気なのはええことだわ。それが若さだわ。光一郎も、八千代もな」

　高行寺栄水はなだめるような調子で、「これからのこともある。まあ子どもでもできれば落ち着くわな。そういう意味では、体で分からせる、ということでもあるわ。うまくしつけてやればええ。言うことも、よう聞くようになるわ」

　下げ卑びた笑いが耳に残る。

　那珂嶋晴久は納得した様子で、

「光一郎。そのムスメがそんなに気に入らないのなら──お前の子どもでも孕はらませればいいだろう」

「ああ、それがええわ。なかなかの器量良しじゃないか。そうすればええわな。わしもあと10歳若かったらお願いしたいもんだわ」

　気持ちが悪い。その言葉に吐き気がする。おそらくそこには悪意すらない。ごく自然に当然のことのようにどこまでも他人のことを見下してモノ扱あつかいしている。真霜の分家。その人たちが、何か別の生き物のようにも思える。

　そんな中で、八千代ちゃんが口を開く。

「あなたたちの言うとおりにすれば、藤倉様を解放してくれますか」

　自分の体が、背中のあたりが冷たくなるのが分かる。心臓を直接摑まれて、そのまま握にぎり締められるような感覚。八千代ちゃんは、いったい、何を──

「藤倉様を解放していただけるのなら、あなたたちの人形にでも、何にでもなります。今後は、分家のみなさまの言うことに、決して逆らったりしません。もう一度言います。藤倉様を──解放してください。ここで、いますぐに」

　淀よどみのない声で言い切る。

　いま聞いた言葉が、八千代ちゃんの言葉が──信じられない。一いつ緒しよに帰ると八千代ちゃんは言った。御城学園に、みんなのところに帰ると、八千代ちゃんは決めたはずだ。

　俺を助けるために。俺ひとりだけでもここから逃げられるように。そういうことなんだろうか。違う。絶対にそれは違う。たとえ一人だけ助かったところで、意味なんて何も無い。そのことは八千代ちゃんも分かっているはずだ。どう考えればいい。何を信じればいい。ここはどうすべきだ？　これから──どうすればいい？

　ふん、と真霜光一郎は不満げに、

「おい八千代、お前、交こう渉しようでもしてるつもりか？　ふざけるなよ。お前ごときにそんな価値があると思うのか？」

　声を荒あららげて、もう一度、八千代ちゃんの髪を引っ張る。「思い上がったことをぬかすのも大たい概がいにしろ！　ふざけるなよこのクソが！」

「ええわなええわな」

　高行寺栄水は笑いながら、「これから、本家の運営に八千代が必要なのは間違いないわな。時彦も八千代のことは必要だと言っとるわ。なんといっても、『真霜の巫女みこ』になる人間が無価値なはずもないわな。それに──可愛かわいいお人形さんになってくれるなら、こりゃあ文句も無いわな。年ねん齢れい的にもいいころだわ」

　那珂嶋晴久はつまらなそうに、

「その条件に、藤倉冬麻を解放するだけの価値があるのか？」

「まあ大切なのはこれからのことだわな。それは皆みなの意見が同じだろう？」

「藤倉冬麻が和弥と雪姫を殺した可能性もある。危険は避さけるべきと思うがな」

「なあに、これだけの人数を揃そろえて、危険なんぞ無いわ。そのために葛原もおる。おい光一郎、あの市いち川かわ八雲にも、話はついておるんだろう？」

　高行寺栄水は、にやにやと笑いながら、真霜光一郎に話を向ける。

　何か気に入らないことがあったのか、真霜光一郎は一いつ瞬しゆん、表情を歪ゆがめる。そして、高行寺栄水に聞かれたことには答えずに、

「ふん、まあいいだろう。この場にいつまでも殺さつ人じん鬼きが居るのも不快だからな。お前の言うことを聞いてやる」

　真霜光一郎は、八千代ちゃんの髪から手を離はなして、「左京、藤倉冬麻を連れていけ」ちらりとこっちに視線を向け、静かに告げる。葛原左京が頷き、一歩前に出る。

「待ってください」

　反発するように、八千代ちゃんが口を開く。「藤倉様を解放するのなら、いまここでお願いいたします。大変申し訳ございませんが──言葉だけでは信用できません」

　真霜光一郎が、不快そうに口元を歪める。

「八千代、きさま、まだ……！」

「実際に見なければ納なつ得とくできません。私が見えないところで、藤倉様が解放される保証はありません」

　八千代ちゃんは、はっきりと告げる。

　考えろ。頭を動かせ。

　どうするべきか。何をするべきか。いったいどう動くべきなのか。

　自分にできることは限られている。まずはとにかく八千代ちゃんを信じることだ。一緒に帰ると言った──八千代ちゃんのことを、信じて動く。

　いまこの場には小さな混乱が生じている。俺のことを解放するかしないか。解放するにしても、この場で解放するかどうか。迷いがある。対応方針が統一されていないことは、動くうえで都合がいい。

　感覚を研とぎ澄すませる。小さな笑えみを作り、高行寺栄水が、「まあ、別に──」と口を開いている。ただそれが場の総意になるとは限らない。真霜光一郎と那珂嶋晴久が同じ判断をするとも思えない。淡あわい期待で博打ばくちはしない。高行寺栄水の言葉で、葛原左京の拘束が弱まるのが分かる。集中する。この隙すきを──絶対に逃のがさない。

　やれるはずだ。動けるはずだ。誰よりも速く。誰よりも強く。このチャンスは、八千代ちゃんが作ってくれたものだ。感情を抑おさえて、考え抜ぬいて、俺のことを信じて──二人で一緒に逃げるために、八千代ちゃんが拓ひらいてくれた道だ。

　小細工は使わない。最小限の動き。突とつ進しんと突とつ破ぱ。拘束が弱まる一瞬に、しゃがみ込み、前へ出る。初速は充じゆう分ぶん。勢いだけで葛原左京の支配を逃れる。

　周囲が遅おそく見える。まっすぐに、八千代ちゃんのもとへ。

　真霜光一郎は相手にしない。厄やつ介かいなのはそのすぐ傍そば。葛原右京だ。八千代ちゃんを捕つかまえている葛原右京。闘たたかい慣れした武ぶ闘とう派は葛原。普ふ通つうにやれば勝てないかもしれない。ただ、完全に隙をついた今なら。二対一で闘える今なら──勝機はある！

　だん！　と畳たたみを蹴ける。たとえ葛原右京でも、八千代ちゃんを押さえたまま闘うのは無理がある。視線がこちらを向く。当然に八千代ちゃんから片手が離れる。この隙を──八千代ちゃんが逃すはずがない。

　八千代ちゃんが体重を乗せた肘ひじ打ちを葛原右京の鳩尾みぞおちに入れる。反射的に葛原右京が飛び退のいて、衝しよう撃げきを軽減する。その動きで完全に八千代ちゃんから離れる。後は勢いのままに駆かけ寄って、八千代ちゃんを抱だきかかえる。触ふれている八千代ちゃんの手に、力が込こめられる。言葉をかわさなくても分かる。想おもいが伝わってくる。八千代ちゃんも怖こわかったはずだ。不安はあったはずだ。それでも闘ってくれた。二人で、一緒に帰るために。みんなが居る御城学園に戻もどるために。

　それなら次は──俺が闘う番だ。

　向こうのフォローは早い。出入り口となる障子戸は、既すでに葛原左京が封ふうじている。手にした棍こんに、敵意が感じられる。近寄れば容よう赦しやなくその棍で打つ。そういうことだろう。それでもこれは予想の範はん囲い内だ。

　真霜の分家。居並ぶ黒服。そのすべてに、立ち向かう。

　状じよう況きようを確かく認にんする。確かに相手にすべき人間は多い。黒服の連中は、おそらく優ゆう秀しゆうなボディガードなのだろう。ただ付け入る隙があるとすればそこだ。彼らはあくまでも、優秀なボディガード。そうであるのなら、何かが起こったときに最優先するのは、分家の人間を守ることだ。ついさっきも、反応できたのは葛原左京と葛原右京の二人だけだった。どれだけの人間が、本来の業務外の行動──逃にげる藤倉冬麻と真霜八千代の二人を確保することを優先できるのか。そこがポイントになる。

　ひとつ、大きく息を吐はく。思っていたよりも、心の中は落ち着いている。張り詰つめた感覚はあるけれど、それでも穏おだやかに冷静でいられる。それはおそらく、八千代ちゃんがすぐ傍に居るからなのだろう。

　さあ、始めよう。推理の時間。そして解決の時間だ。

　きっと長なが峰みねさんなら、どれだけの人数を向こうに回しても、語って騙だまして切り抜けるだろう。まったく同じようにはできないけれど──ずっと近くでそれを見てきた。これまでずっと長峰さんの傍に居た。そのやり方を、知っている。

「お前ら、俺の話を聞け！」

　挑ちよう発はつするように声を上げる。「俺は──雪姫さんと和弥さんを殺した犯人を、この事件の真相を知っている！」

　小さなざわめきが起きる。何か予感しているのか、攻こう撃げきに備える黒服も居る。

　不快感をあらわにして、真霜光一郎が視線を向けてくる。

「人殺しが──何をぬかすか！」

　怒声に空気が震ふるえる。ただこれは構わない。真霜光一郎に期待はしていない。

　分家の他ほかの人間。年配の二人は、これまでずっと余よ裕ゆうを見せつけてきた。それは性質であり人格であり習慣なのだろう。ずっとそうして生きてきた。そのことがすぐに変えられるはずもない。それなら那珂嶋晴久と高行寺栄水は、この発言に食いついてくるはずだ。

「さすがに、若いもんは元気だわなあ」

　思ったとおり、坊ぼう主ず頭あたまの高行寺栄水が反応する。拘こう束そくから逃れた程度、何も問題はない。そんな余裕の表情で、「聞くぐらいは構わんわな。なあ光一郎？」

　どこか楽しげな様子なのは、何か思おも惑わくがあるのか──それともただ単純に、真霜光一郎の反応を、面おも白しろがっているのか。

　真霜光一郎は苛いら立だたしげに、

「ふん、人殺しの戯たわ言ごと、聞く価値など──」

「聞く価値があるかどうかは、聞いてから我々が判断すればいい」

　腕うで組ぐみで、那珂嶋晴久が告げる。「時彦、藤倉冬麻が現場に居たのは事実なのだろう？」

「……それは、確かにそのとおりですが」

　しぶしぶ、といった想いが伝わる声。ちらりと時彦さんの様子をうかがう。

　時彦さんは軽く目を伏ふせて座っている。ただこれ以上は、特に口を出すつもりはないように思える。分家の二人に配はい慮りよしたのかもしれない。この場の力関係では、本家よりも分家のほうが上にある。傍に居る東子さんも、特に何か動きを見せることはない。

　ひとまず、ここまでは上出来だ。八千代ちゃんを畳の上に立たせる。目が合って、小さく頷うなずく。大だい丈じよう夫ぶ。絶対に、二人で一緒に帰ろう。八千代ちゃんは、俺のことを信じてくれている。言葉が無くても伝わる想いは、自分を勇気づけてくれる。

　ふぅ、とひとつ息を吐く。心の中に迷いはない。

「雪姫さんが、真霜雪姫がなぜ殺されたのか。殺されたのが、なぜ昨日の夜なのか。それは、この俺が──藤倉冬麻がこの屋や敷しきに居たからだ。産まれてはならない真霜の男児、それが、この屋敷に来ていたからだ」

　17年前、本家から出ていった真霜冬姫の息子むすこ、藤倉冬麻。本来産まれるはずのない、産まれてはならない真霜の男児。このことは、おそらく分家の人間は知っている。ここについては、多くを語る必要はない。必要なのは今回の事件の前提となる、真霜の呪のろいだ。

「真霜の直系に男児は産まれない。それは決して遺伝上の理由なんかじゃない。それはごく単純に──真霜の当主が産まれた子どもを殺しているからだ。男児が産まれた事実を消しているからだ。嬰えい児じ殺しは真霜の掟おきてであり、真霜の歴史だった。能力が強すぎる男児は、忌いみ子ごとして、当主がその責任において殺さなければならなかった。真霜の家の平へい穏おんのために。真霜の家の繁はん栄えいのために。それは、ずっと昔から。そして今でも続いている」

　このことはどうやら新たな事実らしい。分家の連中も含ふくめて、ここに居る人間が、息を飲むのが伝わってくる。外の気温が上がっているのか、雪が落ちる音が聞こえる。あれだけ積もっていた雪も、少しずつ溶とけ始めている。

「だからこそ、当主である真霜和弥は、俺のことを殺そうとした。なぜなら真霜の男児は、産まれてはならないからだ。17年前にも同じように、殺そうとして、失敗しているからだ。掟を破ることは、当主にとって許されない。掟を無視するには、真霜和弥は臆おく病びようすぎた。昨日の夜は、真霜和弥にとっては、17年前の失敗をやり直すいい機会だった。ただ真霜和弥の想定外のところで、邪じや魔まが入った。それが真霜雪姫だった。真霜和弥は、凶きよう行こうを止めようとした真霜雪姫のことを──間ま違ちがって殺してしまった。結果としては、石で頭を打ち、殺してしまった。つまり、真霜雪姫を殺した犯人は、真霜家当主、真霜和弥だ」

　静かな部屋に、吐き出した言葉がゆっくりと広がっていく。

　八千代ちゃんはすぐ後ろ。俺の背中にぴったりとくっついている。必死に感情を抑えているのが、背中ごしにも伝わってくる。

　和弥さんは八千代ちゃんにとって大切な父親だった。そして雪姫さんは、八千代ちゃんにとって大切な姉だった。そのことは、わずかなやり取りを見ただけでも伝わるものだった。ショックが大きいのは間違いない。ただそれでも、八千代ちゃんは声を上げることなく、じっと耐たえている。そこにあるのは──前へ向かおうとする確かな意志だ。過去が変えられない以上、振ふり返ったところで、できることは何も無い。

　考えて、集中して、頭を働かせて、いまできることに──最善を尽つくす。

「ただ、真霜和弥もその後すぐに殺されている。第一の事件の犯人である真霜和弥はなぜ殺されたのか、いったい誰だれに殺されたのか？」

　自分の語ることが真実かどうかは分からない。単なるひとつの可能性だ。それでも今は押し切る。押し切ってみせる。こんなこともできないようだと、長峰さんに笑われる。

「殺人事件に限らず、犯人はほぼ確実に現場に戻る。臆病な真霜和弥もその例外ではなく、当然に現場に戻っていた。雪姫は確かに死んだのか？　何か証しよう拠こは残してないか？　間違って殺してしまったとはいえ、単なる事故だったとはいえ、心の中にある不安は消えなかった。考えれば考えるたびに、罪の意識はふくらんでいった。現場に行くと、そのときのことを思い出す。罪の意識は更さらに大きくなった。確かに、真霜和弥は、これまで子殺しを行ってきた。今までも多くの命を絶ってきた。ただそれは、自分の覚かく悟ごの中にあったものだ。背負うことを決めたものだ。真霜の掟に従ったものだ。その範はん疇ちゆうをこえて、不意に負うことになった罪は、真霜和弥にとっては重いものだった。そして耐え切れずに──真霜和弥は自らの手で命を絶った。つまり、真霜和弥は、自殺ということだ」

　ざわめきが起こるが、言葉は止めない。

「自殺はおそらく衝しよう動どう的なものだったんだろう。死んだのが外だった、という事実がそれを裏付けている。凶きよう器きは雪姫のときと同じ。血けつ痕こんが残っていることは確認している。自分の頭を石で割ることは、決意さえあれば何も難しいことじゃない。それじゃあ、なぜ真霜和弥の遺体は屋敷の中にあったのか？　別に不思議なことは何も無い。ここのメイドが屋敷の中まで運んだ。それだけのことだ」

　ここのメイド。そこまでの表現にとどめておく。フミノさんとカエデちゃん。そのどちらにしても、すぐに話を聞ける状態じゃない。誰も確認ができないのなら、この推理は可能性のひとつとして成立し続ける。

　さて、まずは第一段階終しゆう了りよう。ここまで聞いて、分家の連中が──どう出るか。

　しばらく、静せい寂じやくがあってから、

「まあ、なかなかの推理だわなあ。なあ晴久」

　高行寺栄水が言って、「ただまあ、根こん拠きよというか証拠というか、そのへんがはっきりせんわなあ」と続ける。

　那珂嶋晴久は、腕組みを崩くずさないままで、

「少なくとも、雪姫が殺されたことについては、藤倉冬麻が直接見た、ということだろう。直接証拠だ。信しん憑ぴよう性せいはともかく、証言もひとつの証拠であることに違いはない」

　ふん、と真霜光一郎はつまらなそうに、

「まったく時間の無む駄だだ。証拠は何もない。ただの空想だったな。たとえこの殺さつ人じん鬼きの言ったことが真実だとしても──何も意味はない。真実を語ることに価値などない。俺たちが決めたことが真実になる。それだけのことだ」

　言葉の傲ごう慢まんさは変わらない。彼らにとって、命の価値はどこまでも軽い。

「まあ、そこは光一郎の言うとおりだわな」

　高行寺栄水が同意して、「真実を明らかにして儲もうかるのは探たん偵てい作家ぐらいのもんだわ。若いもんはあんまり知らんかもしれんがな、警察も司法も小さな集落の単位に任されとった時代もある。干かん渉しようを嫌きらうというか、余所よそ者ものを排はい除じよするというかな。そこに必要なのは正しさじゃなく、秩ちつ序じよを維い持じするための言い訳だわ」

　その言葉には、那珂嶋晴久が口を開く。

「混同している。それは事件をどう取り扱あつかうかの話だ。事実認定の話とは違う」

　高行寺栄水は苦く笑しようして、

「まあ仮に、さっきのことが事実だとして──自殺なら自殺でもええわな。大悪人も政治家も、死ねばみんなが神様だわな。和弥の罪も不問になる。それで何か問題がありそうか？　なあ時彦」

「あくまでも私の考えですが──複雑な事件となれば、説明が多くなります。警察もそれは望まないでしょう。単純に事故とすれば、不要な干渉は招きません。また、おっしゃったことを重ねて私が申し上げるのも恐きよう縮しゆくではありますが、先さき程ほどの推理が正しいという保証はどこにもありません」

　ぴんと伸のびた姿勢で時彦さんが応こたえて、珍めずらしく真霜光一郎も頷いている。

　次の手を打つなら、ここだ。

「証拠ならある！」

　口を開く。声を上げる。その極限まで頭を回して、この現実を切り抜ぬける。注目が集まったことを確かく認にんしながら、もう一度言葉を紡つむぐ。

「真霜家当主、真霜和弥は、遺書を残している。俺はそれを持っている。その内容を知っている。真霜雪姫を殺してしまったこと。自ら命を絶つ理由。そして自らがこれまで行ってきた、真霜における子殺しの歴史。そのすべてを──真霜和弥は、ここにある遺書で告白している」

　自分の胸あたりを、ぽんぽんと叩たたいて示す。服の内ポケット。そこに真霜和弥の遺書なんてない。あるはずがない。俺はそもそも真霜和弥の遺体なんか見ていない。その部屋にも行っていない。自殺のことも勝手な推理だ。まったくすべては言われたとおり、証拠も根拠も何もない。

　高行寺栄水は思い出したように、

「ああ、そういえば子殺しの話もあったわな。あれは事実ということかいな。あまり驚おどろかんかったようだが、晴久は承知のことか？」

「事実だ。私は以前から知っている」

　那珂嶋晴久は即そく答とうして、「そしておそらく──時彦もだな」と付け加える。

　その言葉に、時彦さんは小さく頷くだけで応える。

　この事件のこと。そして真霜の掟のこと。時彦さんは──どう思っているんだろうか。何を考えているんだろうか。その動きからは、感情を読み取れない。

　那珂嶋晴久は、特段表情を変えないままで、

「掟の子殺しなどたいしたことはない。先代は──いや、もう先々代ということになるのか。真霜光政は、掟以外の子どもも殺している。余所の女に作らせた自分の子どもだ。理由は知らん。光政の蛮ばん行こうは、知っている人間はとっくに知っている」

「そうかそうか。噂うわさはあったが、まあ光政ならやりかねんわな」

「あいつは、真霜に入る前からそういう気質はあった。真霜の掟に触ふれたせいでああなった、という訳ではない。光政の子どもで、生きることを許されたのは、光一郎ともう一人だけだ。あれはあれで妙みようなところを気にしていたからな。一いち姫ひめ二に太た郎ろうとでも考えていたのだろう。男がひとりで女がひとり。それだけだ」

　自分の父親のことでも、真霜光一郎は忌いま々いましげに、

「ふん、他ほかにもあれの子が居たのか。初耳だな」

「もう死んでしまった人間だ。気にすることはない。それよりも今は──目の前にある問題をどうするかだろう。遺書を残すのは、臆病な和弥らしい行動だ。あながち噓うそでも無いだろう」

　那珂嶋晴久の言葉をきっかけに、ゆっくりとこっちに視線が戻もどる。

　ひとつ息を吐はく。気持ちを落ち着ける。

　ここから、交こう渉しよう開始だ。できるだけ感情は抑おさえて語る。

「真霜の当主が、事故とはいえ、人を殺してしまったこと。そしてこれまで真霜で行われてきた子殺しの歴史。これが公表されれば、真霜の家にとっては大きな傷になる。世論に敏びん感かんな政治はこれを嫌うはずだ。そうなれば、真霜がこれまでどおりの影えい響きよう力を持てるはずもない。ただ、このまま俺と八千代ちゃんを帰してくれるなら──この遺書は公表しない」

「ふざけたことを！」

　真霜光一郎が声を荒あららげる。「人殺しが偉えらそうに何を語っている！　お前が遺書を持っているなら、八千代もあわせて二人とも捕とらえてしまえば終わりだろうが！　そんなものが取引になるつもりか？　お前、自分の状じよう況きようを分かってるのか？」

　状況なんて分かってる。分かったうえで、こうするのが最善と判断した。それだけだ。

　前を向く。真霜光一郎と視線が合う。こんなやつには負けない。絶対に、負けたりしない。

「遺書は既すでにデータ化してある。後は、ボタンをひとつ押すだけだ。一秒もかからない。それより早く俺の動きを封ふうじることができるのなら──やってみればいい」

　真霜光一郎は、見下すような調子で、

「まったく、人間のクズは噓をつくのも下手だな。馬ば鹿かな人間が生きているのも不ふ愉ゆ快かいだ。ここではな、携けい帯たいの電波は通じないんだよ。固定の回線をいくつか引いているだけだ。噓をつくのなら、もっとマシな──」

「馬鹿はそっちのほうだ。微び量りようでも電波が飛んでいれば、あとは技術の問題でしかない。巫城グループの資金力と、その才能から超常フエノミナと呼ばれた筧かけいカンナ。御城学園に揃そろった条件でそれが不可能だと考えるのなら、試ためしてみればいい。もう一度言ってやるよ。俺と八千代ちゃんを解放するなら、遺書は公表しない」

　もちろん噓だ。何もかも噓だ。ただのハッタリでしかない。

「貴様……！」

　真霜光一郎は、怒いかりで震ふるえている。俺の言い方が気に障さわったんだろう。「人殺しの分際で、この俺を愚ぐ弄ろうするつもりか！」

　その真霜光一郎が、分家の筆頭が、偉い人間が、偉そうな人間が、こんな素人しろうとの噓も見み抜ぬけないのか。何も分からないのか。長峰さんになら、こんな矛む盾じゆんだらけの噓が通用するはずもない。こいつは馬鹿だ。単純に馬鹿だ。何もかも──最低だ。

「若わか僧ぞうに教えておいてやろう。そんなことで、政治への影響力は揺ゆらがない」

　那珂嶋晴久が貫かん禄ろくたっぷりに言い切る。「そもそもの考え方が間ま違ちがっている。ここに来なければ命が助からない。真霜を頼たよるのはそういう人間だ。相手が悪あく魔まであったとしても、手段を選べる状況ではない。愛する我が子を助けるためなら、親は闇やみ医者にでもすがるだろう。そういうことだ。さっきも言ったはずだ。掟おきてによる子殺しよりも、先代の蛮行のほうが罪深い。ただ、そのことでさえも真霜を揺るがすことは無かった。残るのは単純に、真霜としての品格と誇ほこりの問題だ」

　姉さんが殺されたことも、産まれた子どもを殺していたことも、何も問題はない。この人は──つまりそう言っている。胸の中にある不快さがおさまらない。

　まあまあ、と高行寺栄水はなだめるように、

「ただまあ、政治の連中は気まぐれだわな。気を遣つかって悪いこともない。変に問題を大きくせんでもええわな。遺書が出てしまって、自殺や殺人でなんだかんだと手間をかけるより、事故で終わったほうが警察も喜ぶわな。別に、巫女みこになるのは八千代でなくても構わんだろう？　どっかに隠かくし子がおったとでもすればええわ。その藤倉冬麻も、別に拘こう束そくしたところで──」

「ふざけるなよ人殺しが！」

　激げき昂こうした声とともに、銃じゆう声せいが響ひびく。

　まるでスローモーションの映像でも見ているように、目前に赤い霧きりが舞まう。銃口は、俺に向けられている。真霜光一郎が隠し持っていたのだろう。その銃身は短い。ただ痛みは無い。銃じゆう弾だんは当たっていない。寸前で飛び込んできたのは──時彦さんだ。和装の背中が、赤い血でにじんでいく。

　どくん、と自分の心臓が跳はねるのが分かる。嫌いやでも10年前の記き憶おくがつきつけられる。湖こ陵りよう銀行立て籠こもり事件。銃声。悲鳴。転がる死体。人質の中でたった二人、俺と都みやこだけが生き残った、赤い血の記憶。自分の犯おかした罪が体を締しめつける。呼吸が苦しくなる。気持ちが悪い。吐きそうになる。足に力が入らない。聞いたばかりの銃声が、耳に残って離はなれない。

　ダメだ。まだだ。まだ何も終わっていない。こんなところで、立ち止まる訳にはいかない。時彦さんが俺のことを助けてくれた。10年前は母さんに救われた。そして姉さんが居たから──俺はいまここにいる。死んでもいいなんて思わない。まだやれることはある。できることはある。背中にぬくもりを感じる。八千代ちゃんはここにいる。大だい丈じよう夫ぶ。もう少し。呼吸を整える。

「時彦！」

　東子さんが時彦さんに駆かけ寄る。初めて聞いたはずなのに、その声を知っている。不意に頭から水をかけられたような感覚。化学反応が起こったように、全すべての情報がつながっていく。

　第二の事件。菊野さんが殺された事件。

　──罪を犯した人間は、許されないと思うか？

　時彦さんの言葉の意味。黒くろ焦こげだったという菊野さんの死体。誰だれも気づかなければいいと思う。こんなことは、誰も知らなくていい。

　考えている暇ひまはない。当然に現実は止まらない。人を撃うったことで興奮しているのか、真霜光一郎が饒じよう舌ぜつになる。その薄うす笑わらいが不快感を増している。

「分家の筆頭は俺だ。文句はないだろう。殺してしまえばいいんだよ。殺してしまえばいい。所しよ詮せんは人殺しだ。殺したところで何も問題はない。邪じや魔まなやつは消せばいい」

　黒服のボディガードは、俺よりも真霜光一郎の動きを警けい戒かいしているように見える。そうなるとこれは予想外の状況で、発はつ砲ぽうはあくまでも真霜光一郎の単独行動ということだ。

「別のやつがかかったが──まあいいさ。これで分かるだろう。いい実験になる。なあ時彦、それぐらい能力とやらで治せるんだろう？　早くやってみせろよ」

「気をつけろ光一郎。真霜の能力にも限界はある。いま時彦に死なれては困るだろう」

　分家の連中の声が冷静で嫌になる。目の前で発砲があっても、人が傷ついていても、何も感情が揺れることは無いらしい。自分が傷付けられる可能性なんて微み塵じんも想像していない。そんなふうに見える。

「ふん、なんなら死んでもかまわんさ。何の問題がある。所詮は養子だ。つまらない人間だ。下等の人間が当主に？　ふざけた馬鹿げた最低の話だ。死ぬなら死んでしまえばいい。自殺とでもしておけばいいことだ。そのときは俺が当主になるだけのことだ」

「やれやれ、光一郎も父親に似てきたわなあ」

「仮に時彦を喪うしなったとして、『真霜の巫女』はどうするつもりだ」

「能力持ちが居ないか系けい譜ふを漁あさる。どこかに一人くらいは居るだろう」

「誤ご魔ま化かしはきかんぞ」

「こうしている間にも、和弥の遺書はどこかに送られたかもしれんわな」

「誰かが気付く前に、管理会社に話をつければいい」

「一度流れた情報はどうにもならんわ。もし金を生まんのなら──まあ本家もそれまでだわな。そうなら、もう動く必要もないわ」

　見せつける余よ裕ゆうと油断。真霜光一郎が一いつ瞬しゆん視線を脇わきにやる。

　集中する。チャンスは逃のがさない。全身がバネになるような感覚。床ゆかを蹴ける。自分が誰よりも速く動けるのが分かる。空気の流れまで見える。遅おそい。圧あつ倒とう的てきに遅い。誰もついてこれない。こいつらの動きは──遅すぎる！

「なっ──」

　真霜光一郎の手から拳けん銃じゆうを叩たたき落し、畳たたみに落ちる前に蹴り飛ばす。

　何が起こっているのか分からない。真霜光一郎の表情はそんなふうだ。目も耳も体も何もかもが、俺の動きをとらえていない。

　何も分かっていない。こいつは危機感が足りない。拳銃まで取り出して安あん穏のんとしている。先に手を出したのはそっちだろう？　殺してしまえと思ったんだろう？　それなら構うものか。殺してしまえ。構わない。殺してしまえ。殺してしまえ！　殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ！　まるで別人のような声が体中を支配する。

　この運動能力もひとつの異能なんだろう。真霜の異能とは違う別のチカラ。常人を超こえた運動能力。単なる突とつ然ぜん変へん異いなのか、あるいは父親の血によるものか。そしてこの能力には──おそらく殺意が紐ひも付ついている。本当は拒こばむべきものなんだろう。それでも今は、今だけは利用するしかない。利用できるものは利用して、突とつ破ぱ口こうを開く。

　思い切り顔面を殴なぐりつける。真霜光一郎の顔が歪ゆがむ。赤い血が舞う。それでも攻こう撃げきの手は止めない。続けて腹を三発。呼吸が漏もれるのが分かる。まだだ。まだ足りない。こいつの動きを完全に止める。完全に止めて動かなくする。俺ならそれができる。もう一発。殴りつけろ。脳を揺らせ。更さらに続けて顔面に──

　直感が電流のように走る。中ちゆう途とで攻撃を止める。踏ふみ出したぶん、飛び退のくのがわずかに遅おくれる。見えるのはもう一丁の拳銃。暗い銃口。再び銃声が響く。

「がっ……」

　衝しよう撃げきで思わず声が漏れる。太もものあたりで何かが爆ばく発はつした。そんな感覚がある。撃たれた左足が熱い。赤い血が噴ふき出す。動かそうとすると、激痛が全身を走り回る。

　なるほど。こんなやつでも真霜の分家筆頭だ。奥の手ぐらいは用意している。

　大丈夫。頭はまだ冷静だ。視界もはっきりしている。感覚には微塵の狂くるいも無い。手も足も動く。動かせるはずだ。前をしっかりと見み据すえる。このくらいの痛みはなんでもない。それなら──まだ闘たたかえる。まだやれる！

「ふざけるなよ！　ふざけるなよ、このガキが！」

　真霜光一郎は頰ほおをおさえている。その鼻からは血が出ているのが分かる。口からの出血もあるのだろう。その声には揺らぎがある。

「この俺を傷付けた罪、その命だけで償つぐなえると思うなよ！　貴様ごときが！　この人殺しが！　いいか、今から──」

「動かないで！」

　部屋中に響く大きな声に、視線だけを動かす。

　八千代ちゃんが拳銃を真霜光一郎に向けている。蹴り飛ばした拳銃を拾ったのだろう。対応が早い。現実が見えている。どうすればいいか。何をすればいいか。しっかり判断して動いている。やるべきことを知っている。八千代ちゃんは諦あきらめていない。できることはすべてやって、最善を尽つくして──闘うことをやめていない。八千代ちゃんを守るなんて俺の自うぬ惚ぼれだったんだろう。一いつ緒しよに闘って、一緒に帰ろう。こんな奴やつらにくれてやる命はどこにもない。

　あたりがしんと静まりかえる。どちらが先に動くか。そんな緊きん張ちよう感かんがある。真霜光一郎もさすがに軽々しくは動けない。拳銃を向けられている現実は無視できない。

　ちらりと時彦さんを見る。その手は東子さんに触ふれている。確かに動いて何かを教えている。致ち命めい傷しようではないように見えるのは、幸運だったとしか言いようがない。

「……おい八千代、貴様、この俺を撃つつもりか？」

　真霜光一郎の言葉にも、八千代ちゃんは淡たん々たんと応こたえる。

「ご存知のとおり、私は巫剣で育てられました。銃器の扱あつかいには慣れています。この距きよ離りで、外すことはあり得ません」

「身の程ほどを知れ。俺の命を奪うばうことが許されると思うのか」

「もしあなたが、自分のことを特別な存在だと思っているのなら──愚おろかなことです」

「ふざけるなよ小こ娘むすめが！　真霜に拾ってもらった恩を、仇あだで返すつもりか！」

「私を救ってくれたのは、父の和弥であり、姉の雪姫です。あなたではありませんし、真霜の家でもありません。私はもう──真霜の家のために、動くことはありません。真霜の名も必要ありません。あなたと同じ真霜の名など、汚けがらわしいものでしかありません」

　俺には分かる。八千代ちゃんは、真霜光一郎をわざと怒おこらせている。そこにあるのは、確かな俺への信しん頼らいだ。

　動く。動ける。地面を蹴る。これで左足が動かなくなっても構わない。真霜光一郎の意識は八千代ちゃんに向いている。八千代ちゃんが作ってくれたチャンスを──絶対に逃したりしない！

「あああああああああああああああああ！」

　叫さけびが口からこぼれる。撃たれた痛みが全身に回る。

　真霜光一郎が俺の動きに気付く。それでもやはり遅すぎる。圧倒的な運動能力で一気に距離を詰つめる。拳こぶしは届く。真霜光一郎をもう一度殴り飛ばす。体が浮ういたところに、肘ひじでの一撃を続ける。手にした拳銃が、真霜光一郎から離れることを確かく認にんする。殴った自分の左手には、もう感覚が無い。出血もあるけれど、痛みも麻ま痺ひしてよく分からない。

「藤倉様！」

　行動は速い。八千代ちゃんが俺のことを信じてくれたように、こっちももちろん八千代ちゃんのことを信じている。すぐに八千代ちゃんが肩かたを貸してくれる。時彦さんのことは気になるけれど──振ふり返ることはできない。時彦さんのことが心配なのは、八千代ちゃんも同じだ。それでも自分の想おもいを押し殺して、前へ進んでいる。

　黒服連中は動かない。おそらく動けないのだろう。この場では自分の主人を守るのが優先される。俺の能力は見たとおりだ。そして八千代ちゃんは拳銃を持っている。主人の安全だけを考えるなら、ここは動かないのが正解だ。厄やつ介かいだと思っていた二人、葛原左京と葛原右京も動かない。

　障子戸を勢い良く引く。ようやくここまで辿たどり着いた。視界が大きく開ける。外は晴れているのだろう。差し込む光で廊ろう下かは明るい。あとはもう逃にげるだけで──

「おい、廊下は走るなよ。危ないだろーが」

　少し走ったところで、ひときわ背の高い人に鉢はち合あわせする。印象的なのは、左の頰にある大きな傷。嫌いやな予感がする。咄とつ嗟さに八千代ちゃんより前に出る。目前の男性は、何かに気付いたらしく、

「お前、藤倉冬麻だな」

　ぐい、と強引に頭を摑つかまれる。「ちょうど良かったぜ。お前を捕つかまえとくよう頼たのまれてたからな」動きが速い。その手は大きい。右手一本で、体を軽々と持ち上げられる。その握あく力りよくで、頭が割れそうになる。

「市川さん！」

　八千代ちゃんが声を上げる。そうか。この人が──市川八雲だ。今まで何度か話に出てきていた。巫剣の最高傑作マスターピースとまで言われた人。俺のことを捕まえるよう頼まれたということは──この人は、敵なのか？

「離はなせ……よ、このっ……！」

　体格の差なのだろう。手も足も市川八雲には届かない。頭を摑んでいる右手を外そうとしても、こっちの体勢が悪すぎる。たとえ運よく離れたとしても──左足が動かない状じよう況きようで、この人を突とつ破ぱすることができるのか。本能が察知している。この人は強い。それならどうする。一体どうすればいい？

「市川さん！　事情を説明する暇ひまはありません。今は藤倉様を離して──」

「悪いな八千代。一応、捕まえとけってことだぜ？」

　思い出す。環さんは言っていたはずだ。市川八雲は動かない。自分の大切な人を守るのを優先する。その言葉と、目前の現実に齟そ齬ごがある。それなら状況が変わる何かがあったはずだ。市川さんは八千代ちゃんとも面識がある。何もないのに、こんなことをするとも思えない。ただそれでも、たとえば、大切な人を、人質に取られているとしたら──

「そいつを殺せ市川八雲！　その殺さつ人じん鬼きを、藤倉冬麻を殺してしまえ！」

　廊下に声が響ひびく。真霜光一郎が追い付いてくる。

「止まりなさい真霜光一郎！」

　すぐに八千代ちゃんが対応する。銃口を真霜光一郎に向けて、その動きを制する。そして、静かに、決意に満ちた声で、

「市川さん、藤倉様のことを離してください。私は、市川さんのことは──撃うちたくありません」

　おそらく八千代ちゃんは、市川さんとは親しくしていたのだろう。言葉からはそのことが伝わってくる。ただそれでも、敵対するのであれば、傷つけても前へ進むと言っている。その決意に、覚かく悟ごに──俺はいったい何ができる？

「八千代ちゃん！」

　判断する。声を上げる。「走れ！　逃げろ！」八千代ちゃんなら分かるはずだ。今なら確実に、ひとりだけなら逃げられる。共とも倒だおれになるよりはそのほうがいい。

　諦めたわけじゃない。何を選んで何を優先するか。ひとりだけ残されても、生き延びられれば俺の勝ちだ。そう簡単にくたばるものか。時間を稼かせげばきっと──八千代ちゃんが、そして巫城のお嬢じよう様さまが助けに来てくれるはずだ。そのために、ここは八千代ちゃんの安全を優先する。

　それでも八千代ちゃんは動かない。

　その小さな肩をかすかに震ふるわせながら、

「ふざけんな馬ば鹿か!!」

　大きな声。久しぶりに聞く。八千代ちゃんの怒った声だ。「一緒に居ると言ったでしょう？　一緒に帰ると言ったでしょう？　ひとりだけ逃げろ？　なんですかそれは。いったい何を言っているんですか。いい加減にしてください！　藤倉様は相変わらず馬鹿ですね。馬鹿だ。本当に馬鹿だ！　あなたは何も分かってない！」

　言い切ると、はぁ、と八千代ちゃんはひとつ息を吐く。

　それからは、ゆっくりと落ち着いた声で──

「私の体も、私の命も、私の心も、そのすべては藤倉様と共にあります。罪も罰ばつも責任も、覚悟も決意も行動も、後こう悔かいも哀かなしみも喪そう失しつの痛みも、すべてあなたと共に背負います。あなたのためなら、誰だれかを傷付けることも、怖こわくはありません。あなたが居ない未来なんて──もう、私にとって何の意味もありません。何の価値もありません。それでも、もし藤倉様が嫌だと言うなら、ひとりで逃げろと言うのなら──」

　静かに、八千代ちゃんの手にする拳けん銃じゆうは、市川八雲に向けられる。

「引き摺ずってでも、一緒に帰りますから」

　たとえ、親しくしていた人間を──市川八雲を傷付けたとしても。そこにあるのは揺ゆるがない決意だ。

　八千代ちゃんの言葉に、市川八雲は目を細める。その目は穏おだやかで優やさしい。

「いい目だな。そして──いい判断だぜ八千代。誰かを守るってのはな、そういうことだ。理り屈くつでも確率でも可能性でもない。固い信念と確かな愛だ。俺も、お前にいろいろ教えた甲か斐いがあるってもんだ。いい選せん択たくだ。なるほどな。これならあのとき──冬姫の赤あかん坊ぼうを助けた俺も救われるってもんだぜ」

　真霜冬姫。それは、俺の母さんの名前だ。

　市川八雲。巫剣八雲。17年前に、真霜の家で起こった逃とう走そう劇げきの主役のひとり。それなら、この人は──

「聞いているのか市川八雲！　藤倉冬麻を殺せ！」

　もう銃口は向けられていない。それでも怖おそれているのだろう。真霜光一郎はわずかに下がりながら、

「何をやっている！　殺してしまえと言っただろうが！」

　市川八雲は、やれやれといった調子で、

「悪いな。お前には言ったことがあんだろ。雇やとわれの人間でもプライドはあるんだぜ？　そんな調子で人が動くと思うなら、お前は上に立つ器うつわじゃない」

「俺の言うことを聞け！　さもなければ、お前の嫁よめは──」

「ああ、それなら、もう終わってるぜ？」

　ひとり、黒服の男が、誰かに蹴けり飛ばされて現れる。

「すっ、すみません光一郎様！　なんとかこう、その、市川紀のり子こは発見し、人質にするよう最善は尽くしたのですが、そのっ」

　明らかに怯おびえた様子がある。結果として真霜光一郎の指示は達成できなかった。そのことを様々に言い換かえて伝えている。

　そして、その後ろからは──

「悪い。遅おそくなったな、トーマス」

　そこに居るのは──秋あき月づき春はる太ただ。御城学園十三期《トップ３》秋月春太。見慣れた長身と、いつもの笑えみで。秋月春太が、そこに居る。

　続いて聞こえるのは、明らかに人数の多い足音で、

「都、さまっ……」

　先に八千代ちゃんが気付く。緊きん張ちようしていた表情が緩ゆるむ。安あん堵どが広がるのが分かる。

　人の波が現れる。巫城のお嬢様を先頭に、まるで軍隊のように規律よく、廊下いっぱいにスーツ姿の連中が続いている。

　近付いてくる。巫城のお嬢様の表情は硬かたい。何か怒っているようにも見える。

「秋月、藤倉と八千代のことを頼みます。それから市川」

　ちらり、とこっちに視線だけ向けて、「私は藤倉を確保するよう言っただけです。怪け我が人に対してその扱いはないでしょう」

　その言葉に、市川八雲は苦笑いで、

「方法は問わない、って聞いたけどな？」

「言い訳は無用です。すぐに藤倉を下ろしなさい」

　足が床ゆかに届く。ようやく頭部が強い握力から解放される。

　巫城のお嬢様と一いつ瞬しゆん目が合うけれど──特に声をかけられることもなく、巫城のお嬢様はすぐにそのまま進んでいく。

　巫城のお嬢様は、広間に入る前に、そこに居る真霜光一郎に目を止めて、

「貴方あなたも中へ。分家筆頭が居なければ話になりません」

　凜りんとした声には、強い意志が感じられる。

「藤倉様！」

　駆かけ寄る八千代ちゃんは、すぐに肩を貸してくれる。そして、春太に視線を向けて、

「お願いします秋月様！　藤倉様を、早く病院に──」

　春太は小さく首を振る。

「安心しろ。都ちゃんから指示は受けてる。『何か怪我をしているなら、真霜時彦に治させるように』ってことだ。まあそのほうが確実なんだろうな」

　真霜の異能。他人の傷を治す能力。巫城のお嬢様も、時彦さんがそれを持っていることを知っている──ということなのだろう。確かにここで治せるのなら、何時間もかけて病院に行くよりもいいように思える。正直なところ、背中を撃たれた時彦さんの状況も気になっている。それはきっと八千代ちゃんも同じだろう。

「そうしないと、都ちゃんの気が済まない、ってこともあるんだろうけどな」

　春太は微笑ほほえんで、「まあ医い療りよう系のスタッフも居るからな。もう大だい丈じよう夫ぶだ。後は都ちゃんに任せればいい」







　部屋の下手側に巫城のお嬢様、そしてその背後にはずらりと巫城のスタッフが並んでいる。巫城のスタッフは40人から50人程度。これまで余よ裕ゆうのあった広間は人で埋うめられている。数の上では巫城のお嬢様が真霜の分家を圧あつ倒とうしている、と言えるだろう。ただ、そのことにどれだけの意味があるのかは分からない。

　畳たたみに飛んだ血けつ痕こんは、ついさっきまで起こっていたことを物語っているが──それでも今のこの部屋は何か、重役会議といったような雰ふん囲い気きがある。まだ耳に残る銃声が、夢の中で起きたことのように思える。

　年長者の余裕なのか、那珂嶋晴久が口火を切る。

「巫城のご令れい嬢じようは久方ぶりだな。爺じいさんは健在か」

「あいにく、世間話をするつもりはありません」

　巫城のお嬢様は、軽く目を伏ふせ冷たくあしらう。「そちらがよろしいのであれば、さっそく本題に入らせていただきますが、いかがですか？」

「やれやれ、わしらも嫌きらわれたもんだわな。昔はあんなに可愛かわいかったのになあ」

　高行寺栄水が吞のん気きにぼやく。こんな状じよう況きようでも、まるで態度は変わらない。何か、自分は絶対に安全だ、という保証があるようにも見える。それともただ単純に、くぐってきた修しゆ羅ら場ばの数が違ちがう、ということなんだろうか。

　正座の巫城のお嬢様は、静かに顔を上げる。

「私からは三つ。まずは藤倉冬麻と真霜八千代。この二人は連れて帰ります。二人は二人の自由意志において御城学園へ戻もどるだけのこと。監かん禁きんや軟なん禁きんなど、まさか真霜がするつもりはないでしょう。このことについては特に異論もありませんね」

　威い風ふう堂々まっすぐに。真霜を向こうにまわしたところで、確かな威い厳げんは揺るがない。相手が歳とし上うえだろうが、その迫はく力りよくでは負けていない。後ろにどれだけの人が居ても、その存在感は際きわ立だっている。

　那珂嶋晴久は静かな口調で、

「他ほかに『真霜の巫女みこ』の適任がいるのなら構わんがな」

「それぐらいのことは、本家の責任において時彦が考えるでしょう。違いますか？」

　話題を振ふられて、時彦さんが応こたえる。

「分家の皆みな様さまも、ご理解ください。適任者はすぐに探します。八千代が望まないのであれば──ここに、真霜に残すべきではないと考えます」

　時彦さんは、丁てい寧ねいに頭を下げている。撃うたれた背中の傷が治っているのは、真霜の異能によるもので、その能力の高さがよく分かる。この短時間で、時彦さんは、あっさりと真霜光一郎と俺の傷も治している。俺の傷で言えば、意外なことに、撃たれた足よりも包丁で刺さされた肩かたのほうが重傷だったらしい。カエデちゃんが包丁に細工をしていたのかもしれない。ハンカチを取ったときに、時彦さんが顔をしかめたことが印象深い。

　巫城のお嬢様は、小さく頷うなずいて、

「次に。これから真霜本家には──後見として巫城が入ります」

　その言葉に、真霜の分家連中がざわつく。聞いていなかったことなのだろう。時彦さんの表情にも明らかな動どう揺ようが見てとれる。

「自ら離り反はんしておいて、今いま更さら戻るのは道理に合わないことだ」

　那珂嶋晴久が口を開く。

　巫城のお嬢様は涼すずしげに、

「以前のようなかたちで戻るのではありません。当主と巫女を喪うしなう事態において、真霜の基き盤ばんが脆もろくなっていることは明白でしょう。それを経営面から支える。それだけのことです」

「何を考えている。真霜を傀かい儡らいにでもするつもりか」

「解かい釈しやくはお好きなように。私は真霜を正しい方向に戻したいだけです。巫城グループが真霜を取り込みたい、今の巫城グループには真霜の力が必要だ、などと貴方がたが考えているのなら──それは自うぬ惚ぼれが過ぎると言わざるを得ません」

「金が入るのなら、まあええわな。その恩おん恵けいにあずかればいいだけのことだわ」

　高行寺栄水は愉ゆ快かいそうに、「巫城のおこぼれでも、それは相当の金額だわな」

　那珂嶋晴久は腕うで組ぐみで、

「面おも白しろい。交こう渉しようならば、何かこちら側へのメリットもあるのだろう？」

「交渉ではありません」

　巫城のお嬢じよう様さまが語気を強める。「これは勧かん告こくであり──警告です」挑ちよう戦せん的な態度が、誰の目からもよく分かる。

「警告だと？　小こ娘むすめが何を言っている」

　那珂嶋晴久が、かすかな苛いら立だちを見せる。「これまでずっと、真霜は本家と分家で成り立ってきた。後見に入りたければ好きにすればいいだろう。金は好きに出せばいい。それで真霜に口を出せるかは、また別問題だ。お前らが真霜を離はなれて、我々がどれだけ苦労してきたと思っている」

　ただ、巫城のお嬢様は、冷静な表情を崩くずさない。

　ふぅ、とひとつ息を吐ついてから、

「なるほど。説明が不足していましたね。──柿かき崎ざき！」

　その声に反応して、待ちかねましたよ、とひとりの人物が、巫城のお嬢様の何列か後ろで立ち上がる。

　深い黒のスーツ姿。この声を、この顔を知っている。巫城を裏から支える家。柿崎の跡あと取とり息子むすこ──柿崎真まことだ。その自信たっぷりな雰囲気も、よく知っている。

　柿崎真は声を張って、

「柿崎家当主代理、柿崎真が申し上げる。本日我々は、真霜分家に連なる企き業ぎよう、及および那珂嶋に連なる企業について、すべてその株式の10％以上を取得したことを報告する」

「なっ──」

　那珂嶋晴久の表情に動揺が見える。今までずっと冷静だったぶん、その影えい響きようは周囲に伝でん播ぱする。ざわめきが次し第だいに大きくなる。柿崎真の言ったことの内容や意味はよく分からないが、分家にとって痛手であることは伝わってくる。

　そんな反応を楽しむように、柿崎真は誇ほこらしげな笑みを浮うかべて、

「その重要性については論を俟またない部分であり、特段の説明は不要と考えるが──今後の株主総会における前向きな対応については、柿崎として期待していることを申し上げておく。以上だ」

　柿崎真が座ると、場が水を打ったように静かになる。

　口を開くのは巫城のお嬢様で、

「これで──伝わったとは思いますが、いかがですか？」

「まあ、総会屋の常道だわな」

　高行寺栄水の言葉に、那珂嶋晴久も続ける。

「汚きたない真似まねをする。自覚があるなら構わんがな」

「巫城も柿崎も何ら違い法ほうな手段は用いていません。それを汚いというのなら──そもそも上場しなければいいことです。そうした企業はいくらでもあるでしょう。違いますか？」

　反論が無いのだろう。巫城のお嬢様の言葉に、誰だれも応えない。

　ただ一人、これまで黙だまっていた、真霜光一郎がゆらりと立ち上がる。

「面白いな。面白い。たった二人の人間のために、ここまでするのか？　なんだこれは？　おい、何か言ってみろよ！」

　二人の人間。それは誰のことを言っているんだろう。俺と八千代ちゃんのことか、それとも──雪姫さんと和弥さんのことなのか。

　分家筆頭、真霜光一郎。どこまでも執しゆう念ねん深ぶかい。何がやつをここまで動かすのか。まったく分からない。まるで亡ぼう霊れいのような、異様な空気がそこにある。

「ふん、馬ば鹿かげてる。あの巫城も堕おちたもんだ」

　その言葉にも、巫城のお嬢様はその眉まゆひとつ動かすことなく、

「状況が理解できないのなら構いません。解釈はお好きなように。ただ、筆頭がこれでは、分家も苦労しますね」

「ああ、貴様の言うとおり──好きにするさ！」

　動作は素す早ばやい。おそらく二つ目の拳けん銃じゆうを拾っていたのだろう。取り上げなかったのはこっちのミスだ。「どうだ！　誰だれ一人動くなよ！　少しでも動いた時点で、巫城都の頭を撃ち抜ぬく！」こいつは、まだ──

「撃ちたければ撃ちなさい」

　毅き然ぜんとした態度で、都は身じろぎひとつしない。「私を殺せばどうなるか。分からないのは貴方だけです。ただ誤解の無いように。これは、私が巫城の人間で無くとも同じこと。人の命を軽く考える人間に、誰が──」

　反応する。思考より体が先に動いている。絶対に都のことは殺させない。絶対に殺させたりしない！

　能力は衰おとろえていない。見える。倒たおすべき相手をとらえる。自分の動きもしっかりと見える。真霜光一郎に拳こぶしが届く。触ふれる。そのまま全身の体重を乗せる。力の限りに殴なぐり飛ばす。真霜光一郎の体は勢い良く、音を立てて畳の上に叩たたきつけられる。

「ふざけるなよ！　人の命をなんだと思ってるんだよ！」

　想おもいがあふれる。声の限りに叫さけびをあげる。「みんな精せい一いつ杯ぱい生きてるんだよ！　毎日を、日常を、大切に生きてるんだよ！　後こう悔かいしながらそれでも生きてるんだよ！　人を殺していい訳があるか！　殺していい人間がいるか！　ふざけんな馬鹿！　お前なんか──絶対に殺してやらないからな！」

　自分の犯おかした罪への懺ざん悔げが混ざる。殺していいような人間が居るのか。答はノーだ。確かに世界は醜みにくくて汚くて殺しても足りないような悪人は居るのだろうけれど、だからといって殺してしまえばいいなんて絶対に思わない。

　罪を犯した人間は一生許されないのか。許されるべきじゃないのか。おそらくそこに答はない。許されようと許されまいと、犯した罪が一生消えることはない。責任も後悔も罪悪感もすべてを背負って──それでも生きていくしかない。

「もうええわな、嬢じようちゃん」

　高行寺栄水が立ち上がる。「後は、うちはうちで好きにやらせてもらうわな」

　その快活な声に、

「『もうええわ』というのが合図でよろしいですね、マスター」

　葛原左京と葛原右京、その二人が綺き麗れいに声を合わせる。

　高行寺栄水はひとつ頷いて、

「まあ光一郎は拘こう束そくしとくのがええわな。拘束したまま送り届ければええわ。丁重にな。ついでに観光でもすりゃあええわな」

「高行寺、貴様、巫城と通じていたということか？」

　那珂嶋晴久の言葉に、高行寺栄水は首を振る。

「そんな暇ひまもありゃせんわ。わしはただ、自分がええように動くだけだわな。掟おきても歴史も時じ代だい遅おくれ。それだけのことだわな。嬢ちゃん、わしはもう退席してもええわな？」

　巫城のお嬢様は、大きくひとつ頷いて、

「後始末はこちらに任せてください。かつては巫女の城と呼ばれた家。真霜にとって悪いようにするつもりはありません」

「なるほど確かに。城があっての殿との様さまだわな」

　高行寺栄水は愉快そうに声を上げて、「左京、右京、準備はええわな。あの藤倉冬麻の相手は大変だったろう。甘いもんでも食べればええわ」

　それは素敵ですねー、と葛原の二人が声を合わせる。

　そのうち一人、葛原左京は、たたた、とこっちに駆かけ寄って来る。どうしても思わず身構えてしまうけれど、その声は穏おだやかなもので、

「藤倉さんにひとつお伝えしておきますね。クズ息子の最後の銃ですが、あれはこちらで弾たまは抜いていました。万全の態勢としておりましたので、そこは誤解なきようお願いしますね。それでも、藤倉さんの最後の一いち撃げき、とても素敵でしたよ」

　黒いスーツに綺麗な笑顔。髪かみは短いけれど、これは──

「またどこかでお会いしましょう、藤倉さん。お手合わせできる日を、妹ともども、楽しみにしています」

　ぺこり、と丁寧に頭を下げる。少年と思っていたけれど、実際のところは──ということなのだろう。手にした棍こんの攻こう撃げき力はよく覚えている。少年と呼ばなくて良かったと心から思う。

　ゆっくりと、巫城のお嬢様は立ち上がって、

「ああ、忘れていました。最後の三つ目がありましたね。ここで伝えておきましょう」

　那珂嶋晴久のほうを向く。座っている那珂嶋晴久を巫城のお嬢様が見下ろす格好。状じよう況きようのせいか、巫城のお嬢様の迫はく力りよくが増している。

「今後、藤倉冬麻と真霜八千代については、真霜の本家及び分家からの、一いつ切さいの接せつ触しよくを禁じます。よろしいですね？」

「……文句があるはずはないだろう」

　不承不承、といったふうに那珂嶋晴久が頷うなずく。

　これで、ここでの出来事も、幕引き──ということだろう。

　さすがは巫城のお嬢様。解決までの時間が短い。あっという間だ。自分の努力は何だったんだ、とも思うけれど、それは別段気にしない。これで八千代ちゃんと一いつ緒しよに御城学園に戻もどれる。無事に日常に戻れる。そのことは、何よりも価値のあることだ。何よりも大切で、自分が望んだことだ。

「やれやれ、藤倉くんも困ったものですねえ」

　どういう訳か、柿崎真が近づいてくる。その意図はよく分からない。これまでのこともある。警けい戒かいすべきなのかもしれない。

　柿崎真は、自分の前髪を手ではらってから、

「どれだけ都が心配したのか、僕が言ってもいいですが──それは止やめておくとしましょう。まあせいぜい感謝してくださいよ。短時間でこれだけ頭を働かせたのは久しぶりのことです。そして、短時間でこれだけの成果が上げられるのは柿崎だけです。見事だったでしょう？　気づいたときには詰んでいるチエツクメイト。それが柿崎の手法ですからね」

　単にひとこと言いたい。そういうことでそれだけのことだ。

　ただ、自じ慢まんげな笑えみも、今は気にならない。柿崎真が助けてくれたことは事実だ。分家の連中を押さえ込んだのも、柿崎の力が大きかったように思える。

「助かった。柿崎、本当に──ありがとう」

　素直に頭を下げる。

　やはり柿崎真は満足そうに、

「別に、お礼を言われることでもありません。都に言われたから助けただけですよ。そして柿崎にとって有益になると判断した。それだけのことです。今後に期待されても困りますからね。まあ、僕のすごさが分かっただけでも──」

　無言で巫城のお嬢じよう様さまが割り込んでくる。柿崎真が簡単に引き下がるのは、お嬢様の雰ふん囲い気きによるものだろう。分家連中と対たい峙じしていたときの、周囲を攻撃するような緊きん張ちよう感かんはまだ続いている。ピリピリした空気が伝わってくる。

　となればここはほぼ確実に、今までの軽率な行動を怒おこられるのだろうと想像がつく。ビンタの一発や二発は当然に覚かく悟ごしたほうがいいかもしれない。往復ならばその二倍だ。

　目が合う。巫城のお嬢様が、まぶしいものでも見るように、目を細める。それがきっかけのように、巫城のお嬢様はふっと表情を緩ゆるめる。

「八千代、それから藤倉も。遅おそくなって、本当にすみませんでした。つらかったでしょう？　そのなかで──本当に、よく、闘たたかいました。ずっと心配していました。心が潰つぶれるかと思いました。二人とも無事で、本当に、よかった」

「都様っ……！」

　八千代ちゃんが、巫城のお嬢様の胸に飛び込む。「ごめんなさい、私、私っ……、私のせいで……、ごめんなさい、ごめんなさいっ……」

　安心したのだろう。八千代ちゃんの声には、さっきまでの緊張したものは無い。小さな子どもをあやすように、巫城のお嬢様は、八千代ちゃんの頭を優やさしく撫なでている。今までの張り詰めた空気は、もうそこには無い。

　ひとつ小さく息を吐く。穏やかな二人の様子を見て、終わったことを実感する。もちろん、考えるべきことは、まだいろいろと残っているけれど。

　とんとん、と春太が肩かたを叩いてきて、

「それじゃあ──悪いなトーマス」

　その大きな両手を広げる。

　何となく、その意味が分からないわけでは無いけれど、それでも一応念のため、

「……春太、何だそれ」

「よしトーマス、俺の胸に飛び込んでこい！」

「……すまん、それはちょっと」

　思わず顔が緩んでしまう。こんなふうに、冗じよう談だんが言い合える。それはとても、幸せなことだ。

　それじゃあ、と言って、春太は半ば強引に、俺の体を背中に乗せる。

　……ちょっと待て。さっきのは本気だったのか。飛び込んでいたら、俺は同級生男子に抱だっこされるところだったのか。

「歩ける！　歩けるから！　大だい丈じよう夫ぶだから！」

　気にすんなよ、と春太は微笑ほほえんで、

「本当なら、ヒロインの胸で、ってのが定番なんだろうけど──まあここは、八千代に譲ゆずっとくのが正解なんだろうな」

　それは春太の言うとおり。誰だれよりもつらかったのは、誰よりも闘っていたのは──きっと八千代ちゃんだ。御城学園に戻ったところで、ここで出来た傷は消えることはない。哀かなしみはいつまでも背負っていくしかない。大切な人が死んでしまうというのはそういうことだ。

「お疲つかれさんだなトーマス。帰ったら、北海道土産みやげがあるからな」

　春太の優しい声に安心する。「楽しみにしとけよ。お前のリクエストどおりだからな」

　後はもう、帰るだけだ。本当に、あと少し。

　春太の背中は広くてあたたかい。疲れたというのはまったくそのとおりで言うとおり。気づけば意識が遠くなって──そのまま眠ねむってしまう。同級生男子の背中で眠るのは、はたして良いことなのかどうか。そんな、くだらない、つまらないことを考えながら、静かにゆっくり目を閉じる。
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　いつもの夢はいつでも同じ。

　散らばる死体と悲鳴と銃じゆう声せい。硝しよう煙えんと血の匂におい。

　消えない罪を、緋ひ色いろの過去を、何度も何度も繰くり返す。




　誰がやった。誰が殺した。




　そこにあるのは女性の死体。

　真っ白な髪が血に染まる。




　お前のせいだ。お前が殺した。

　お前のせいで──殺された。







　目を覚ます。悪い夢には慣れている。ひとつ息を吐いて、自分の鼓こ動どうを落ち着ける。

　ここが車の中だと気付く。いつの間にか、夜になっていたらしい。暗い窓の外では、小さな光が横に流れては消えていく。ほとんど振しん動どうを感じないのは──さすがに巫城グループといったところだろうか。きっといい車なんだろう。高価そうな革かわのシートも寝ね心地ごこちがいい。

　誰かが、頭を撫でてくれている。目が合う。綺麗な黒髪が静かに揺ゆれて、巫城のお嬢様がかすかに微笑む。どれだけの時間が経たったんだろう。ずっとこうしていた──ということも、さすがに無いだろうけど。

「気分は、どうですか？」

　巫城のお嬢様が静かな声で語りかける。お嬢様の柔やわらかな太ももを枕まくらにできるという幸運は、今後もなかなかないだろう。もちろん、気分が悪いはずがない。伝わるぬくもりは、心から安心できるものだ。許されるのなら、もうしばらくこうしていたいと思う。

「もう少しで、学園に着きます。眠っていても大丈夫ですよ」

「……八千代ちゃんは？」

「別の車です。カンナと秋月が居ますから、気が紛まぎれていいかと思っていましたが──今は眠っているようですね。藤倉と同じです」

　そっか、と呟つぶやいて、ひとつ息を吐く。誰よりもつらかったのは、誰よりも闘っていたのは、きっと八千代ちゃんだ。八千代ちゃんも、束つかの間でも、こんなふうに穏やかな時間を過ごしていればと思う。落ち着けば、どうしても哀しい現実を向き合わなきゃいけなくなる。それならせめて、今だけでも。

「……藤倉？　もう、大丈夫ですよ？」

　巫城のお嬢様が問いかけるように呟く。「ここには──私しかいませんから」

　もう大丈夫。その言葉はどういう意味なのか──と考えるより早く、自分の感情が大きく揺れる。体の中で、都の言葉が波は紋もんのように広がっていく。どこかに抑おさえこんでいた想おもいが解放される。胸のあたりが締しめ付けられるように痛くなって、熱いものが、自分の目からこぼれ落ちるのが分かる。

「ごめん、都、俺──」

　声がかすれる。見られないように、自分の腕うでで両目を隠かくす。ずっと抑えていた涙なみだは、一度あふれ出すともう止まってはくれない。歯を食いしばる。胸の中いっぱいに広がる哀しみに必死で耐たえる。

「ごめっ……やっぱり、俺はっ……」

　嗚お咽えつが口から漏もれそうで、喉のどのあたりが痛くなる。「俺の、せいで、姉さんがっ…………死んだって、そんなふうに、しかっ……思えなくてっ……」

　巫城のお嬢様は肯こう定ていも否定もすることなく、ただ優しく頭を撫でてくれる。つらかったですね。哀しかったですね。そんなふうに。あるがままをあるがままに受け入れて許してくれる。そんなふうに。静かに。穏おだやかに──誰よりも優しく。

「うっ、あっ、あ、」

　もうダメだ。かっこ悪い。それが分かっていても止まらない。どうしたってもう涙は止まらず流れている。泣いているのは変わらない。かっこつけても今いま更さらだ。

　せめて顔を伏ふせる。「あ、あああ、あう、あ、ぐ、あっ！」まるで子どもみたいだと思う。巫城のお嬢様の、その存在に安心して、その存在を心から信しん頼らいしている。都の前なら泣いてもいいと、きっとそんなふうに思っている。無条件で信じている。泣き続けているうちに、どうして泣いているのかも分からなくなる。雪姫さんとは会ってほんの少し会話しただけだ。ここまで泣くほどのことなのか。泣いている自分に酔よっているだけじゃないのか。ただ自分のせいで死んだかもしれないという罪悪感が怖こわいだけじゃないのか。泣いて楽になりたいだけじゃないのか。泣いて許されようと思っているだけじゃないのか。いろんな感情が現れては流れて消えていく。よく分からない。自分のことが分からなくなる。それでも涙は止まらない。きっともう、ただ泣くためだけに泣いている。許されるために泣いている。きっとそうだ。自分は最低だ。弱くて脆もろくてかっこ悪くてどうしようもない。

　それでも、こんな俺でも都は優しく頭を撫でてくれる。大丈夫。私が居るから。傍そばに居るから。大丈夫だから。不安なことは──何もないから。10年前と、そして今と。都には守られてばかりだと思う。いつかはこっちが守る側になりたいとは思うけれど、この凜りんとした存在のすぐ傍に並んで立つだけでも、今は精せい一いつ杯ぱいで難しい。

　都の手が触ふれている。そのぬくもりは母親のような無条件の優しさで、ずっとこのままでいたくなる。耳に残る銃声と、記き憶おくの奥にある銃声が、重なって静かに消えていく。窓の外を見る。高速道路を降りたのだろう。御城学園まではあと少し。いつの間にか、暗くら闇やみに浮うかぶ外の光も、にぎやかな街のそれに変わっている。
















　　××月××日




　わたしには、おとうとがいます。

　いっしょには、すんでいないけれど、おとうとです。

　なまえは、とうまです。

　あったら、かっこいいなまえだね、っていいたい。

　おかあさんは、とうまとくらしています。

　そのわけは、とうまのほうがちいさいからです。

　おかあさんはいないけれど、さみしくはありません。







　　　××月××日




　今日は、初めて冬とう麻まに会いに行きました。

　遠くから見ただけです。やくそくなので、声はかけません。

　それでも、すごくドキドキしました。

　運動会、というものを初めて見ました。

　聞いていたとおり、お祭りみたいでした。

　冬麻は、足が速かったです。

　一等賞はとれませんでしたが、速くてびっくりしました。

　実は私も、走ったら速いのだと思います。

　お父さんもお母さんも、妹さんも、とても優やさしそうでした。

　とても幸せそうでした。行って良かったと思いました。







　　　××月××日




　誰だれかを救う仕事は、私に向いていると思う。

　もっともっと、いろんな人を助けられたらいい。

　今日は小さな男の子だった。有名な政治家のお孫さんらしい。

　屈くつ託たくのない笑え顔がおでお礼を言ってくれた。

　おねえちゃん、ありがとう。

　なんとなく、冬麻のことを思い出した。

　今は御み城しろ学園に居るはずだ。私は反対したけれど、元気にしているのなら、それでいい。

　八や千ち代よの手紙には、冬麻のことも書いてある。少し、うらやましい。







　　　××月××日




　用事があって、御城学園に行ってきた。

　にぎやかで懐なつかしかった。クリスマスだ。

　去年、サンタクロースの格好をしたことを思い出した。

　八千代や冬麻には会わないはずだった。

　見られたのは失敗だった。きっとびっくりしたと思う。

　おばあさんみたい、と思われたかもしれない。

　髪かみを染めて行けば良かった。

　時間はかかるけれど、恥はずかしいよりはそのほうがいい。







　　　××月××日




　ひさしぶりに日記を書く。

　朝に日記を書くのもヘンテコだけど、書きたいのだから仕方ない。

　今日は我ながら早起きだ。誰も見ていないけど、胸を張っておくことにする。

　前に、ここに居たとき、しーちゃんと一いつ緒しよにラジオ体操をしたことがある。

　新しい朝は希望の朝。そのフレーズが私はとても気にいった。

　冬麻に会って。

　冬麻と話をして。

　冬麻と一緒に暮らす。

　今日の朝は希望でいっぱい。きっと、いい日になる。
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　花を買うなんてことはせいぜい母の日くらいなもので、入院のお見み舞まいにいい花は何かと考えたところでまったくさっぱり分からない以上、当然のように花屋のお姉さんにお任せになる。自分なりに予算を奮発したのが良かったのか悪かったのか、渡わたされたのは両手に抱かかえるくらいの見事な花束で、これを見たときの長なが峰みねさんの苦笑いが今から目に浮かんでしまう。

　長峰さんは無事だった。そう聞いている。そしてこれから話ができる。自分のせいで長峰さんが入院していることは紛まぎれもない事実で、当然それなら自分が言うべきことはたくさんあるのだろうけど、そのあたりのことはまったく頭の中でまとまっていない。ただただ長峰さんが無事で元気でこれから会えるという現実がいろんな感情よりも上にある。

　御城学園医い療りよう棟とう。面会時間は午後１時から。時計を見れば５分前ではあるけれど、そのくらいは許してくれるだろう。聞いていた部屋の前に辿たどり着くと、ドアのすぐ傍にひとつの花束が置いてある。誰かが来たけれど、そのとき長峰さんは部屋に居なかった、ということだろうか。よく考えてみれば特に約束はしていない。タイミングが悪ければ会えないということもあるのだろう。ベッドで寝ねていることもあるかもしれない。もし眠ねむっていたら起こさないほうがいい。

　ゆっくりと、静かにドアを開ける。

　すぐに真っ白な部屋が目に入って──まるで待ち構えていたように、ビデオカメラを手にした長峰さんが椅い子すに座っている。入院服ではあるけれど、その表情はよく知るもので変わらない。

「ずいぶん豪ごう華かだね。花が歩いて来たのかと思った」

　苦笑いというよりも、楽しげに。その声を聞くだけで、気持ちが楽になるのが分かる。元気そうで良かったと思う。心のどこかでは、まだ不安だったんだろう。無事だと聞いていても、実際に見ないと安心できない。人間の感情は不思議だと思う。

「それだけの花束、持って来るのも大変だったかな？」

「重くはないんでいいですけど──ちょっと恥ずかしかったかもですね」

「藤ふじ倉くらくんなら、かわいいと思ってもらえるよ、きっと」

　言いながら、長峰さんが椅子を用意してくれる。

「かわいいって言われても、別に嬉うれしくないですけど……」

「花はそこに置いておくといいよ。後で、みどりに飾かざってもらおう。藤倉くんが一番乗りだから、一番長く飾れるかな」

　その言葉に、そういえば、と思い出す。一番乗り、ということで言うなら──

「部屋の外に、花束が置いてありましたよ。誰か来てたんだと思います」

「へえ、なんだろうね。来てたのなら、入ればいいと思うけど──午前中は寝てたからね。そのあたりを気にするとは思えないけど、病人相手だと違ちがうのかもしれない」

　長峰さんは、苦笑いを浮うかべる。そうか、と思う。確証はないけれど、きっと長峰さんと、同じ人を思い浮かべている。御城学園第十二期《トップ３》阿あ久く沢ざわ優ゆう。確かにあの人なら、一番乗りでお見舞いに来そうだ。

　ねえ藤倉くん、と長峰さんは楽しげに、

「どうかなこれ」

　言いながら、長峰さんがビデオカメラを指で示す。

「買ったんですか？」

「そうそう。前々から欲ほしいとは思ってたんだけどね」

　長峰さんは、こっちにビデオカメラのレンズを向ける。「まずは名前と年ねん齢れいかな。ほら、自己紹しよう介かいだよ藤倉くん」どうやら録画しているらしい。

「なんで今いま更さら、自己紹介を……」

「なんて言ったらいいかな。いわゆる『ナゾ・解ク・愉たのシミ』だよね」

　よく意味は分からないけれど、ここは従っておくことにしよう。長峰さんは楽しそうにしている。そこに水をさすこともないだろう。新しいオモチャを手にしたときのような、そんなワクワク感は分かるような気もする。

「……藤倉冬麻、17歳、です」

　撮さつ影えい者はよく知っている長峰さんなのに、カメラを向けられると妙みように緊きん張ちようしてしまうのが不思議なところだ。

「それじゃあ──」

　長峰さんは、愉ゆ快かいそうに微笑ほほえんで、「藤倉くんの、初体験プロジェクトはいつかな？」

「……え、あの、長峰さん？」

「藤倉くんのＬＯＶＥなところ、聞いてもいいかな？」

「ちょっと長峰さん！」

「それじゃあ、隣となりに置いちゃおっか？」

「何の話ですか！」

「なるほどー。ちょっとここじゃ照れくさいかなー？」

　……いやそういうことじゃなくて。

　そんな声が聞こえているのかいないのか、大だい丈じよう夫ぶだよ、と長峰さんは微笑んで、

「例のプール、予約してあるから」

「何ですか例のって！」

　なんか見たことあるような気もするけど！

「例の、押しつけてブルブルするやつも……」

「ちょっと待った！」

「押しつけて押しつけて震ふるえる……」

「だから待って！」

　どう考えてもアレな感じのビデオの展開であり、そういうネタだと分かっていてもこのあたりで止とめておくのが良いだろうと思う。ただ、ビデオを手にしたときにそういう台詞せりふを言ってみたいという想おもいは分からなくはない。傘かさを持っている小学生が時に伝説の勇者となり、聖せい剣けんによる斬ざん撃げきを衝しよう撃げき波はつきで繰くり出すようなものだろう。

「もちろん冗じよう談だんだよ」

　長峰さんは小さく微笑んで、「これで、呪のろいのビデオでも撮とろうかと思ってね」

　それも、ちょっと嫌いやだなあ……

「そういえば長峰さん、もう体は大丈夫なんですか？」

　話題を変える。ひとまずカメラからは離はなれておこう。

「おかげさまで。藤倉くんの対応が早かったからね」

「それなら──良かったです」

　同時に思い出すのは、メイド姿に眼鏡のあの人で、「フミノさんにも、お礼言ったほうがいいですよね？」時とき彦ひこさんに聞けば、連れん絡らく先さきぐらいは分かるだろう。

「別に気にしなくていいよ。あの人の扱あつかいは雑だったからね。意識は朦もう朧ろうとしてたけど、何度か木に頭をぶつけられたことを覚えてるよ。とどめを刺さそうとしてるのかと思った。あれは絶対に意図的だね」

　長峰さんとフミノさん。やはり、あまり仲は良くないらしい。「あの人も仕事でやったことだから、別に気にしなくていいと思うけどね。対価のことは何か言われたかな？」

　費用が発生することは分かっていたことだ。相当な金額になる、ということは長峰さんも言っていた。フミノさんには助けてもらった。その代だい償しようがあるのは当然のことだ。

「……やっぱり、お高いんですよね？」

「僕もまあ、土下座の準備はできてるよ。そのときは一緒に」

　フミノさんに土下座して、ということでは無いらしく、「藤倉くんが頼たのめば、都みやこも嫌とは言わないだろうからね」なるほど確かにそのとおり。誰だれに頼たよるかと考えてみても、巫み城しろのお嬢じよう様さま以外にあてもない。とにかく地道にこつこつ返す。自分にできるのはそれくらいだ。もし巫城のお嬢様がダメなら──直接フミノさんにお願いに行こう。長峰さんは苦手にしているみたいだけど、そんなに悪い人じゃないように思える。

「ひとつ、聞いてもらっても、いいですか？」

　声をかけて、長峰さんが頷うなずく。

「謎なぞはすべて解けた、ということかな？」

　真ま霜しもでの事件。第一の事件。雪ゆき姫ひめさんが殺された事件は、おそらく長峰さんの推理のとおりだ。俺のことを殺そうとした和かず弥やさんが、誤って雪姫さんを殺してしまった。真霜の歴史とその掟おきて。そもそもの始まりはそこにある。

　ただ、第三の事件。当主である和弥さんが殺された事件。この真相は未解決のまま残っている。そしてこれは、第二の事件、菊きく野のさんの自動車事故とも関連がある。どうしてそれが起こったのかといえば──これも、真霜の呪い、ということになるのだろう。

「俺は、和弥さんのことはよく知りません。ただ、和弥さんが真霜の歴史や掟にこだわっていたことは分かります。真霜の男児は産まれてはならない。殺さなければならない。だからこそ、和弥さんは俺のことを殺そうとした。殺さなければ殺される。そんなふうに思っていたのかもしれません」

　17年前に殺そうとした人間。それが目の前に現れた。復ふく讐しゆうのためにやってきた。そう考えたのかもしれない。

「おそらく、車のブレーキに細工したのは、和弥さんだと思います。結果として、菊野さんの乗っていた車は谷底に落ちました。ただ、時彦さんも言っていました。菊野さんの身体能力は高い。うまく逃のがれた可能性もある。そうなると──もしあの事故で、菊野さんが死んでいなかったとしたら。車から脱だつ出しゆつして、真霜の家まで戻もどっていたとしたら。そして、雪姫さんを殺してしまって、一種の興奮状態にあった和弥さんと出会ってしまったとしたら」

　根こん拠きよも証しよう拠こも何もない。こんなことは、ただの想像でしかない。

「和弥さんは、ずっと苦しんでいたんだと思います。掟とはいえ、小さな子どもを殺してきた。その罪の意識はふくらんで、ずっと怯おびえていたんだと思います。殺した者に殺される。そんな恐きよう怖ふが、ずっと和弥さんの心の中を支配していて、そして──」

　自分が殺したはずの、車ごと谷底に落ちたはずの、八や重え垣がき菊野が目の前に現れる。それは和弥さんにとって、これまで犯おかした罪の集積にも見えたのかもしれない。真霜の呪い。そんな言葉を、不意に思い出す。

「錯さく乱らんした和弥さんは、菊野さんを殺そうとした。ただ逆に、和弥さん自身が命を落とすことになってしまった。菊野さんに殺意は無かった。単なる事故だった。だからこそ和弥さんを屋や敷しきまで運んで、そして時彦さんに助けを求めた。外で殺されたとされる和弥さんが屋敷の中に運ばれていたのは、単純にそれだけの理由です。ただ、時彦さんもそのとき、別の問題を抱かかえていて──」

　言葉に詰つまる。ここは正直、まだ判断がつかないところだ。

　巫み剣つるぎ東とう子こさん。顔中を包帯で巻かれていた、時彦さんの婚こん約やく者。あの人は──自殺なのか他殺なのか。

　他殺としたほうが、ストーリーはつながりやすい。菊野さんは和弥さんを殺した。東子さんはそれを目もく撃げきしていた。だから口くち封ふうじのために、東子さんは殺された。そうなると、東子さんを殺したのは時彦さんなんだろう。菊野さんを守るための行動。そういうことだ。ただ、これが事実だとは思いたくない。自分の知る時彦さんと、あまりに違いすぎる。時彦さんは、そんな人じゃないはずだ。

「──時彦さんが抱えていた問題は、婚約者である東子さんの自殺です。自殺の動機は分かりません。ひどい火傷やけどを負っているせいで、生きることに執しゆう着ちやくがなかったのかもしれません。あるいは、事件が続いたことによる、衝しよう動どう的なものだったのかもしれません。ここで重要なことは、時彦さんもまた、真霜の家に対して従順であるということです。家が決めた婚約者の存在。それが自殺した、ということは、次期当主として避さけたかった。だから──代役を立てました。それが、菊野さんです」

　時彦さんの選せん択たくは、結果的に、八重垣菊野という存在を消し去ることになる。ただそのことは、菊野さんも承知のうえの行動で──他ほかの人間が、何か言うようなことでもないのかもしれない。

「火傷がひどくて判別も難しい。菊野さんの死体について、時彦さんはそんなふうに言っていました。おそらくは、真霜の力によるものです。温度を上げて、火傷の症しよう状じようを作り上げる。死んでいるのが誰なのか、分からないように細工する。実際に死んでいたのは、東子さんです。そして、東子さんがいた、『婚約者』という立場に、菊野さんがおさまる。これが──第三の事件、そして第二の事件の真相です」

　自分なりの結論。これはその程度のものでしかない。ただ少なくとも、東子さんと菊野さんが入れ替かわっていることは事実だ。時彦さんが撃うたれて、一いつ瞬しゆん聞こえた声。あれは間ま違ちがいなく、菊野さんのものだった。

「菊野さんはずっと前から、時彦さんの傍そばに居ることを望んでいました。内心では──時彦さんもそうだったのかもしれません」

　ただ時彦さんは、真霜の家を捨てるようなことはできなかった。そういう意味では、二人にとっては幸せな結末と言えるのかもしれない。共にいることを望んでいた二人が、これからは一いつ緒しよに暮らすことになる。ただ、犠ぎ牲せいや代償が大きすぎて、祝福する気には、なかなかなれないけれど。

　大変だったね。長峰さんはかすかに微笑んで、

「この話は、他の誰かに？」

「長峰さん、だけです」

　──すみません。そんなふうに続けて、頭を下げる。他の誰かに話したり、真相を明らかにするつもりなんてない。話して楽になりたかった。その相手に長峰さんを選んだ。そういうことだ。また長峰さんに甘えてしまった。そんなふうにも思える。本当は誰にも話さずに、ひとりで背負うべきものだったのかもしれない。

「謝ることはないよ。僕も気になってたからね」

　あえて軽い調子で言っているのだろう。「興味本位の好こう奇き心しん。そんなところだよ。もし言わなくても、こっちから聞いてただろうから、藤倉くんは何も気にしなくていい」

　いつもこんなふうに、長峰さんに救われている。真霜での事件の真相だって、そのほとんどは長峰さんが推理したものだ。もし長峰さんがあの場に残っていれば、もっと楽に事件は解決していただろう。ひとつ歳とし上うえの先せん輩ぱいには、どこまでも敵かなわない。できればこれからも──なんてことを思ってしまうのは、甘えでありわがままなんだろう。長峰さんは居なくなる。卒業までは、あとほんの少しだ。
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　ベッドに座り、長峰亮りよう平へいは楽しげにビデオカメラを眺ながめている。

　呪いのビデオ。その始まりは、きっとこんなふうだ。

　──ひさしぶりだね、藤倉くん。

　誰にも聞こえないよう、小さく呟つぶやく。言葉に出してみると、我ながらなかなか恥はずかしい。夜中にでも、ひとりで作業するのがいいだろう。

「亮平さん、何か言いましたか？」

　榊さかきみどりの穏おだやかな声。長峰亮平は、それに安らぎを感じている。

　死は突とつ然ぜんに訪おとずれるのだろう。それは誰もが同じことだ。自分を悲観することもない。

　覚かく悟ごはある。それでも最後まで、最後の瞬間まで抗あらがってみようと思う。この人が──榊みどりが居るからこそ、そんなふうに思える。

「みどり。ひとつ聞いてもいいかな」

　真霜での事件。確かに、ひととおりは解決されている。ただどうしても、長峰亮平にはひっかかっていることがある。

　きっかけは真霜の掟なのだろう。ただそれは──これまでもずっと続いてきたものだ。これまでの歴史で、真霜和弥の心だけが弱かった、という訳では無いだろう。藤倉冬麻に対して、真霜和弥が向けた殺意は、何か異常なもののように思える。17年前に殺すはずだったとしても──何もせずにやり過ごす、ということでも良かったはずだ。

　何か別の要素があった。そんなふうに思えて仕方がない。

「分かることならいいですけど」

　窓まど際ぎわで花を整えながら、榊みどりが微笑ほほえむ。彼女は薬学のスペシャリストであり、その能力の高さは、他ならぬ長峰亮平がいちばん良く知っている。

「薬で人の心を支配する。それは可能なことかな」

　長峰亮平の問いに、榊みどりは少し考えてから、

「薬だけでは不可能でしょうね。人の心を支配するのは、あくまでも人です。不満と不ふ審しんと不安を煽あおる。そういったところが主になるでしょう。閉へい鎖さ環かん境きようであるのなら、より実効性は高くなります。薬はあくまでも、それを容易にする、ひとつの道具に過ぎません。人によっては、暴力を使うこともあるでしょうね」

　なるほど、と長峰亮平はひとつ頷く。人の心を支配するのは、あくまでも人でしかない。だとするならば──対象となる人間に近い、より親しい人間のほうが可能性は高い。薬の力を借りれば、より楽に、対象となる人物を支配下に置くことができるだろう。

「……亮平さん、また何かするつもりですか？」

　意図的なものだろう。榊みどりの溜ため息いきは深い。

　長峰亮平は優やさしく微笑んで、

「もう終わったことだよ。もう心配はかけない。約束する」

「別に、心配するのは慣れてますけど」

　榊みどりは、どこか皮肉っぽく言ってから、「それより、ちゃんと考えてくださいね」とベッドの横にある椅い子すに腰こし掛かける。

　長峰亮平は苦笑いを浮うかべて、

「なかなか難しくてね。字画とか響ひびきとか流行とか、やっぱりいろいろ──」

「亮平さん、要するに忘れてたんですね？」

　榊みどりは微笑むが──その裏には明らかな怒いかりが感じられる。

「……すみません」

　長峰亮平は素す直なおに頭を下げる。

「謝らなくていいですよ。いい名前、期待してますから」

　どこか、プレッシャーを与あたえる笑顔でもあるが──それも意図的なのかもしれない。

　榊みどりが言うのは、産まれてくる子どもの名前のことだ。

　長峰亮平にしては、珍めずらしく悩なやんでいる。名前というものは、思っていたよりもずっと難しい。考えてみてもしっくりこない。論理的にひとつの答が出るものでもない。それはいわゆる幸せな悩みで、これまであまり触ふれることのなかった感情だ。

　未来は受け継つがれる。それはとても不思議で、幸せなことだ。長峰亮平はそんなふうに思いながら、榊みどりのおなかに触れる。白い肌はだの向こうには、新しい生命が息づいて、悩める父親の名づけを静かに待っている。
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　都内の喫きつ茶さ店てんに、二人の女性が向かい合って座っている。

　ひとりは澤さわ神楽かぐら赤あか人ひと。落ち着いた色のパンツスーツ姿は彼女によく似合っている。とはいえ会社勤めをしている訳ではない。職業は探たん偵ていであり、自じ称しようが許されるのであれば、名探偵である。

　そしてもうひとりは──牧まき村むら環たまき。これまで真霜の本家で働いていた人物である。医師であるため、真霜の巫女みこに近い存在と言える。

「すみません、お忙いそがしいところを突然に」

　澤神楽赤人が丁てい寧ねいに頭を下げる。ビジネス上の社交辞令。外見と服装からはそんな雰ふん囲い気きに見える。

「まあ求職中だからね。そりゃあ忙しいさ」

　牧村環は皮肉っぽく返す。

「真霜はもう辞やめたんですね。それは当主が──真霜和弥が居なくなったからですか？」

「もともと私はね、霧きり姫ひめ専属で雇やとわれてたのさ。霧姫が死んで、そこで辞めるはずだったのをほんの少し延ばした。それだけのことさね」

「真霜にはいつから？」

「大学を出てすぐだから──ああ、もう20年近くだね。そう考えると、それなりには感かん慨がい深ぶかいかな」

「そうなると、先代の当主、真霜光みつ政まさが居たときのこともある程度はご存知ですか？」

　牧村環は、少し考える様子を見せてから、

「ほんの少しだよ。私が入ったときは、もうあれもいい歳だったからね」

「確か、65歳ですね。真霜光政が死んだのは。そして真霜霧姫。こっちが亡なくなったのは53歳。ふたりとも、死ぬには少し早すぎるようにも思えますが──そのあたりのことは、何か知りませんか？　医師として、何か気付いたことでもあれば」

「私の知る限りではあるけど、代々真霜の巫女は早死にだね。能力のこともあるんだろうさ。真霜光政については何とも言えないよ。あんな食生活で長生きできるはずもないさ。本人も覚悟はあっただろうね。それでも65歳までは生きてる。別に早くもないさ」

　なるほど、と澤神楽赤人は綺き麗れいに微笑んで、

「すみません。前置きが長くなりました。今日来ていただいたのは、お伝えしていたとおり、今回、真霜で起こった事件の真相をお伝えするためです」

　牧村環は、澤神楽赤人が語る内容を、特に表情を変えることなく聞いている。その内容は、長峰亮平の推理と別段変わるところはない。

「いろいろ、よく調べたもんだね」

　牧村環は、半ばあきれたように言う。

「探偵ですから。これが仕事です」

　特に悪びれることもなく、澤神楽赤人は微笑んで、「やはり、どこか理解しきれないのは、真霜和弥の行動ですね。どうしてそこまで？　そんなふうに思ってしまいます。続つづき柄がらで言えば、真霜和弥と藤倉冬麻は祖父と孫のはずで──」

「血の繫つながりがあれば殺せない、という主張はあり得ないね」

　牧村環は、言葉を遮さえぎるように、「家族間の殺人は、今も昔も変わらず多い。血の繫がりがあるからこそ、嫌けん悪おし、憎ぞう悪おし、殺害に至る。そんな事例はいくらでも転がってるさ」

「統計上はそうでしょうね」

　澤神楽はさらりと応こたえて、「ただ肉親であるなら、それが故ゆえの躊ちゆう躇ちよや葛かつ藤とうがありそうなものですが、真霜和弥にはそれが無い。こう考えればすっきりするんですよ。真霜和弥と藤倉冬麻には、血の繫がりはない」

　牧村環は何も言わない。それでも、澤神楽赤人は言葉を続ける。

「やはり、この物語に強く関かかわってくるのは真霜光政なんです。彼がどうしようもない最低の人間だ、ということは、貴方あなたも同意してくれるはずですね。さて、その最低な人間は、さまざまな女性に手を出しています。それが、その行こう為いが──戸こ籍せき上は自分の娘むすめである、真霜霧姫にもあったとしたら？　真霜光政のそもそもの再さい婚こんが、真霜霧姫への想おもいによるものだったら？　気持ちの悪い想像ですが、これを事実と仮定して続けます。となれば産まれた子ども、真霜冬ふゆ姫ひめは、真霜光政との間にできた子ども、ということになります。要するに、真霜冬姫と真霜和弥の間に血の繫がりは無い、ということですね。そう考えれば、納なつ得とくのいくことは多いんですよ。出しゆつ奔ぽんした真霜冬姫について、まるで無視でもするように、家に戻もどそうとはしなかったこと。その息子むすこである藤倉冬麻に向けた、過か剰じようなまでの殺意。それはすべて、真霜光政への恨うらみだったのではないか。そう思います。対照的に、血の繫がりのある人間については、真霜和弥はやはり相応の愛情を持って接しているように見えますね。まずは真霜時彦。それから──真霜八千代もそうなのでしょう。見知らぬ子どもを養子に迎むかえる。そんな美談では決してなく、自分の子どもを自分の子どもとして扱あつかった、ただそれだけのことです。つまり、真霜八千代の父親は、真霜和弥ということです。では、ひとつお尋たずねします。真霜八千代の母親は──貴方ですね？」

　牧村環は応えない。静かに目を伏ふせ、ひとつ溜息を吐ついてから、

「母親なら、子どもを捨てるような真似まねはしないだろう？」

「別に、子捨ては珍しいことではないですよ？　今も昔も」

　くす、と澤神楽赤人は微笑んで、「真霜八千代は幼い頃ころ、巫剣で育てられています。自分の目の届く範はん囲い。何かがあれば助けられる範囲。そういったことでしょうね。その当時は、まだ真霜光政が健在だった。真霜に置いておけば、何をされるか分からなかった。間近でいろいろと見てきたんでしょう。そして、ひょっとすれば──貴方も」

　牧村環は応えない。そのまま、澤神楽赤人は続ける。

「ただ今回の真霜での事件は、しっくりしない部分が多いんですよ。特に、真霜和弥はまるで、心でも操あやつられたかのように、執しゆう念ねん深ぶかく藤倉冬麻を殺そうとしている。一方で、殺害の瞬間については、そのやり方が急に雑になるんですよ。まるで殺すこと自体を拒きよ否ひするように。こんな話は聞いたことが無いですか？　催さい眠みん術じゆつがかかっていても、命まで奪うばうことはできない。やはり命のやり取りにおいては、心にストッパーがかかるんでしょうね。ああ、そういえば長峰亮平が刺さされた事件もありました。これも、藤倉冬麻が狙ねらわれて、ということですが──結果として、長峰亮平が傷付けられている。これも、やはり最後の瞬しゆん間かんが雑になっているから、対象が変わってしまった」

　牧村環は応えない。

「今回の真霜での事件において、危険にさらされた人物を考えます。まずは藤倉冬麻、そして真霜雪姫。分家筆頭の真霜光こう一いち郎ろうもそうなのかもしれません。この三人の共通点、貴方なら分かりますよね。これは、あの真霜光政の血を引く人間です。今回の事件は壮そう大だいな復ふく讐しゆうだった。そんなふうに言われても、私は驚おどろきません」

　かすかな沈ちん黙もくがあってから、牧村環が口を開く。

「あと少しで、私の娘が──『真霜の巫女』になるはずだった」

　そして、愉ゆ快かいそうな笑みを浮かべて、「真霜の家が、財産が、私のものになるはずだった。ここはそう言えばいいところかい？」

　この人は──状じよう況きようがよく分かっている。澤神楽赤人はそう思う。

「どうでしょうね。証しよう拠こはありませんから、黒幕も告白まではしないでしょう」

「黒幕とか陰いん謀ぼうとか、大おお仰ぎよう過ぎる話だね。現実がそこまで愉快だったらいいけどさ」

　なんてことない話だよ。牧村環はそんなふうに言ってから、

「八千代にはね、兄が居たんだ。時彦じゃなくてね。産まれてすぐに、殺されたんだ。あんな男の子どもなんて。そう思おうとしたけど──ダメだったね。守れなかった。助けられなかった。考えるのは、そんなことばかりだった」

　コーヒーを口に含ふくむと、牧村環は、ふぅ、とひとつ息を吐く。

「何もかもが滅め茶ちや苦く茶ちやになればいい。ずっと、そう思ってたよ。だけどね、何かするだけの勇気も無いのさ。だから私は、小心で臆おく病びような悪意を、少しずつ積んだだけだよ。それで何か起こったとしても、ただの偶ぐう然ぜんにしか見えないだろうね。それでも裁くつもりなら──好きにすればいいさ」

「貴方が真霜を辞めたのは、正解だと思います。ただ、もう少し早く辞めるべきでした」

　澤神楽赤人はまっすぐに前を見る。「１年でも２年でも。そうすれば──」

「そんなに変わらないさ。結果は、きっと同じだよ」

　牧村環は、伝票を手にして席を立つ。

　そして静かに。ほんの少しだけ哀かなしげに。

「自分の子どもを奪われて、それでもまともでいられるなら──きっと、その母親のほうがおかしいのさ」

　ゆっくりと歩きながら、牧村環は思う。

　確かに、澤神楽赤人は名探偵だ。情報のすべては揃そろっている。ただ、まだ若い。嫉しつ妬とが愛情に優位する、なんてことは考えたりもしないのだろう。

　──なあ環、薬を増やしてくれ。眠ねむれないんだ。

　──私はきっと殺される。殺したものに殺される。

　──どうすればいい？　なあ環、私は、いったい。

　それでも、和弥のことを愛していた。かわいい人だった。心から愛していた。

　だから澤神楽赤人の推理は、ほんの少しずれている。

　私はただ、和弥に愛されていた──真霜霧姫のことが、憎にくかったのだ。許せなかったのだ。霧姫の血を引く人間は、この三人。真霜雪姫、藤倉冬麻、そして、真霜時彦。それは、分家が失敗しなければ──
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　御城学園高等部。第四校舎屋上。

　天気はいいが風は冷たい。日が落ちれば、もっと寒くなるだろう。

　コンクリの上に寝ね転ころがる。長峰さんと、よくこんなふうにして話したことを思い出す。夕暮れに響ひびくハーモニカの音。トロイメライ。特に意味の無いくだらない会話。遠い昔でもないはずなのに、ひどく懐なつかしく思える。もちろんごく単純に、最近は寒いから屋上に出ない、ということもあるけれど。他ほかに誰だれも居ないのも、おそらく同じ理由だろう。

　真霜でのことを思い出す。

　今回の事件が、真霜和弥さんを中心に起こっていたことは間ま違ちがいない。和弥さんは俺のことを殺そうとした。ただ和弥さんが居たから、八千代ちゃんは真霜の養子になった。八千代ちゃんにとって和弥さんが恩人であることは間違いない。大切な父親で、大切な家族だったことは間違いない。そんな人のことをどんなふうに思えばいいだろう。どんなふうに割り切ればいいんだろう。よく分からない。自分以外の誰かが、善と悪を決めてくれればどんなに楽だろうか。そんなふうに思ってしまう。

　不意に、照っていた太陽が隠かくれる。誰かの影かげ。風の流れが変わる。髪かみはまとめているけれど、いつもと服装が違う。ここの、御城学園の制服だ。

「……スカート」

　思わず言葉に出る。見慣れないけれど、八千代ちゃんによく似合っている。

　これからはもう、あの黒い和服は着ないのかもしれない。あれはあれで八千代ちゃんの雰囲気に合っていたけれど──これも、新しい一歩なのだろう。

　八千代ちゃんが慌あわてて数歩下がる。恥はずかしそうに、スカートを両手で押さえている。

「……見ました？」

　む、と睨にらみつけてくる。スカート。その中を見たのか、ということだろう。確かに、ついさっきまでは寝転んでいた。位置的には見えていたのかもしれない。惜おしいことをしたと思う。ただパンツは布だ。布なのだ。

「白？」

　ただの布でありハンカチと何ら変わるところは無いのであって、こんなことを言ってもなんの問題も無い──はずである。

　八千代ちゃんの顔は、すぐ分かるくらいに真っ赤になって、

「馬ば鹿か！　変態！　最低！」

　そしてその手に、お馴な染じみの投げナイフが──

「待った！　ちょっと待った！　さっきの噓うそ！　見てない見てない見てない！」

　必死で否定する。見てもないのに刺されたくない！　見てたら刺されてもいいのかと言われても困るけど。パンツ見ざるものナイフに刺されるべからずんば──すみません。まちがいました。もういいです。語ご呂ろも悪いし意味分かんない。

「藤倉様の言うことなら、信じます、けど……」

　八千代ちゃんは小さな声で、「もっと、……とかだったら、別に……」ごにょごにょと続けている。

　作法でいえば、『え？　何だって？』と返すべきなのかもしれないが、その場合もおそらくナイフが飛んでくるのだろう。ここは自らの身の安全を優先したい。

「制服、似合ってるよ」

　その言葉に、八千代ちゃんはほっとした様子で、

「見られないよう、走ってきた甲か斐いがありました」

　制服姿を他の誰かに見られたくなかった。そういうことだろう。これまで和服を着ていたぶん、八千代ちゃんとしてもまだ恥ずかしいのかもしれない。どんなことでも、慣れるのには時間がかかる。

「こっちでは、雪って降らない？」

　空を眺ながめながら、なんとなく聞いてみる。

「降っても、あまり積もらないみたいですね」

　八千代ちゃんは小さく微笑ほほえんで、「私も、そんなに詳くわしくはありませんけど」

　確かに。八千代ちゃんだって、御城学園での生活は長くない。

「こないだの雪、すごかったなって。なんとなく」

「きっと、こっちでは、見られないでしょうね」

　言うまでもなく、真霜での雪のことだ。

「藤倉様は、雪は、好きですか？」

「どうかなあ。あまり知らないから。ただ、すごく、綺き麗れいだと思った。ずっと、見ていられそうだと思った」

　記き憶おくはどうしても薄うすれていく。あの日、姉さんと見た雪のことも、いつかは忘れてしまうのだろう。生きていくというのは、そういうことだ。

　しばらく、何も話さない時間が過ぎる。それでも特に気まずさは無い。真霜での話題を避さけている、ということもない。言葉をかわすこともなく、ただなんとなく傍そばに居る。お互たがいがお互いの存在を許している。それはとても幸せなものだと思う。

「八千代ちゃん、寒くはない？」

「……いま、足を見て言いましたね？」

「違う違う違う！　ただこう、単純に」

「これ、意外とあったかいんですよ。穿はいてみます？」

「それはさすがに……」

「そうですか？　藤倉様なら、似合うと思いますけど」

　八千代ちゃんが楽しげに笑う。穏おだやかな時間がここにある。深い哀しみを抱かかえながら、それでも前を向いて進む。そんなふうに日常は過ぎていく。生きていく。大切な人を喪うしなっても、それでも。







「二人とも、ここに居たんですね」

　巫城のお嬢じよう様さまが、屋上に現れる。ここでも、そのよく通る声は変わらない。

「すみません都様！　何か──」

　駆かけ寄ろうとする八千代ちゃんを、巫城のお嬢様は手で制して、

「ちょうど良かった、くらいのものです。気にしないでください。それに、二人に用があるのは私ではありません」

　ゆっくりと、こっちに近付きながら、「八千代、制服、似合っていますね」と続ける。さすがにこの貫かん禄ろく。完全無欠のお嬢様だ。

「他に誰か、ってこと？」

　とりあえずは聞いておこう。都にしては珍めずらしく、思わせぶりな口調だった。当然に何かがある、ということなのだろう。つまりは、俺と八千代ちゃんに用がある誰かが居る、ということだ。時期的に考えれば、卒業式に関連することかもしれない。
















「そうですね。体調はまだ万全ではありませんが、本人の強い希望もあります」

　なんだろう。体調がまだ悪いといえば──長峰さんだろうか。急にこの寒空でビデオを撮とりたい、なんて言い出したのかもしれない。ありそうな話だ。もしそうなら、無理やりにでも止めるべきところだろう。

　かすかに、巫城のお嬢様が間を取る。何か確かく認にんするように、屋上への入り口に視線を向ける。

「それじゃあ、こっちに来てもらいましょう」

　その声と、ほぼ同時。

　気付くのは、八千代ちゃんが早い。もう走り出している。すでにその胸に飛び込んでいる。それはそうだろう。八千代ちゃんにとっては──誰よりも、大切な存在だ。

　それは分かる。そのことは分かるけれど、

「え？　あの、え？　都、その、いったい──」

　まだ理解が追いついていない。現実ではあるのだろう。見えていない訳じゃない。

　長かった髪は、短く揃えられている。まるで雪のような白い髪。それはもちろん、よく覚えている。その顔も、表情も、二人で見た雪も、まだ覚えている。真霜雪姫。雪姫さんが──そこに居る。屋上に続く入り口の近く。八千代ちゃんを、愛いとおしそうに抱だき締しめている。雪姫さんが、生きている。

「まあ、見てのとおりですが──」

　まるで事もなげに、巫城のお嬢様が応こたえる。「藤倉が知っているのは、もっと悪い状態の雪姫だった、ということですね？」

　かすかに頷うなずいて応える。悪い状態。そんなものじゃなかった。あれは──死んでいた、としか考えようがない。生き返った。そんなふうにしか思えない。

　すぐ近くで、巫城のお嬢様は静かに語る。

「真霜雪姫は、御み厨くりやフミノによって、長峰とともに運ばれてきました。依い頼らい者は明かしませんでしたが、おそらく真霜時彦でしょう。確かに重傷でしたが、その時点では、死に至るほどのものではありませんでした。もし、藤倉の認識との間に齟そ齬ごがあるのなら──奇き跡せきを起こした誰かが居る、ということでしょう」

　真霜の力。奇跡の異能。それはおそらく──時彦さんだ。その能力の高さは、実際に見てよく知っている。あの人なら、奇跡だって起こせるはずだ。時彦さんが、助けてくれた。雪姫さんを救ってくれた。自分には何もできなかった。自分の能力なんて、肝かん心じんなときに役に立たなかった。使えなかった。かっこ悪くて腹が立つ。それでも雪姫さんが生きているなら──それでいい。

「行かなくて、いいんですか？」

　都が尋たずねる。雪姫さんのところに、ということだろう。

「今はいいよ。八千代ちゃんが居るから」

　そうですか、と巫城のお嬢様はひとつ息を吐ついて、「それじゃあ、今のうちに」言いながら、ぴったりと体を寄せてくる。綺麗な黒くろ髪かみは、風に吹ふかれて静かに揺ゆれている。

　なんとなく、その手に触ふれる。巫城のお嬢様は、静かに握にぎり返してくる。

「都、その──いろいろ、ありがとう」

　改めて言うと、照れくさく思える。顔を向けるのが恥ずかしい。

「構いませんよ。藤倉のためなら、いくらでも」

　都は優やさしく言ってから、「あまり心配をかけられるのも、困りますけど」と続ける。

　確かに都の言うとおり。迷めい惑わくばかりかけている。都がいなければ、俺も八千代ちゃんも無事に帰って来られなかっただろう。巫城のお嬢様には、感謝してもしきれない。

「……すみません。今後は、気をつけます」

　その言葉に、くす、と巫城のお嬢様は小さく微笑んで、

「いくらでも助けますよ。大だい丈じよう夫ぶ。藤倉のことは、いつでも私が守ります。私、最近気付いたんです。大切なものを守るためなら──手段を選ぶべきじゃないって。藤倉、覚かく悟ごしてくださいね？」

　なんとなく迫はく力りよくすら感じてしまうけれど──ここは喜ぶべきところなんだろう。覚悟という言葉に、何か別種の重いものを感じるところもあるけれど。

「じゃっじゃーん！　カンナちゃん登場！　みんなお揃そろいやな！」

　陽気な声でひときわ楽しげに、筧かけいカンナが現れる。「北海道土産みやげで今日はパーティやな！」

　そのすぐ後ろに居るのは、大きな箱を抱えた秋あき月づき春はる太た。箱にでかでかと書かれた文字は『クマカレー』。さすがは春太。確かになるほどリクエストどおり。ただ正直なところ、エビやイクラのほうが気になるけれど……。

「お、やっちん、その美人さん誰だれや？」

　カンナが、入り口近くに居る二人に気がついて、「紹しよう介かいしてなー。一いつ緒しよにゴハン食べるのもええなっ」

　八千代ちゃんの声は涙なみだまじりで、

「姉さん、姉さん、ですっ……」

「あ、なんや雪姫はんかー」

　カンナは驚おどろかない。「髪型変えたんやな。やっぱ雪姫はんいうたら長い髪のイメージが──」動きと台詞せりふはそこで止まる。

「なんで、なんで雪姫はん生きとるんやーっ！」

　こんな声は、前に聞いたような気もする。

　思い出す。御城学園に来てすぐのころの話だ。考えてみれば、そのときから、もう一年近く経たっている。あのときから、自分は強くなれただろうか。変わっただろうか。少しくらいは成長しているだろうか。

「……あのさ、都、相談があるんだけど」

「どうぞ。なんでも言ってください」

　都が微笑む。誰より綺麗だと思う。綺麗で、そして強い。いつもいつも、助けられてばかりだと思う。

　ぎゅ、と少しだけ強く、その手を握ってから、

「俺、墓参りとか、行ってきてもいいかな」

　自分の犯おかした罪。それには、もう向き合うべきときだろう。罪から逃のがれるためじゃなくて──認めたうえで、前に進むために。消えない罪を背負って、それでも大切な人と生きていくために。

「そうですね。次の週末なら、私も空いていますから──」

　一緒に。ふたりで。そういうことだろう。だけど、ここは譲ゆずらない。

「いや、ひとりで行きたい。ひとりで、行こうと思う」

　その言葉に、ふぅ、と巫城のお嬢様はひとつ息を吐いて、

「言っても、聞かないんでしょうね。ただもちろん、運転手とボディガードはつけます。藤倉の行くところには、決まって何かが起こりますから」

　このあたりが妥だ協きよう点になる。仕方がない。今までのことがあり過ぎる。もう心配はかけたくないけど──それにはこれからのことが重要なんだろう。

　夢のような優しい日々にもさよならを言うときはくる。せめてさよならを言うときまでに、少しでも強くなっていたいと思う。せめて、この人の隣となりに立てるように。都にもう、心配をかけないように。







「トーマさん！　お手紙です！」

　声が屋上に響ひびく。二つに纏まとめた髪を揺らして、泉いずみちゃんが駆け寄ってくる。

　ぴたりと立ち止まると、嬉うれしそうに微笑ほほえんで、

「速達なので急いで来ました！」

　一通の手紙を差し出してくる。速達だから急ぎたい。なんとなく気持ちは分かる。

「ありがとね、泉ちゃん」

　ぽんぽん、とその小さな頭を撫なでて、封ふう筒とうを確認する。いったい誰だろう。父さんや母さん、それから琴ことちゃんからも、手紙が来ることはあまりない。メールでほとんどの用件は済んでしまう。速達となれば、それはなおさらのことで──

「……知らない子ですね」

　泉ちゃんが首を傾かしげる。

　差出人は『御厨フミノ』となっている。上品な達筆は手書きなんだろう。真霜の家にいた、眼鏡のメイドさんだ。心当たりはもちろんある。これはきっと──請せい求きゆう書しよだ。長峰さんを助けた対価。いったいどれだけの金額なのか。開けるのが怖こわい。都と視線が合う。なんとなく重圧を感じてしまう。さて、自分が払はらえる金額はいくらが限界だ？　いろいろ考えながら、その文字を目で追う。




　前略。

　先日の業務の対価につきましては、藤倉冬麻様により、当方に労務をご提供いただきますよう、よろしくお願いいたします。端たん的てきに分かりやすく申し上げますと、『体で払え』ということでございます。藤倉様におきましては、初めてのご経験かと思いますが、当方において最大限、心のこもったサポートをいたしますので、ご安心ください。少々の流血はあろうかと存じますが、それも勲くん章しようと考えます。藤倉様ならば、葛くず原はらの名前を怖おそれる必要もありません。

　日程、集合場所等につきましては、次のとおりです。

　ご不明な点等ございましたら、下記連れん絡らく先さきま




　そこまで読んだところで、都に手紙を取り上げられる。

　まだ最後まで読んでない──なんて言葉を封ふうじるような強い視線で、

「藤倉？　もう、心配はかけないんですよね？」

　封筒ごと、手紙はびりびりに破られる。『覚悟してくださいね？』という言葉を思い出して、なんだか少し怖くなる。背筋のあたりがぞくりとする。

　関かかわるな、ということなんだろう。ただ、都の判断はおそらく正しい。御厨と葛原。確かに悪い予感はする。フミノさんには、連絡だけしておこう。連絡先も破られたけど──そこはまた、何か方法を考えるとして。

「トーマさん、いいんですか？」

　せっかく持ってきた手紙だけど、あれはあれでいい。

　頷いて応こたえると、泉ちゃんは、すぐに切り替かえて、

「トーマさん！　泉、いまカンナさんの部屋でエビを並べてます！」

　びし、とひとつ敬礼する。敬意はおそらくエビに向けられているのだろう。なにせエビは偉えらいから。そして何よりおいしいからな。

「ならば藤倉冬麻、カニをゆでたいと思います！」

　びし、と敬礼。冬という時期に感謝したい。海の幸さちよありがとう。

　泉ちゃんの手をとって走り出す。「準備、俺も手伝うから！」春太とカンナに声をかける。冬が終われば春になる。別れのときはすぐそこにある。それは確かに変えられないし変わらない。

　ただそれでも──目の前のパーティは、充じゆう分ぶんに楽しめるだろう。いつものメンバーに、雪姫さんを加えて。それはきっと、忘れられない、大切な時間になるはずだ。

















あとがき









　どちらかと言えば、雪は好きなほうです。

　とはいえ、スキーやスノボといったアクティブな趣しゆ味みがある訳でなく、基本的に、冬はこたつでみかんといった非活動的な日々を謳おう歌かするのが常です。

　それでも、雪が降るとわくわくします。

　真っ暗な空から、白い雪がどんどん落ちてきて。夜に降った雪が、外を真っ白にして。無性に高こう揚ようしてしまうのは、やはり小さな頃ころの思い出があるからなのかな、と思います。今となっては、さすがに雪合戦も雪だるま作りもする訳ではありませんが……。

　小さな頃は、どんなに寒くても、半ズボンで学校に通っていた記き憶おくがあります。今考えるとすごいことです。どう考えても寒いのに、特に疑問に思うこともなく、当時はそうするのが当然と思っていました。

　いわゆる小学生特有の万能感によるものでしょうか。確かに、手て袋ぶくろをして長なが靴ぐつを履はいて、そして傘かさを持ったときの無敵感は、どんなモンスターが現れても倒たおせそうなものでした。勇者でも戦士でも魔ま法ほう使つかいでも、何にでもなれそうな気がしたものです。積もった雪をかき分けて歩く自分が、とても誇ほこらしかったことを思い出します。

　なので、雪解けの季節は、自分にとっては少し寂さびしいものでもあります。雪かきは正直面めん倒どうなもので、そもそも寒いのはあまり好きではないはずですが──このあたりは、何か小さい頃の記憶と感情が、自分の中でとけずに残っているのかもしれません。




　さて。

　あけましておめでとうございます。ご無ぶ沙さ汰たしておりました。壱いち乗じよう寺じかるたです。放課後トロイメライ３巻をお届けいたします。

　２巻の記憶が薄うすれる前に、なんとか出せた──とは思っておりますが、いかがでしょうか。３巻は、少々人間関係などややこしくなっております。ただ、そこはあまり気にせずに、冬とう麻まとヒロインたちの成長を見ていただいても大だい丈じよう夫ぶと思います。

　執しつ筆ぴつ速度が遅おそいことに関しては、もう謝るしかありません。本当に、本当に申し訳ございませんでした……！　速く書けるようトレーニングせねば！　と思います。書いて書いて書きまくるしか方法はなさそうですが……がんばります。何か良い方法があれば、教えていただけると助かります……！

　なお、本作で、『さよならトロイメライ』『放課後トロイメライ』シリーズは完結です。このあとがきがおそらく最後の作業となります。

　さすがに、デビューからお世話になっているシリーズなので、正直なところ、ちょっと寂しいです。胸のあたりがぎゅっとなる感じがあります。どうしても、書き進める手が重くなってしまいます。自分にとって、それだけ大切な作品だったのだと思います。

　御み城しろ学園Ｓ棟とうは、書いている自分にとって、いつ戻もどっても受け入れてもらえる、とても幸せな場所でした。あたたかな雰ふん囲い気きが感じられるものでした。読んでいただいたみなさまにとっても、そんな場所で、そんな作品であったらいいなと思います。




　それでは最後に。

　日ひ吉よし丸まる晃あきら様。はじめてイラストがついたときの感動は言葉にできません。冬麻たちに命を吹ふき込んでくれたのは日吉丸さんであり、活き活きとした表情を思い浮うかべながらキャラを動かすのは、本当に楽しい作業でした。今回も、本当にありがとうございました！　一いつ緒しよにお仕事ができて、本当に良かったです！

　担当様。そして先代、先々代の担当様。本当に、いろいろとご迷めい惑わくをおかけいたしました……。出来の悪い人間で、本当に申し訳ございません……。あたたかいご対応、そしてつらいときにいただいた優しい言葉のひとつひとつは、自分にとっての財産です。本当に、ありがとうございました。

　また、本作出版にあたりお世話になりましたすべての方に、心からの感謝を申し上げます。ありがとうございました！

　そして、本作を手に取っていただいた貴方あなたへ。ひょっとしたら、シリーズを通してお付き合いいただけた貴方へ。

　貴方のおかげで、この大好きなシリーズをここまで続けることができました。『読者を選ぶ』と言われ続けたシリーズでしたが、貴方がいたからこそ、この作品がありました。

　冬麻や長なが峰みねさん、都みやこや泉いずみや八や千ち代よと一緒に居た時間が、貴方にとって楽しいものであれば、御城学園が、貴方にとって幸せな場所であれば、とても嬉うれしく思います。本当に、本当にありがとうございました！
















『進路調査票』と書かれた紙を上にしたり下にしたり透かしてみたりでもう一時間。よしもうここらで覚悟を決めて──と意気込んでみても、用紙はまったく埋まらない。

　書き方は分かる。『○○大学○○学部』なんてのを第１志望、第２志望、第３志望と続けて埋めてしまえばいい。それは分かる。分かってるのに──手が進まない。

　高二の冬。こんな時期にまったくさっぱり何も書けないままでいるというのはやっぱり問題なんだろうか。

　進路調査票が配られたときの教室の様子を思い出す。私立御み城しろ学園はさすがにさすがの進学校であり、決まりきった作業が始まっただけ、といった雰囲気で軽やかに始まるペンの音からは「えーマジ進路調査票未記入!?」「キモーイ」「進路調査票未記入が許されるのは小学生までだよねー」という幻聴まで聞こえてくる始末。ひとまずの対応として周りの様子が落ち着くまでシャーペンで机を叩たたいて音だけ出してみるという行動に出たことは秘密にしておきたい。







「で、うちらに相談って訳やなっ」

　学園寮Ｓ棟。いつもの談話室。ショートカットで眼鏡めがねっ娘こ、筧かけいカンナは表情も態度も声色もその全てが楽しそうな雰囲気で、「なあなあ春はるやんっ、トマぴょんから相談やって！　うち、めっちゃ嬉うれしいなあ……。とうとうこんな日が来たんやなっ」

　何かおおげさな気がするけれど──喜んでくれてるので良しとしよう。

　私立御城学園。十数年前にできたばかりの新設校でありながら、いまや全国にその名を知られる進学校。学園の生徒は全て親元を離れた寮生活を送り、一般棟と呼ばれるＡ棟からＬ棟までの合計12棟において、二人から六人の共同部屋で日々を過ごしている。

　ただ例外的に、学園内で選ばれた生徒である《トップ３》と、その生活を支える《パートナー》については、一人部屋が用意されたＳ棟で暮らすことが許され──この俺、藤ふじ倉くら冬とう麻まも様々な事情により御城学園二年《トップ３》として学園寮Ｓ棟に在籍している。

「ま、適当でいいと思うけどな」

　こちらは秋あき月づき春はる太た。私立御城学園二年《トップ３》の一人。高身長で好青年。そのパーフェクトジェントルマンっぷりから男女問わず多くの後輩から慕われている。

「進学するんなら大学と学部で必要な科目が変わってくる。それぐらいのもんだろ」

「せやな。それは春やんの言うとおり！」

　カンナは、ソファに座る春太の背中に乗りかかるような格好で、「どの科目を捨てるか？　ぐらいのことやなー。実際のとこは」と続ける。《トップ３》秋月春太と《パートナー》筧カンナ。関係性は見てのとおり恋人同士であり、その絶妙なバランス加減は長年連れ添った夫婦のようでもある。

「特定の科目を捨てるという考え方、私は感心しませんが──」

　静かな一言ながら存在感を示すのは巫み城しろのお嬢様で、「進学校であろうとする限り、効率性を重視するのも止やむを得ないのでしょうね」

　ふぅ、と漏らす溜ため息いきも独特の雰囲気と重みがある。

　容姿端麗成績優秀完全無欠のお嬢様、巫城都みやこは私立御城学園二年《トップ３》であり、この学園の理事長令嬢。天は二物も三物も与えすぎな感もあるが、ここまでくると嫉しつ妬との対象とはならないらしく、ここ御城学園においてカリスマとして存在している。

　そんな巫城のお嬢様の言葉に、カンナは、うんうんと頷うなずきながら、

「一年のときから科目絞っとるのもおるしなあ」

　それは要するに、高一の段階で目指す進路が決まってるってことなんだろうか。そういうのすごいなあ……。何になりたい、なんて考えたこともなかったよ……。なんとなく流されるままにダラダラと生きてきたよ……。こんな自分が何かになっていいの……？

「え、えぅ……」

　すぐ傍そばに座る泉いずみちゃんは俺の《パートナー》で、外見的には幼く見えるがここ御城学園高等部の一年生。いつもは感情に合わせて元気に髪をぴこぴこ揺らす泉ちゃんだが、今はどういう訳か涙目で、

「泉は進路とかまだぜんぜん決まってなくて考えてなくて、もう泉はダメダメのダメダメで──」おおう急展開！「もう涙で未来が見えない泉は死ぬしか──」どこからかロープを出してきた！　涙で見えないのに！

　ここはフォローが最優先！　藤倉冬麻いきます！

「泉ちゃん！　やっぱり進路って難しいよねそうだよね！」

　ソファから立ってオーバーアクション。思考の速さで言葉を紡ぐ。「要するになんていうか春太の言うとおり進路調査票なんて適当でいいっていうか受験をどうするかって程度なものでまだ考えてなくても全然問題ないよねうんうん！」届け、俺の想い！

「えぅ、トーマさん……」

　泉ちゃんが顔を上げる。よし、ひとまずの危機は脱して──更なる援軍。まるで忍者のような巧たくみさで、八や千ち代よちゃんがそっと小さなアメを渡してくれる。

　よし、これでいける！

「ほらほら、泉ちゃん、あーんして」

　一瞬、きょとん、としながらも、泉ちゃんは素直に口を開けてくれる。無防備に無邪気な様子は産まれたてのヒナのようでなかなか可愛かわいらしい。そんな泉ちゃんの小さな口にアメを入れて──「……えへへ、トーマさん、あまぁいです」ミッションコンプリート！　ありがとうありがとう！

　ちらり、と巫城のお嬢様の傍に立っている八千代ちゃんに視線を向ける。特に表情の変化は見られないが──こくりと小さく頷いてくれる。気にしないでください、ということだろう。

　真ま霜しも八千代。御城学園高等部一年で巫城のお嬢様の《パートナー》。いつも着ている黒い和服のせいもあって、主人である巫城のお嬢様を忠実に守るドーベルマン、といった雰囲気がある。泉ちゃんとは同級生なこともあって仲が良く、こんなときのフォローはいつも正確かつ的確。頼りにしてるよ八千代ちゃん。

　なあなあトマぴょん、とカンナが質問する生徒のように右手を上げて、

「いままでも調査あったやろ？　どーしとったん？」

「『未定』ってことにしてたけど……」

「でも今回は何か書いときたい。そういうことやな？」

　カンナの言葉に、こくりと頷いて応える。

　そりゃ確かに『未定』でも乗り切れるかもしれない。受験のための調査でしかない、というのは確かにそうなんだろう。ただ、将来や未来のことをまったく考えていない自分を考えたとき──さすがにこれじゃダメじゃないか？　なんて思う。そんな高二の冬。みんながいろいろと思い悩む時期なんだよ、と言われればそんな気もするけれど。

「ほら春やん！　な！　みやちゃんも聞いたやろ？　要するにこれは単なる『進路調査票』の問題とちゃう！」すとん、とカンナは春太の背中から降りてから、決意に満ちた表情で右のこぶしを固めて、「これはトマぴょんが前に進むための大切な一歩！　初体験プロジェクトなんや！」

　お、おう……。そのプロジェクト名に対してはいろいろと複雑な想いがあるけれど、そこはひとまず置いといて……。

　そこで、ばん！　と談話室のドアが開かれて、

「ふふ、話は聞かせてもらったよ藤倉くん……！」

　左目の眼帯に触れながら。どこか思わせぶりなポーズで長峰さんが現れる。

　長なが峰みね亮りよう平へい。御城学園三年《トップ３》。学年がひとつ上の長峰さんは、泉ちゃんのお兄さんで俺にとっては頼れる先輩。勢い良くドアを開いたあたり、注目を集めたかったのだと思われるが、こうした登場もさすがにみんな慣れてきている訳で、「まあ、カンナの言うとおりかもな」「せやろせやろー」「確かに。いい傾向と言えるでしょうね」「何から考えたらええんかなあ……」「簡単なところだと、文系か理系か、ってとこか」「なんかピンとこんなあ」「ま、得意だから進路に、ってのも違うだろうしな」「むー、思うとったんより難しいかも」会話はそのまま続いている。

「話は聞かせてもらったよ藤倉くん……！」

　もう一回。少し声おおきめ。反応してあげたほうがいいんだろうか。

「八千代」「はい、都様」「甘い物でも用意しましょう」「すぐにお持ちします」「泉も手伝います！」「よろしくお願いしますね」くす、と巫城のお嬢様が微笑ほほえんで、ぴょこん！　とまるで小動物のような軽やかさで泉ちゃんがソファから立ち上がる。可愛い後輩を見守る巫城のお嬢様。その笑みは聖母を思わせる。

「話は聞かせてもらったよ藤倉くん……！」

　もういい……！　もう……休めっ……！　長峰亮平っ……！

　ぽんぽん、と空いたソファを示してから、「長峰さん、こっち」と声をかける。すぐ隣。さっきまで泉ちゃんが座ってたところに、入れ替わりで長峰さん。

「まさか総スルーとはね……（震え声）」

「タイミングの問題ですよ、きっと……」

　背中を撫なでて上級生を慰なぐさめる後輩の図。長峰さんは美形なだけに、憂うれいに満ちた表情も絵になるのだが──ここはあたたかい毛布とスープが必要かもしれない。「藤倉くんは優しいよね……」あれ？　ちょっとやりすぎたかも……？

「あの、長峰さん、さっきは──」

「会いたかったよ藤倉くん……」

　こっちに顔を向ける長峰さんは、まぶしそうに目を細めて、「もう会いたくて会いたくて震えてたよ……」

「え、あの、長峰さん……？」

「会えない夜には藤倉くんを想うほどウーウーしてたよ……」

　長峰さんが顔を近付けてくる。

「え？　え？　ちょ、ちょっと長峰さん！」

　慌ててソファから立ち上がる。ウーウーってなに!?　という疑問はともかくどうして耳に息を！「うっうー、のほうが良かったかな？」いやそうじゃなくて！　そもそも根本的なところがおかしい！

　ふぅ、とひとつ息を吐ついて気持ちを落ち着けてから、

「……長峰さんとは昨日も会ってますよね？」

「あれ？　そうだったかな？」

　涼しげに長峰さんは応えて、もう何年も会ってなかった気がしてたよ、と付け加える。長峰さんも別段へこんだりはしてなかったんだろう。単にリアクションを楽しみたかった。それがいつもの長峰亮平。頼れる先輩──のはずである。

「今日はみどりはんは？」

　カンナの問いかけに、

「ちょっと準備があってね。すぐに来るよ」

　何事も無かったように長峰さんが応える。やはりスルーが正解だったのかもしれない。よし次こそは冷静に。ソファに座って冷静に。

「持ってきましたー！」

　泉ちゃんと八千代ちゃんが戻ってくる。

「お！　ドーナツやな！」「はいです！　八千代ちゃんの手作りですよ」「ええなー。さすがやっちんやなっ。こんなんどうやって作るん？」「別に難しくはないですよ」「ポンデリングも手作りなん？」「基本は同じですから」「ホンマさすがやなあ」「今度教えてもらっちゃいます！」「その時は私も一緒にお願いしますね」「あ、はい！　都様……」

「ドーナツにも穴はあるんだよな……」

「なあなあ、生ドーナツってあるやん？」「そういえば、以前みなで食べましたね」「おいしかったです！」「やっちんは挑戦する気あらへん？」「そう──ですね。今度調べておきます」「やっぱババロアがベースなんかなあ……」

「『生』という単語にはトキメキを感じるよね……」

　…………

「……あの、長峰さん」

「ん？　どうしたのかな藤倉くん？」

「目の前にスイートなガールズトーク空間がありますね」

「だね」

「とてもいいものですよね」

「だよね」

「それが分かって、なぜ禍まが々まがしいフレーズを放り込むんですか……！」

「僕が入れているとでも？」

「春太は黙々と食べてます」

「じゃあ藤倉くんじゃないかな」

「入れてません！」

「ドーナツの穴に？」

「それ！　そこ！」

　つい声が大きくなってしまう。「ん？　やっぱトマぴょんと長峰はんは仲ええなー」「長峰も、ほどほどにお願いしますね」そこは巫城のお嬢様の言うとおり。男子高校生二人のこんなやり取り、おそらく誰も得しない。

「ねえ藤倉くん。未来とは確率論でしかない──そうは思わないかな」

　静かな声で、そしてゆっくりと長峰さんは立ちあがる。「起こり得ることは起こるし、起こり得ないことは起こらない。これを前提として、未来を確率の分布に委ねるしかないとしたら──」なんか急に雰囲気が変わってきた、ような……「神ではない僕らが出来ることはせいぜい、起こり得る事象のひとつひとつをシミュレーションして、可能性から発生する未来に備えるぐらいのものでしかない。違うかな？」

　おお、言ってることの意味はさっぱり分からないが何かいいことを言っているような気にさせる……！　いつもどおりの長峰さんだ……！

「要するに、重要なのはシミュレーション、そういうことだね」

「シミュレーション……」

　うんうん、と満足そうな笑みで長峰さんは頷いて、

「じゃあ僕が店員さんをやるから」「？」「藤倉くんがお客さん」「ええ!?」「カランコロンカラーン♪」「コントみたいなの始まった！」「ウィーン　ガシャ」「ドアどうなってんの!?」「いらっしゃいませー」

　誰か助けて……！　と春太を見るがやはり黙々とドーナツを食べている。体が大きいぶん、相応のエネルギー摂取が必要なのかもしれない。

　それなら巫城のお嬢様は──と視線を移せば、ちょうどドーナツを口に運んでいるところ。春太とは対照的に優雅にフォークを使っている。すぐ傍に控える八千代ちゃんが、まるで恋する少女のように「ど、どう……ですか？」と小さな声で尋ねて、「さすが八千代ですね。おいしいですよ」と応えるお嬢様。幸せ色の空気が二人を包んでいる。

　よく分かった。理解した。邪魔するなんて野暮なこと。犠牲は、一人でいい……！

「いらっしゃいませ。お一人様ですか？」

「えと、はい！」

　もうなんでもこい！

「本当にお一人様ですか？」

「え？　ええ、まあ……」

　なんだろう。『一人なんて寂しいやつだなあ』的な話だろうか。

「あの、お客様の左肩あたりにいる長い髪の女性は……？」

「ちょ！」

　なにそれこわい！

「くっ、静まれ……！　僕の邪じや王おう真しん眼がん……！」

「な、え、店員さん！」

「近付くな……！　制御できない……！」

「大丈夫ですか!?」

　いろんな意味で大丈夫ですか!?　

「くっ……申し訳ございません……」

　長峰さんは苦しそうに胸のあたりを押さえながら、「《普通》の《人間》には分からないことを……」

　もうこれどうしたらいいの……？

「……まあ、とにかく一人なので」

「お一人様で」

「はい」

「ああ！　お客様！　大変申し訳ございません！」

「!?」

　今度は何が？

「当店、アダルトゲームの取り扱いはしておりませんので……」

「おおう！」

　そもそもここ何の店なの!?

「違いましたか？」

「違います！」

「そんなオーラが見えましたので」

「どういうこと!?」

　ついこっちも声が大きくなってしまう。

「ちょっと！　静かにしてください！」

　怒られた！

　続けて長峰さん、腰のあたりに手を置いて、

「当店、ファミリーレストランなんですよ！」

「そうでしたか……」

　打ち合わせが欲しい。せめて。少しでも。

「泣いてる子もいるんですよ！」

「え、ええ!?」

「謝ってください」

「す、すみません……」

　なぜこっちが謝ることに……？

「まあこんなふうに──」

　長峰さんは、やれやれ、といった調子で、「僕が店員さんに向いてないのは分かったよね」と少し遠い目。

「……そこは本当によく分かりました。心から」

　このやり取りが必要だったのか──それは誰にも分からない。テーブルを囲むあたりから聞こえてくるのは女性陣の楽しげな声で、「これ以上食べると太るんかなあ」「別にカンナは太っていないでしょう？」「おいしいですよー」「うっ、いずみんからの誘惑……」「八千代はどう思いますか？」「砂糖はなるべく控えてますが……太らない、とは言い切れないですね」「えー、やっちんそこは『カンナさんは太ってないですよ。綺き麗れいですよ。わたし憧れちゃいますっ☆』って言うとことちゃう？」「嘘うそは苦手ですから」「ま、やっちんはスレンダーやもんなあ」「まあ、鍛えてますから」「ふふーん♪」「なんですかその笑み──」「特にこのへんっ☆」「ひゃっ！　ちょ、カンナさ──」「お！　ええ声やなっ」「何をするんですか何を！」「んー、やっぱ心配やん。育ち具合とか」「心配いりません！」需要を考えればこっちのやり取りのほうが必要だろうと断言できる。混ざりたい。今からでも。

　とはいえ、乗りかかった船が目の前にある訳で──

「でもね、僕は思うんだよ」

「……どうしたんですか」

「そういえば、藤倉くんの進路を考えるコーナーだったなあ、って」

「いまさら！」

「そんな訳で──」

「あの、『コーナー』扱いなのも気になってるんですけど……」

「はい！　ここで特別ゲスト登場！」

　やはり予想通りにこちらのコメントは羽毛のような軽さで流され、談話室のドアからは、こんこん、と控えめなノックの音が聞こえてくる。

　入っていいよ、と長峰さんが促して、「失礼しますね」と入ってくるのはみどりさん。御城学園三年《トップ３》である長峰さんの《パートナー》。そんなみどりさんが、今日はどういう訳かナース服を着ていて、

「今日はよろしくお願いしますね、冬麻くん」

　その姿に目を奪われる。天使すぎる。

　いったい何をお願いされているのか？　それはまったく分からないが、そんなことはどうだっていいと思えてくる。目の前のみどりさんはまさしく白衣の天使であり柔らかな笑みとその存在を強く主張している胸のあたりも含めて醸し出すのは絶大な包容力。

　ようやく来たよこの展開。こういうのでいいんだよこういうので。乗りかかった船にも救いはあった。もうこのままこっちの船に揺られて──

「藤倉、だらしない顔をしないように」

　現実に引き戻すのはお嬢様の声。「みどりさんです！」と泉ちゃんは駆け寄って、白衣の天使に包まれている。いいなあ……。柔らかそうだよね……。しあわせそうだよね……。ここはなんとなく混ざっても──「藤倉。顔」はいすみませんでした！　単語２つでこの威力。さすがの巫城のお嬢様。

「……長峰、いったい何をするつもりですか？」

　この質問はごもっとも。ごくごく普通の談話室には、違和感のあるナース服。もちろんそこには長峰さんの意図があるはずだけど──特に意味が無いという可能性も否定しきれないのが長峰亮平。頼れる先輩。のはず。たぶん。

「さて藤倉くん。未来を考えるうえで重要なことはなんだったかな？」

　お嬢様の鋭い眼光に射い貫ぬかれても、まったく揺るがない長峰さんは先輩の貫禄。さて長峰さんがこんなふうに尋ねる、ということは、今までのやり取りが前振りになっているはずだ。とすれば解答は──

「シミュレーション……？」

「そうだね。そのとおり。さすが藤倉くんだね」

　正解。長峰さんは満足げな笑みを作る。どこか芝居がかった雰囲気ではあるけれど、それはいつものことで気にしない。

「より正確に未来をシミュレーションしようとするなら──外部からの視覚的情報も出来る限り仮想現実に寄り添うものにすべきだね。ちょっと分かりにくいかな？　より簡単に言うならば、今から始めるのはごっこ遊びだよ」

「えと、要するに……」

「大人のごっこ遊び、と言い換えてもいいかもしれない」

「お、おとなの……？」

　大人の、というキーワード。そしてナース服のみどりさん。これは。その。いわゆる。なんだろう。えと。え？

「藤倉くん、遊びは英語で？」

「…………プ、プレイ？」

　うんうん、と長峰さんは頷いてから、ゆっくりと近付いてくる。そして、耳元で、甘く優しい声で──

「さて藤倉くんは、何をオスプレイ……？」

　!?

　そのとき。ひゅん、と風を切る音。

　気付けば、目の前を通り過ぎたそれは、見事に談話室の壁に突き刺さっている。小さく輝く投げナイフ。ある程度慣れてはいるけれど──背中のあたりが寒くなる。

「……都様」

「問題ありません。八千代、腕を上げましたね」

　巫城のお嬢様は優雅に微笑んで、「もう一度尋ねましょうか。長峰、いったい何をするつもりですか？」その長い髪をさらりとはらう。

　これ以上は許しませんよ。そんな無言の圧力と迫力。

　もう無理だろう。長峰さんだってこれ以上続けるなんて言わないに違いない。となれば自分の出来ることは──

　ナース服のみどりさんを目に焼き付けることだ！

　それぐらい、許されるはずだ……たぶん……！　だって見るだけだもん。それでもちらりと控えめに。思ったより短めのスカートからのぞくフトモモ。アラ、いいですね。そこから上へ視線を移動。重力って何ですかね。すごいなあ。ゆあーん、ゆよーん、ゆやゆよん。こ、これは有名な詩のフレーズなんだからね！　勘違いしないでよね！

「何も僕だって、こんなやり方が正しいとは思ってないよ。たったひとつの正しい答なんて、どこにもありはしない。ありはしないんだ」

　唐突に、長峰さんが語り出す。この雰囲気、何かいいことを言って……「だからみんなのぶんも持ってきてるんだ。コスチューム。僕からのお願いだ。僕はどうなってもいい。藤倉くんを──助けて欲しい。プレイするんだ。みんなで」わけがわからないよ。

　巫城のお嬢様は、ふぅ、と大きく息を吐く。やれやれ、といった雰囲気。『お前は何を言っているんだ』そんな想いなんだろう。たぶん。

　ちらり。一瞬、お嬢様はこっちに視線を向けてから、

「分かりました。それなら──協力しましょう」

　…………あれ？







　Ｓ棟談話室、みどりさんと二人で残される。

「それじゃあ、冬麻くんはこれを着てくださいね」

　用意されたのは白衣と聴診器。お医者さん役、ということなんだろう。長峰さんの言うとおりなら、これから始まるのはシミュレーション。

「さっきの都ちゃん、かわいかったですね」

　微笑みながらみどりさん。

　かわいかった──だろうか。怒ってるようにも見えたけど。

「巫城のお嬢様は──」

「ほら冬麻くん、めっ、ですよ」

　もう一度、「めっ」と言いながら、みどりさんはオデコを指でつついてくる。すぐ目の前ではナース服でも隠しきれない豊かで柔らかな二つのふくらみが揺れている。ゆあーん♪　おお、なにこの幸せ空間……！　お医者さんってこういう職業……？　いいね！

「『都』って呼ばないと、怒られちゃいますよ」

　確かに。そこはみどりさんの言うとおり。そろそろ呼び捨てにも慣れたいところ。

「……みどりさん、さっきの都、変じゃなかったですか？」

「どのあたりですか？」

「あの、都がこういうのに協力するの、意外な感じがして」

　その言葉に、「んー」とみどりさんは少し考えた様子で、

「例えばですね、冬麻くんに好きな人が居たとします。それで、その人とデートしてると想像してみてください」

「デート」

「はい」

　女の子とデート。少々ハードルの高い仮定ではあるけれど、想像上ならなんだって可能──のはず。ふむ。想像。手はつないでも、いいのか……？

「ところが、冬麻くんの好きな女の子は、通り過ぎるイケメンさんに、ぽーっとなっちゃいました。もうすっごく見てます」おおう、せつない展開……！「冬麻くんはもちろん思いますよね。他の人を見たりしないで、自分だけを──」

　と、そこで。

　こんこん、とノックの音。

　あらあら、とみどりさんはドアのほうへ歩きながら、「さっきの都ちゃんも、そういうことですよ」と続ける。さっきの都も？　なんだか分かるような分からないような……。

　こちらへどうぞー、とナース服のみどりさんが促して、入ってくるのは泉ちゃん。とてとて、と歩いて目の前の椅い子すに着席。患者さん役、ってことなんだろう。

　ここまでくれば覚悟は決まる。ひとまずともかく演技の開始。

「今日は、どうなさいましたか？」

　一応それらしく。なんとなく姿勢も良くしてみる。

　泉ちゃんは、こほん、と可愛らしい咳せきをひとつで、

「あの、昨日くらいから体がだるくて……喉のどもちょっと痛いかもです……」

　そして、こほんともう一度。

　これは風か邪ぜという設定？　傍に居るみどりさんに視線を向けると、笑顔でスプーンを手渡される。「舌ぜつ圧あつ子しの替わりです」……ぜつ、え、なんだって？

　見れば、もう泉ちゃんは口を開けている。──なるほど。これはあれだ。お医者さんが喉の奥を見るやつ。それにしても、無防備に口を開ける泉ちゃんは幼く見える。小児科という設定にしてもいいかもしれない。

「ちょっと、赤くなってますねぇ……これは風邪でしょう」

　いま流は行やってるんですよ、と付け加えてみる。おお、なんとなくお医者さんっぽい。

「先生」

　優しい声でみどりさん。この『先生』という響き。悪くない。「胸の音も聴いておきましょう」にっこり。

　ムネノ……オト……？

　そんな動揺を知ってか知らずか、みどりさんは柔らかな笑顔のままで、

「それじゃあ泉ちゃん、服をめくってくださいねー」「わかりましたー」

「ちょっと待った！　ストップ！　ストップストップ！」

　既にお腹なかは見えているがひとまずセーフ！　おへそはともかくなんとかセーフ！

「えぅ？」と不思議そうに首を傾かしげる泉ちゃんに「あらあら〜」と何な故ぜか残念そうなみどりさん。

「その、服の上からでも、大丈夫なので……」

「はいです！　わかりました！」

　泉ちゃんは素直に服を元に戻す。

　ふぅ、ひとまず良かった……。ただ、服の上からでもある程度は緊張するのも事実な訳で──「……先生？　泉ちゃんの胸にドキドキしてちゃ、めっ、ですよ？」だ、大丈夫ですよナースさん！　ここは小児科という設定にしましたから！

　そんな自分を落ち着けるように、ふぅ、とひとつ息を吐いてから、

「やっぱり風邪ですね。お薬、一週間ぶん出しておきますから」

「お薬、ですか……あの、泉はちょっといま、お薬はご遠慮したくて……」

　恥ずかしそうに俯うつむくと、泉ちゃんは自分のお腹に手で触れて、「その、ここにですね、先生の赤ちゃんがいるんです……」

「え、あの、俺の……？」

　ふるふる。泉ちゃんは首を振る。そうだよね。きっと何かの聞き違いで──

「ふたりの赤ちゃん、なんです！」

　おおう！　小児科設定はにげだした！

「そんな！　先生！」

　今度はみどりさんで、「私のことは遊びだったんですね！　ひどい！　あんなに愛し合ったのに！　あんなに一緒だったのに！」せつなげに自分の体を抱き締めながら、「あんなことやこんなことも、冬麻くんが望むならって、私──」ちょ、ちょっとなまなましすぎませんか……？

「えへへー。ふたりで、パパとママになるんです」

　泉ちゃんは満面の笑みを浮かべる。

「あらあら、それはいいですねー。ふふふ」みどりさんは急に冷静な声で、「泉ちゃんの言うとおり、本当に、中に誰か居ればですけど……ねえ、先生？」なんか笑顔が怖いです！「──悲しみの向こう、見たいですか？」助けて！

　と、そこで。

　こんこん、とノックの音。

「残念。ここでおしまいですね」

　みどりさんは微笑んで、「もう少し続けたかったんですけど……」

「割と短めなんですね……」

　心音が速い。これ以上やると、何か大変なことになりそうな気もする。

「あんまり長いと、都ちゃんが怒っちゃいますから」みどりさんはいたずらっぽく、ぺろっと舌を出して、「こんなこと言ったの、内緒ですよ」

「トーマさん！　泉、がんばりました！」

　ぼふ、と飛び込んでくる泉ちゃんを抱きとめて、よしよし、と頭を撫でながら、

「ね、泉ちゃん。ひとつ聞いてもいい？」

「はいです！　なんでも聞いてください！」

「台詞せりふとか設定とかはやっぱり──」

「にーさまの言うとおり、がんばりました！」

　なるほど。予想通り、仕込みは長峰さん。となると次からも──







　今度はひとりで談話室。お医者さん設定は終わりらしい。

「ご主人様ー。入るでー」

　陽気な声とともにカンナが登場。いわゆるひとつのメイド服。ショートカットに眼鏡でメイド。くるっと回って「どや！」と一声。うんうん、メイドさんって良いものだよね──というこちらの感慨が伝わったのか、カンナは楽しげな表情で、

「ほらほら、やっちんも。はよはよ」

「し、失礼します……」

　軽快に登場したカンナとは対照的に、八千代ちゃんはどこかぎこちなく部屋に入ってくる。髪はアップでまとめたままで、服はひらひらメイド服。いつもの和服とはギャップがあるけれど──これはこれで、八千代ちゃんに似合ってる気がする。服の前あたりを押さえているのは、慣れないスカートが落ち着かないからだろうか。

「それではご主人様」

　カンナは不意に、真剣な表情になって、「こちらの者を、新しくメイドとして配属することとなりました。──ほら八千代、ご主人様に挨あい拶さつなさい」

　標準語のカンナに違和感があるけど──それはひとまず置いといて。カンナが上司で八千代ちゃんが新人さん。そんな感じ。

「え!?　あ、えと、その……」

　八千代ちゃんはおずおずと近付いて、「八千代です。よ、よろしくお願いします……」小さく頭を下げる。視線は下に、俯いたまま。メイド服が相当に恥ずかしいんだろう。耳のあたりまで赤いのが分かる。

　これはこれで、かなり可愛いのも事実ではあるけど──

「あのさカンナ、八千代ちゃんも恥ずかしそうだし、もう……」

　ここで止やめるべき。そんな判断。そもそもメイドさんを雇うというシミュレーションに意味があるのかどうか。

「お言葉ですが、ご主人様」

　設定は続く。「これは八千代にとっての訓練でもあるのです。メイドたるもの、いついかなる場合においても冷静でなければなりません。ましてや八千代は都お嬢様を守る立場。こんなことで動揺して良いはずがありません」

　言い終えて、くい、とカンナは眼鏡を持ち上げる。なんだかいかにもそれっぽい。

　八千代ちゃんは、ちらりとカンナに視線を向けて、

「ま、まあ、それはそう、ですけど……」

「なら八千代、やり直しですよ。復唱なさい」

　冷静に、と付け加えてカンナは続ける。「『今日から私はご主人様のメイドです』」

「……今日から私は、ご主人様のメイドです」

「『私の全ては、ご主人様のものです』」

「わ、わたっ……私の全て？　は、ご主人様の、もの、です……」

　あのカンナさん？　八千代ちゃんが小刻みに震えてますけど、これ大丈夫ですかね？

「『今日から八千代は、身も心も、ご主人様にささげ──」

「あああああああああああああ！　ああもう！」

　そりゃ怒るよ！「こんなの意味がありません！　もう終わりです！　終わり！」少し涙目の八千代ちゃんは、だん！　と足を鳴らしてカンナを睨にらみつける。

「やっちん、もうちょい！　もうちょっとやから！」

　こんなやり取りそのものが楽しいんだろう。カンナはお願いしながらも、溢あふれる笑みが抑えられない様子。

「嫌です！　もう終わりですから！」

「せやったら、みやちゃん来るまで！　やっぱ協力したいやん。だってうち、みやちゃんのこと大好きやし……」

「そ、それは……私だって、そう、ですけど……でも」

「やっちんは見てるだけでええから。せやったらええやろ？」

「え？」

　きょとん、とした様子で八千代ちゃん、「まあ、それなら……」と小さく頷く。

「ほな、やっちんは見といてなー」

　カンナはこっちに向き直る。口元に浮かぶのは思惑ありげな笑みで──

「ああっ！　ご主人様のために用意した生クリームが！」雑な前振り！　倒れかかってくるカンナを支える。「ご主人様がベタベタになっちゃいましたぁ……」というシミュレーションです！「申し訳ございませんご主人様……」いや別に現実には汚れてないので……「私のスカートで拭ふかせていただきますね。えへっ☆」あの、スカート上げすぎじゃないですかね……「ご主人様？　白いの、いっぱい出ちゃいましたね……」顔が、顔が近い……息が熱い……「こんなところも、汚れちゃってますぅ……」こんな……ところ……？「あれれー？　ここ、腫れちゃってる……おっきい……」なん……だと……？「ズボン、脱がしちゃいますね☆」え？　ちょ、ちょっとま

「何をしてるんですか何を！」

　八千代ちゃんが、ぐい、とカンナの襟えりあたりを後ろから掴つかんで、「終わりです！　もう終わり！」言いながら、そのままカンナを引っ張って行く。「トマぴょん、ほななー」ずるずると引き摺ずられながら、カンナは上機嫌で手を振る。本人なりに楽しんだらしい。

　ドアの前で、八千代ちゃんは一度振り返る。その表情は耳まで真っ赤で──

「ばか！」

　そして、ばたん！　と勢い良くドアが閉じられる。

　怒らせてしまった……。

　八千代ちゃんの言わんとすることは分かる。雰囲気に流されるな、ということなんだろう。そう考えると──心を鍛えるという意味では、役に立つシミュレーションなのかもしれない。







「いいかー。入るぞー」

　特に衣装に変化は無く、春太が入室。連れ添うようにお嬢様。《トップ３》の二人が並ぶとさすがに華やかな雰囲気。巫城のお嬢様も特に服装に変化は無いように見える──が、頭のてっぺんでは、黒い猫の耳が揺れていて、

「えーと、今日はだな、うちの猫の調子が悪くて」

　そんな春太の言葉に、

「にゃ……にゃぁ…………」

　恥ずかしそうに、消え入りそうな声でお嬢様が続ける。獣医さん設定と予想されるシチュエーション。しかし、これはなかなかの破壊力……！

「んで、先生」

　春太は、少し気まずそうな様子を見せて、「ちょっと用事があるんで、あと、お願いできますよね？　あ、もう時間がやばいんで、すいません」

　なんだかわざとらしい演技とともに、颯さつ爽そうと部屋を出て行く。

　おそらくこれも打ち合わせ──とお嬢様を見れば、あれ？　といった表情。特に相談があった訳でもないらしい。かくして部屋には二人きりで──

「えーと、その……どう、しよっか？」

　ゴールの見えないシミュレーション。ひとまずともかく冷静に。

　そんなこっちの声が届いているのかいないのか、巫城のお嬢様は黙ったまま、俯いたままで、ゆっくりと、少しずつ距離を寄せてきて──椅子に座るこっちのすぐ傍、真正面に正座で腰を下ろす。そして、こつん、とオデコを膝ひざあたりにあてて、

「………………にゃ……ぁ」

　どこか甘えたような、小さな声で呟つぶやく。

　眼下で揺れる黒猫の耳。これは確かに猫っぽいが──これはヤバイ。こっちの心臓とか理性とかあといろいろ。いや落ち着け。これは猫だ。可愛い猫だ。だから大丈夫……！　

　そう、猫だからちょっとくらい頭を撫でても大丈夫……！

「ひゃっ…………」

　かすかにお嬢様の体が震えたのが、手のひらから伝わってくる。

「ん……にゃ……ぁ……」

　大丈夫！　大丈夫大丈夫！　不意に頭の中で何者かが語りかけてくる。（熱くなれよ！）体は熱いです！（諦あきらめるなよ！）あの、何を……（声が小さい！）（やれる！）（もっとやれるって！）（やれる！）ちょっと待ってそういう!?（スポーツの世界に『絶対』はない！）あれスポーツの話？（俺について来い！）誰!?

「…………あの、藤倉、その」

　巫城のお嬢様の声。猫の設定は終了、ということだろうか。それはそれでありがたいような、もったいないような──

「私、こういうの、似合わない、でしょう……？」

　せつなげな声で言いながら、こつん、ともう一度オデコをあててくる。来るね！　ハートにぐいぐい来るね！　とはいえ落ち着け落ち着いて。その猫耳超似合うね！　というのは誉ほめ言葉なのかどうなのかという疑問はともかくとして。

「か、可愛いと、思う、よ…………？」

　この紛れもない事実を伝えておこう。都は可愛い。うん。

「そう、ですか」

　ふぅ、という吐息と、「……よかった」という小さな声。安心した。そんな雰囲気が伝わってくる。

　巫城のお嬢様が、ゆっくりと顔を上げる。視線が合う。お嬢様は何かまぶしいものを見るように、どこか幸せそうに目を細める。綺麗な笑み。自分の胸が高鳴るのが分かる。

　そして、お嬢様は伸びあがるように姿勢を高くして──とん、とこっちの胸に頭を預けてくる。すがりつくような格好で、きゅ、とシャツを掴まれる。

「え!?　あの、おじょ──」

　言いかけたところで、ぎゅう、と脇腹のあたりをつねられる。

「…………藤倉は、またそんなふうに。いじわるです」

　……なるほど。ちゃんと名前で呼ぶように。そういうことだ。いつも注意されることで、今日はみどりさんにも言われたこと。

「……ごめん、都」

「よろしい」

　くす、と笑みがこぼれて、綺麗な黒髪が小さく揺れる。甘い匂におい。距離が近いことを改めて感じる。「藤倉がちゃんと謝ってくれましたから──」そして続くのはいたずらっぽい声で「許してあげます……にゃ☆」軽めに弱めの猫ぱんち。本人なりに、猫役も楽しんでいるのかもしれない。和なごやかな空気に、こっちもだいぶ落ち着いてくる。

　つん、と目の前にある猫の耳に触れて、

「黒猫って感じかなあ。都には似合ってるかも」

「…………藤倉には、看護師さんの格好のほうが良かったんでしょうけど」

　いつもの凛りんとした雰囲気とは違う、どこか拗すねたような声。

「ええ!?　それは、その──」

　少し声が上うわ擦ずってしまう。「そんなことは、無い、です、よ？」

「嘘。みどりのこと、じろじろ見てたくせに」

「あ、あれは、その──」

　いろいろと事情があって更に言えばあんな至近距離だと男なら誰だって──なんてことは言えるはずもなく、「ごめんなさい……」シンプルに謝るという結論。猫になった都のほうが可愛かったよ、なんてことも、もちろん言えるはずもない。

　巫城のお嬢様は楽しげに微笑んで、

「それでは──良しとしましょう。もともと、そうなるように長峰が仕組んだ、という部分が大きいのでしょうし」

「……えと、それはつまり──」

「藤倉の性格と行動を読んだうえで、皆が乗ってくるようにした。そういうことです」

　それはつまり、読まれやすく分かりやすい性格だってことで──もっと言えば、長峰さんにとって扱いやすいってことなんだろう。良くも悪くも。

「ただ、私、今回のこと、嬉しく思ってるんですよ」

　お嬢様は、そっと胸のあたりに触れてきて、「将来のこと。未来のこと。そんな言葉が藤倉から出てきたことを──とても、嬉しく思います」

　ゆっくりと、確かめるように言葉を吐き出す。

　巫城のお嬢様が気にしているのは、きっと俺の過去のことだろう。十年前の事件。その生き残りの一人。確かに自暴自棄になったこともあったけど──それでも、今は少しずつ前を向けるようになったって思える。

「まあ、あくまで『進路調査票』の話ってだけだから──」

　言いかけて、お嬢様に抱き締められる。まわされた手は、ゆっくりと背中を撫でて、お嬢様のぬくもりが伝わってくる。安心して。大丈夫。何も怖くないから。静かに優しく、まるで泣いている子どもをなだめるように。

　少しおおげさすぎる気はするけど──それだけ、心配かけてるんだろう。

「あのさ、都。これからは、その」

　たいしたことじゃないのに、なんとなく恥ずかしい。将来とか未来ってやつはそういうものなのかもしれない。「──ちゃんと先のこと、未来のこと、考えようって思う」

　顔を上げた巫城のお嬢様が頷いてくれる。改めて、距離は近い。いまさらに、距離が近い。すごく。とても。それなのに、なんだか止まらない。

「それで、その、将来とか、考えて、考えるときに」都はまっすぐに見詰めてくる。長いまつげ。桜色の唇。「都が、そばにいて──」

　と、そこで。

「アイエエエ！　ドーモ。フジクラ＝サン。ナガミネです。インガオホー！」

　なぜここに、忍者の格好をした長峰さんが……？

「そんな小説を最近読んだんだ……」

　なんかもうやり終えた表情の忍者。

　ふぅ、と巫城のお嬢様はひとつ息を吐いて、

「確かに、時間制限について厳しく言ったのは私ですね」

「さすが都だね」

　忍者の長峰さんは頷いて、「その余裕に感謝するよ。文脈に関係なくバストについて言及したいくらいに」やはり意味が分からない……！

「あの、長峰さん……」

「言いたいことは分かるよ藤倉くん」

　眼帯に手を置く仕草も、なんだか忍者らしく見えてしまう。「展開されているラブコメに、僕は邪魔だと。そういうことだね？」

「……いや、それ以外にもいろいろ」

「要するにラブ寄せ──」

「ああもう！　分かりましたから！　忍者やりますから！」

　こうして。

　将来とか未来とか進路とかにおそらくほぼ確実に関係ないであろう忍者のシミュレーションが始まるのだった。高校生なのに……！







　なお、進路調査票について。

『ハーレム王に俺はなる！』と記載された調査票が（長峰亮平に非常に筆跡の似た）何者かにより提出されていることを知るのは──それから数日後の話。










放ほう課か後ごトロイメライ３




雪ゆき解どけの協きよう奏そう曲きよく
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